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日本植物生理学会1991年度年会

および

第31回シンポジウム

植物と微生物の相互作用

光合成研究の過去・現在・将来

一第9回国際光合成会議開催に向けてー

環境情報に対する植物の応答反応とホメオスタシス

Photoregulation in Plants. 

遺伝子応答の調節機構

特別講演

Molecular Light Switches for Plant Genes 

byNam・HaiChua 

The Role of Plasmodesmata in Intercellular 

Transport in Plants. 

by William J. Lucas 

1991年3月28日(木)ー3月30日(土)

岡山大学理学部

日本植物生理学会





交通のご案内

年会会場となる岡山大学・文・法・経済学部は岡山

市北部の津島キャンパスの中にあります。 ]R岡山駅

からは岡電パスが便利です。駅前広場(表口)のパス

ターミナルから，⑪「岡山大学・妙善寺」行き(乗り

場11番)では「岡大西門」で下車，徒歩で3分位です。

また，⑥「津高営業所」行き(乗り場14番)に乗ると，

「岡山大学筋」で下車，徒歩で10分位です。タクシー

を利用すると駅から約10分です。自家用車は駐車場の

関係でなるべく御遠慮下さい。懇親会場(カルチャー

ホテル)は上記⑥の岡電パスを利用し， iスポーツセ

ンター前」で下車すると自の前です。年会会場からこ

のホテルまでは徒歩で約15分です。
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岡山大学案内図

LJ長ゐ
亡コ(講演会場)
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岡山大学笠笠l
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〔関連会議場〕

編集実行委員会:理学部小会議室(1階)

編集委員会・常任評議員会・評議員会:

理学部会議室(1階)

〔講演会場〕

岡山大学文学部・法学部・経済学部講義棟

会場受付電話 (0862)55-1846 

総会:講演会場 (B会場)

内
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会場配置図

(文学部・法学部・経済学部講義棟)

1 階

14番

E 10番

A 

17番

クローク

11番

休憩室
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2 階
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〔一般講演，特別講演及び

シンポジウム会場〕

A会場(10番教室)

B会場 (20番教室)

C会場 (26番教室)

D会場(12番教室)

E会場(14番教室)

F会場 (22番教室)

G会場 (24番教室)

3 -1 

休憩室
3 階

3-3 

休憩室

句。



。講演者へのお願い

本学会会則第4条2項により，年会の研究発表は本学会の会員に限ることと定められています。したがって，

演者が本学会に未加入の場合は直ちに学会本部で入会手続きをとった後で発表をお願いします。

1. 一般講演の時間は13分です。全体のスケジュール広大きく影響しま

すので，時間厳守をお願いします。

2. スライドは会場入口のスライド係に講演30分前までにお渡しくださ

い。終了後はなるべく早く，遅くともその日のうちに係からお受け

取り下さL、。

3. スライドは 35mmに限ります。図のように記号及びマークをお願い

します。各会場でプロジェクターは1台しか利用できません。

4. 時間の節約のため，重複して使用するスライドは必ず同じものを必

要枚数準備してください。

5. OHPは準備しません。

6. 次に講演する人は必ず「次演者席」に着席願います。

7. 一般講演の時間指示は，講演開始後10分で1鈴， 13分で2鈴(講演終了)， 15分で3鈴(討論終了)です。

プログラムの円滑な進行にご協力願います。
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。参加者へのお願いとお知らせ

1. 受付で，名札，講演要旨集，懇親会券などをお受け取りください。

2. 会期中は会場内で名札の着用をお願いします。

3. 年会実行委員と関係者はリボンをつけています。

4. 階受付付近に連絡板を設けますのでご利用ください。

5. 休憩室には湯茶，コーヒー，紅茶を用意しますのでご利用ください。

6. 会場1階にクロークを設置します。クロークの開設時間は次のとおりです。

第 1日 8時30分ー18時

第2日 8時ー18時

第 3日 8時30分ー13時

夜間は管理できませんので 2日にわたる預入れはお断りします。

7. 駐車場は用意しません。外来者用の駐車場もありませんので，乗用車等での来場はお断りします。

8. 弁当の販売庖を用意する予定です。飲食庖は大学正門前に続く通りに若干あります。

9. 28日夕刻， ミキサーを予定していますのでご出席ください。場所は当日受付でお知らせします。

10. 学会についての問い合わせは年会準備委員会にお願いします。

年会準備委員会:〒700岡山市津島中3-1-1

岡山大学理学部生物学教室

電話 (0862)52-1111 (内線420)

委員長中島秀明

-4-



。関連会議

編集実行委員会 3月27日(水) 16時ー17時 理学部小会議室

編集委員会 3月27日(水) 17時30分一20時 理学部会議室

常任評議員会 3月28日(木) 12時ー13時 理学部会議室

評議員会 3月28日(木) 18時ー21時 理学部会議室

総 ~ 3月29日(金) 16時30分-17時30分 B会場

懇 親 ぷZ与" 3月29日(金) 18時一20時 カルチャーホテル

なお懇親会は当日も受け付けますので，受付で申込をしてくださL、。多くの方の参加をお待ちしています。

お知らせ

。年会会期中の呼出について

年会に出席されている方への外部からの連絡は電話 (0862)55-1846にお願いします。伝言は受付に準備し

ます掲示板に掲示しますが，講演が行なわれている会場での呼出は行ないません。またその日の講演が全て終

わりますと，担当者がいなくなりますので，電話をかける時間にご注意ください。

。関連集会

「植物生理若い研究者の会」

3月28日(木)

世話人:久堀

16時30分会場(掲示板に予告)

徹(横浜市立大・理〉

川上 直人(横浜市立大・木原生物研)

講演

和田 雅人(農水省・食品総合研海産藻類の細胞膜ATPase

。講演の変更

プログラムの中で，講演番号のついていないものは講演が取り消されたものです。

F
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日 程 表

月 dZh3Z 民
日 場 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

A シンポジウム I シンポジウムE

B 光光化化学学系系I ・細菌 シンポジウム皿

一3 
C 形質転換・貯蔵タンパク

月 一
28 D 糖代謝 酸化還元・結合タンパク

一日
E 光合成機能発現(1) 遺伝子・分化

(木)一
F 細胞培養 細胞骨格・形態形成

一
G 細 胞 壁 電気生理・イオン輸送

A ストレス(1) 植物…ン (II) I 
総

B 
~ 

3 

画C 遺伝子・窒素代謝 j ンポジウム N 懇
月

29 D プロテアーゼ・情報伝達 親

日
E 炭素代謝 炭酸輸送・光合成活性 会

。世)一
F オノレガネラ

G 植物ホルモン(I)I ストレス (II)

A 脂質・生体膜

B 

3 
C シンポジウムV 光合成機能発現 (II) 

月 一
30 D 窒素代謝

日
ト一一

花成生殖オーキシン | |問レモン (m)E 
(:1:) 
ト一一

F オノレカ'ネラ・タンパク輸送

ト一一

G 光生物学 (II) 

月 会 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
日 場
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特別講演 1 第2日 3月29日(金) c会場開30か 9時30分

Molecular Light Switches for Plant Genes. 

Nam一HaiC】lua
Laboratory of Plant Molecular Biology， 

Rockefel1er University， US 

世話人 古谷雅樹(理研フロンティア)

特別講演 2 第2日 3月29日(金) B会場 12時15か 13時15分

The Role of Plasmodesmata in Intercellular 
Transport in Plants. 

-7-

William J. Lucas 
Department of Botany， University 

of California at Davis， US 

世話人田沢 仁(福井工業大)



シンポジウム I 第 1日 3月28日(木) A会場

「植物と微生物の相互作用」

世話人・座長奥 八郎(岡山大・農)

9: 00 1aA-1 病原に対する高等植物の抵抗性機構

9 : 45 1 aA-2 宿主特異的毒素に依存する病原胞子の感染機構

10 : 30 1 aA-3 病原菌による植物抵抗性の制御

11 : 15 1aA-4 植物ガンにおけるオーキシン合成の役割

-8-

真山滋志(神戸大・農)

甲元啓介(鳥取大・農)

白石友紀(岡山大・農)

山田 哲治(岡山大・農)



シンポジウムE 第1日 3月28日(木) A会場

「環境情報に対する植物の応答反応とホメオスタシス」

13 : 30 はじめに

世話人松本英明(岡山大・資生研)

関谷 次郎(岡山大・農)

座長松本英明(岡山大・資生研)

13 : 40 1 pA-l 環境情報の応答とプロトンポンプ 笠毛邦弘(農水省・食総研)

座長辻 英夫(京都大・理)

14 : 10 1 pA-2 環境情報の伝達と応答におけるカルシウムイオンの役割

。武藤尚志，葛西身延鎌田芳彰

(東京大・応徴研岡山大・資生研)

14 : 40 1 pA-3 植物における環境応答と cAMP 大森 正之(東京大・海洋研)

座長関谷次郎(岡山大・農)

15:10 lpA-4 低温による細胞質の酸性化と低温傷害 吉田静夫(北海道大・低温研)

15 : 40 lpA-5 低温適応の分子生物学 。和田 元，村由紀夫(基生研)

-9-



シンポジウム皿 第 1日 3月28日(木) B会場

「光合成研究の過去・現在・将来

一第9回国際光合成会議開催に向けて-J
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オ

座長辻 英夫

13 : 30 第9回国際光合成会議を主催するにあたって

田沢 仁(植物生理学会会長)

15 : 10 1 pB-4 光合成器官の形成

座長槽山哲夫(埼玉大・理)

加藤 栄(東京大・理)

座長浅田浩二(京都大・食研)

藤田善彦(基生研)

座長杉山達夫(名古屋大・農)

赤沢 桑(名古屋大・農)

座長佐藤公行(岡山大・理)

渡辺 昭(名古屋大・農)

13 : 40 1 pB-l 光エネルギ一変換系

14 : 10 lpB-2 光合成と環境

14:40 lpB-3 炭素代謝

15 : 40 総合討論

16 : 10 第 9回国際光合成会議組織委員会を代表して 村由 紀夫(組織委員長)

-10ー



シンポジウム町 第2日 3月29日(金) c会場

rphotoregulation in PlantsJ 

世話人・座長古谷雅樹(理研フロンティア)

13 : 00 2pC-l In pursuit of the photoreceptor for phototropism. 

Winslow R. Briggs (Carnegie Inst.， US) 

13 : 25 2pC-2 Phytochrome gene expression. 

Peter H. Quail (USDA， A1bany & Univ. Ca1if.， Berkeley， US) 

13 : 50 2pC-3 Involvement of G-protein(s)泊phytochrome-mediatedregulation of gene ex-

pression in Avena sativa. 

Pill Soon Song， L. Romero & D. Sommer (Univ. Nebraska， US) 

14 : 15 2pC-4 Circadian and phytochrome regulated expression of a wheat Cab gene. 

Ferenc Nagy (Friedrich Miescher-Institut， Switzerland) 

14 : 40 Tea 

14 : 50 2pC-5 Signa1 transduction in photoregu1ation. 

Eberhard Schafer (Freiburg Univ.， FRG) 

15 : 15 2pC4i Evidence from transgenic plan脂 onthe physiologica1 function of different 

phytochromes. Harry Smith (Univ. Leicester， UK) 

15 : 40 2pC-7 Mutants as an aid in assigning function(s) to different phytochromes. 

Richard E. Kendrick (Agri. Univ. Wageningen， NL) 

16 : 05 2pC-8 Genetic ana1ysis of light-regulated seedlings development加Arabidopsis. 

。JoanneChory， Lothar A1tschmied， Te汀yDel釦 ey，

Punita Nagpa1， A1an Pepper & Rona1d Susek (The Sa1k Inst.， US) 
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シンポジウムV 第3日 3月30日(土) C会場

「遺伝子応答の調節機構」

世話人内宮博文(北海道大・理)

司会酒井慎吾(筑波大・生物)

9: 00 3aC-1 オーキシンの情報伝達機構の解析 下村正二(農業生物資源研)

司会町田泰則(名古屋大・理)

9: 35 3aC-2 タバコのキチナーゼ遺伝子の発現制御 進士秀明(徴生物工研)

10 : 10 3aC-3 ヒストン遺伝子の発現制御機構一転写調節因子 HBP-la及びHBP-lbの構

造と機能 。中山卓哉，三上浩司，岩淵雅樹(京都大・理)

司会岩淵雅樹(京都大・理)

10 : 45 3aC-4 Riプラスミド rolC遺伝子の機能と発現調節

。金谷 潔，大野 豊内宮博文l

(筑波大・生物北海道大・理)

11 : 20 3aC-5 植物遺伝子の転写開始増幅因子 :TGAlaによる転写増幅機構

。山崎健一，片桐文章山口雄記，

Nam-Hai Chua 1 ，今関 英雅(名古屋大・農ロックフエラー大)

11 : 55 総合討論

-12-



第 1日 3月28日(木)

B会場 光化学系I・細菌光化学系

〈午前の部〉

9:00 laBOl 

9:15 laB02 

9:30 laB03 

9:45 laB04 

10:00 laB05 

10:15 laB06 

10:30 laB07 

10:45 laB08 

11:00 laB09 

11:15 laBI0 

11:30 laB11 

11:45 laB12 

高い NADP光還元能をもっ光化学系I粒子の単厳と性質

。酒井幸三，西川豊庚，先浜直子，新勝光(神戸大・理・生物)

フェレドキシン-NADP還元醇素の高分子量型と低分子量型における機能的相違

.関戸敏博，米山里佳，先浜直子，新勝光(神戸大・理・生物)

高等植物の光化学系I複合体のサプユニット組成

。池内昌彦，井上頼直(理研・太陽光科学)

藍議Ana加 ηasp. ATCC29413の光化学系I複合体のザプユニット組成

.池内昌彦， K. J. Nyhus1，井上積直， H. B. Pakrasi1 (理研・太陽光科学， lBiol. Dept.， 
Washington Univ. ) 

光化学系I反応中心複合体サプユニットのN末端アミノ酸配列

.岩崎行玄，日比野隆，石川浩，高倍昭洋(名妓大・理工・化学)

系I反応中心複合体の小型サプユニットの再構成

.国池公毅，加藤栄(東京大・理・植物)

プラストシアニンとP700の反応に対する psaF遺伝子産物の役割

.高倍昭洋，岩崎行玄，石川浩，日比野隆(名媛大・理工・化学)

光化学系I反応中心周辺の蛋白サプユニットの構造と機能

。檎山哲夫，仲本準，大日肉光，平岩裕美，大矢武志，小林慎一，西城戸司，鈴木浩一(鴻玉大・

理・生化)

水銀処理により鉄疏糞センターBを磁捜した光化学系Iの機能的再構成条件の検討
。井上和仁，楠元範明l，桜井英博1(神奈川大・理・応用生物早大・教育・生物)

光化学系I反応中心のキノンの術成と結合部位の構造

。岩城雅代， Wa1ter Oettmeier1，伊藤繁(基生研・細胞内エネルギ一変換， IR曲 rUniv.) 

Heliobact初旬mchlmum膜標品のエーテル処理

。池上勇，小林正美1，E. J. v阻 deMeent2，渡辺正1 J. Ame銘2(帝京大・薬東京大・生産
研， 2State UniV. Leiden) 

H. chlorum光化学系中のパクテリオクロロフィルg'

。小林正美，渡辺正l，池上勇人小宮山真， E. J. v姐 deMeent3， J. Amesz3 (筑波大・物工東

京大・生研帝京大・薬， 3State U凶v.Leiden) 

C会場遺伝子・細胞周期

9:00 laCOl 

9:15 laC02 

9:30 laC03 

9:45 laC04 

10:00 laC05 

10:15 laC06 

10:30 laC07 

ニチニチソウの細胞周期特異的 cDNAに相同な酵母遺伝子の解析

。伊藤正樹，安弁明I，駒償穆(東北大・理・生物東北大・抗酸菌研)

植物のプロテインキナーゼ遺伝子のタローニング

。坂野弘美，村中俊哉I，森都豊輝，町田泰則(名古屋大・理・生物住友化学宝塚総研)

シロイヌナズナのプロテインキナーゼ遺伝子群の解析

。溝口剛，林田信明，篠崎和子，小泉昌広，篠崎一雄(理研・遺伝子解析)

コムギヒストン遺伝子の上流域に結合するシングル鎖特異的DNA結合因子

。高瀬尚文，高山しのぶ，中山卓哉，岩淵雅樹(京都大・理・植物)

コムギヒストン H3遺伝子のS期特異的発現と転写因子 HBP-la及び HBP-lbの機能解析

。南真祖母，伊藤卓也，藤本室充大坪憲弘，中山卓哉，寺田理枝2，島本功2，岩淵雅樹(京都大・

理・植物日本石油績工研)

アラピドプシスのリポヌクレオプロテイン遺伝子の構造と発現

.太田賢，李育慶，杉田護，杉浦昌弘(名古屋大・遺伝子実験施設)

植物サイタリン遺伝子のタローニング

。畑信吾，河内宏，鈴鹿巌石井哲郎2 (農水省・生物研家術試筑波大)
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第 1日 3月28日(木) く午前の部〉

10:45 laC08 トランスジ zユック植物における proliferatingcell nuclear担匂en(PCNA)遺伝子の分裂組織特異的発現.

(1)シス制御領域の解析

。小杉俊一，鈴鹿巌大橋祐子Z，村上高Z，新井勇治(筑波大・応生農水省・家衛試農水省

.生物研)

11:00 laC09 トランスジェニック植物における proliferatingcell nuclear antigen (PCNA)遺伝子の分裂組織特異的発現

( 2 )組織化学的解析

。村上高，小杉俊一大橋祐子，鈴鹿巌榎本末男，新井勇治1(農水省・生物研筑波大・応生，

Z農水省・家街試)

D会場糖代謝

9:00 laDOl 

9:15 laD02 

9:30 laD03 

9:45 laD04 

10:00 laD05 

10:15 laD06 

10:30 laD07 

10:45 laD08 

11:00 laD09 

11:15 laDlO 

メロン果実の酸性イ ンベノレタ ーゼの精製と性質について

。岩坪友義，中川弘毅，小倉長雄，今関英雅l，佐藤隆英(千葉大・農基生研)

ヤエナリショ槍合成酵素及びインベルターゼの cDNA!lローユング

.新井雅雄1.2，森仁志人今関英雅1.2 (1名古屋大 ・農・生化学制御基生研・情報制御)

マメ科発芽種子rアミラーゼの酵素学的特徴

。南森隆司，河野昭子1 (神戸大'.化大手前栄専・栄養)

サツマイモ塊根からの BranchingEnzyme (QE)の性質と精製

。中山繁樹，中村保典(農業生物資源研)

イネ葉ショ糖リン酸シンターゼの精製

。武市哲郎，村田孝雄(農業生物資源研)

プラスチド包膜の adenylatetranslocatorとデンプン生合成

Javier Pozueta， Femando J. Ardila，。赤沢発(名古屋大'.'生化学制御)
コマユミの葉からの UDPーキシロース:フラポノーノレ3ーかキシロシルトランスフエラーゼについて

。楊志!If，石倉成行(熊本大・理・生物科学)

ジャガイ モ塊茎 UDP-グルコースピロホスホリラーゼ :cDNAのクロ ーニング，塩基配列の解析および大

腸菌での発現

。勝部拓矢，数回恭霊堂，谷沢克行，福井俊郎(大阪大・産業科学研)

ステピオールの配機体化酵素

。柴田均，閣家暁，佐谷圭三，落合英夫，西橋秀治I，山田正治1(島銀大・農・生物機能大日本

インキ)

高等植物のアスコルピメ酸生成における中間体としてのグノレコソンについて

.斉藤和実， Fr叩 kA.L伺帆lS1(京大， RIセンターワシントン州立大)

E会場光合成機能発現(I)

9:00 laEOl 

9:15 laE02 

9:30 laE03 

9:45 laE04 

10:00 laE05 

10:15 laE06 

タロロフィライドのフィチレーションに対する金属キレーターの阻害効果

。田中義人，回中歩，辻英夫(京都大・理・植生研)

光合成細菌の光合成色素蓄積阻害の光作用スベクトル

高官建一郎(九州大・理)

好気・明条件下における R1wdo拘cterゆ加eroides色素タ ンパク遺伝子の発現の光波長依存性

。島田裕士，射場厚，高官建一郎(九州大・理)

超強光下で成育したS川echocystisPCC6803の膜ベプチド組成

。相沢克則，藤田善彦(基生研・細胞生物)

光照射により誘導される psbD-psbC遺伝子転写産物とその誘導機構

。111口博，金山満彦，椎名隆，豊島喜則(広島大・総合科学)

/acZ-fusionによる光合成細菌RルwbactercatsuL蜘 Sにおけるフェレドキシン発現制御の解析
-14-



10:30 laE07 

10:45 laE08 

11:00 laE09 

11:15 laEI0 

11:30 laE11 

11:45 laE12 

第 1日 3月28日(木) く午前の部〉

。末次由実，佐伯和彦，松原央(大阪大・理・生物)

光合成細菌 Rル>doba地rω仰 t/a似Sにおけるフェレドキシンの機能分化:遺伝子破援と相補性試験を用いた

解析

。佐伯和彦，徳田賢一郎，松原央(大阪大・理・生物)

Anabaena variabilisにおけるプラストシアニンとチトクローム c-553の銅による発現調節

。密武嗣，中村真樹，吉崎文則，杉村康知(東邦大・理・生物)

ランソウ光化学系1psaA， psaB遺伝子のクローニング

。清水徳朗，槍山哲夫，池内昌彦l，弁上額直1(埼玉大・理・生化理研)

光化学系1psaC遺伝子の大腸菌での発現とその解析

。清水徳朗，橋本光広，檎山哲夫(埼玉大・理・生化)

プラストシアニンとその“釦sion"蛋白質の大腸菌における発現

。日比野隆，岩崎行玄，石川浩，高倍昭洋(名波大・理工・化学)

光化学系の酸素発生系に関与する 33-kdタンパク質の構造解析への試み一一33・kdタンパク質の大腸菌内で

の大量発現

。周動松，小西智一，和田敬四郎l，渡辺昭(名古屋大・農・生化学制御金沢大・理)

12:00 laE13 ユーグレナの酸素発生系 30kDaタンパク質前駆体の同定

.黒田育生，稲垣純子，山本泰(岡山大・理・生物)

F会場細胞培養

9:00 laFOl イネ培養細胞における組物体再生に及ぼす培養諸要因の影響

。塚原正義，広沢孝保((株)ナーサリー・テクノロジー)

9:15 laF02 低細胞密度下での纏物培養細胞の増殖阻害一一コンディショニング効果の機構

.疲野勝啓，松本万紀子，清田誠一郎，矢崎芳明(農水省・生物研)

9:30 laF03 培養細胞系におけるシキミ酸経路E一一二次代謝との相関一一

。作田正明，山田菜穂，清水碩(お茶の水大・理・生物)

9:45 laF04 培養細胞系におけるシキミ酸経路E一一植物ホルモンの彫響一一

。山田菜穂，作田正明，清水碩(お茶の水大・理・生物)

lO:OO laF05 ブドウ培養細胞における PAL.CHSmRNAの発現

。掛111弘一，駒嶺穆(東北大・理・生物)

10:15 laF06 ヒャクニチソウ単離葉肉細胞の管状要素分化に特異的なベルオキシダーゼ・アイソザイムの解析

.佐藤康，杉山宗隆，駒嶺穆(東北大・理・生物)

10:30 laF07 温度処理によるイネ猪養細胞の同調化

。野村港二，高橋清子，井上正保，増田清(秋田県立農業短大・生物工学研)

10:45 laF08 イネ属懸濁培養細胞系における不定匪形成に伴うポリベプチドパターンの変動

。小沢憲二郎，児玉浩明，駒徹穆(東北大・理・生物)

11:00 laF09 ニンジン不定怪形成にともなう核蛋白の変動

。増田清，野村港二，清水真由美，井上正保(秋回農業短大 ・生物工学研)

11:15 1 aFI0 体細胞雑種のミトコ ンドリア DNA

本田秀夫，。平井篤志(名古屋大..'生化学制御)

11:30 laF11 花粉プロトプラストの培養と発芽

。酋原昌宏，伊藤道夫1(名古屋大 ・理・生物静岡大・理 ・生物)

11:45 laF12 ヤグルマギク培養細胞に含まれる非抱合型プテリジンについて

。武田幸作，平野明子，末岡照美人加藤節子1(東京学芸大・生物明海大・生化学)

12:00 laF13 苔類ミドリホラゴケモドキ培養細胞のエリシター処理によるセスキテルベン生成促進

。中河原俊治，中村規尚，太図書元 (PCCテクノロジー・山崎研)

12:15 laF14 ブロムグラス培養細胞等の急速予備凍結及び緩速予備凍結法による超低温保存

。石111雅也， P. Tandon1， A. Yarnagishi2，宮崎尚時(食生研， lNE-Hil1 Univ.， 2CENARGEN) 
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第 1日 3月28日(木) く午前の部〉 く午後の部〉

G会場細胞壁

9:00 laGOl 

9:15 laG02 

9:30 laG03 

9:45 laG04 

10:00 la'ω5 

10:15 laG06 

10:30 laω7 

10:45 laω8 

11:00 laG09 

11:15 laG10 

Genetically regulated expression of glucomannan in rice endosperm cell wa11 
• R. Zamorski，矢野昌裕l，渋谷直人(農水省・生物研， l~t陸農試)

アラピノガラクタンープロテインの組織内局在性

菊地純夫，大日向光，・円谷陽一，橋本洋一，金子康子l，松島久1(埼玉大・生化埼玉大・生体

制御)

多核緑藻盈10d陶 α町品aにおけるミクロフィプリノレ配向パターンと微小管骨格

.水田俊，奥田一雄(高知大・理・生物)

多核緑藻Boerges側 iaforbesiiの遊離原形質膜上におけるセルロースミクロフィプリノレの形成
。水田俊，奥田一雄，原因朋子(高知大・理・生物)

タパコ培養細胞 BY-2形態形成に対するジベレリン合成阻害剤アンシミドールの影響

.岩田和佳，小久保亮桜井直樹倉石晋宝月岱造2(東京大・教養広島大・総科東京大

. .) 
茎切片のオーキシンによる生長誘導時の表皮及び内部組織細胞壁の変化

.若林和幸，桜井直樹l，倉石膏1(香川!大・教育広島大・総科・自然環境)

媛性エンドウのジベレリンによる生長回復と細胞壁多槍類への影響

福原世津子，。桜井直樹，倉田信一，倉石晋， J. B. Rejdl (広島大・総科タスマニア大)
細胞壁キシログルカン構造の制御機精2.酵素反応機構の解析

。富永るみ，桐野美津代，西谷和彦(鹿児島大・教養)

アズキ及びトウモロコシ細胞壁キシランの繰返単位の構造

.西谷和彦， D. J. Nevins1 (鹿児島大・教養，カリフォノレニア大)
オリゴサッカライドによる植物細胞壁戸ーグルカナーゼの活性化

.林隆久，加藤陽治l，大住千栄子2(京大・木研弘前大・教育味の索中研)

11:30 laG11 茎切片のオーキシン誘導成長に及ぼすキシログルカン 9糖の影響

。保書事隆亨，増田芳雄(大阪市大・理・生物)

11:45 laG12 トウモロコシ幼業翰切片のオーキシン誘導生長における表皮の役割ーーかグルカン分解との関係

。保尊隆亨， D. J. Nevins1 (大阪市大・理・生物， lUniv. Calif.) 
12:00 laG13 イネ幼薬事自の成長と細胞壁フェルラ酸

。KahSiew T却，神坂盛一郎，保尊隆亨，増田芳雄(大阪市大 ・理・生物)

第 1日 3月28日(木)

C会場形質転換・貯蔵タンパク

く午後の部〉

13:00 lpCOl 細胞電気回転法による植物プロトプラストへの DNA電気導入過程の研究

。柴谷滋郎，角谷忠昭，千田貢(京都大・農・農化)

13:15 lpC02 酵母品川aromy，ω exiguusにおける染色体編成の解析と宿主ーベクタ一系の開発
。久富泰資，井上広一，新井正洋，井上栄一，坪井基夫(福山大・生物工学)

13:30 lpC03 酵母 S.cerevisiaeの染色体DNA長の人為的変動

依田彰，大城清樹，柳下信治，久富泰資登井基夫(福山大・工・生物工学)

13:45 lpC04 パーティクルガンによる植物細胞の高頻度形質転換条件の検討

.服部悦子，重本直樹，田中俊憲，佐藤茂，山下稔哉，清水克哉，関原明l，入船浩平，森川弘道(広

島大・理・植物京都大..) 

14:00 lpC05 シロイヌナズナのアグロパクテリウムを介した高頻度形質転換系について

。赤間一仁I，岡田清孝I，志村令郎1.2 (1基生研・遺伝子発現統御京大・理・生物物理)

14:15 lpC06 トウモロコシの転移因子Ac/Dsを導入したトランスジェニッグタパコの作出

.杉田耕一，宮崎力，守屋美加山岸理恵，守屋寛1，飯田滋(東京理科大・基礎工東京理科大
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第 1日 3月28日(木) く午後の部〉

-薬)

14:30 lpC07 トランスジェニックイネにおけるフォスフィノトリシンアセチルトランスフエラーゼ(ピアラホス耐性遺伝

子)の発現

.土岐精一，野尻宙平l，後藤文之，島田季一，内宮博文(北海道大・理・植物明治製菓・薬総

研)

14:45 lpC08 トランスジェニックイネにおける外来 DNAの組み込み様式の解析

。後藤文之，土岐精一，内宮博文(北海道大・理・植物)

15:00 lpC09 形質転換タパコにおける1'，2'-GUS， 35S-GUS遺伝子発現の比較

加藤明(北海道農試)

15:15 lpC10 試験管内転写における植物遺伝子発現の超コイル構造依存性

。山崎健一，今関英雅， (名古屋大'.・生化学制御)

15:30 lpCll アサガオの花の絞りにトランスポゾンが関与しているか?

.宮崎カ，稲垣善茂l，笠原基知治，守屋寛1，飯田滋(東京理科大・基礎工東京理科大・薬)

15:45 lpC12 炭化水素成分の生合成に関わる遺伝子の単離にむけて一一アラピドプシス突然変異の検索一一

・大隅照子，Robert F. whi凶er，柴田大綱(三井業際植物パイオ研)

16:00 lpC13 イネ W問y遺伝子のクローニ ング

。石川縁，島田浩章(三井植物パイオ研)

16:15 lpC14 -ij'ツマイモ葉柄における境根主要タンパク質遺伝子のショ積とオリゴ緩エリ シターによる発現誘導の解析

。大藤雅章，中村恭子，中村研三(名古屋大'.・生化)

16:30 lpC15 in situハイプリダイゼーション法によるサツマイモ塊線主要タ ンパク貨の遺伝子発現の解析

。武田真，神山康夫I，中村研三(名古屋大・農・生化三重大・生資・育種)

16:45 lpC16 サツマイそかア ミラーゼ遺伝子5'上流域に結合する核タ ンパク質因子

。石黒澄衛，縦本明治，加藤麻理子中村研三(名古屋大'.・生化現.ピアス)

17:00 lpC17 サツマイモトア ミラーゼ欠損変異株の解析

。林浩司，中村恭子，中村研三 (名古屋大'.・生化)

17:15 lpC18 トラ ンスジェニ ック植物におけるダイズ種子貯蔵タ ンパク質遺伝子発現の栄養条件による制御

。横田優美，藤原徹，内藤哲人米国好文茅野充男(東京大'.，1東京大・遺伝子実験施設)

17:30 lpC19 トラ ンスジェニ ック ・アラピドプシスにおけるダイズ種子貯蔵蛋白質遺伝子発現の変異株を用いた解析

。内藤哲，後藤弘爾，横田優美林浩昭茅野充男l，米国好文 (東京大・遺伝子実験施設東京

大・農)

D会場酸化還元・結合タンパク

13:00 lpD01 通性好アルカリ性細菌のω 型チトクロム-c酸化酵素と生育pHで量的変動をするチトクロム cとの反応性

湯本勲，・福森義宏，山中健生(東工大・生命理工・生命理)

13:15 lpD02 非光合成組織における電子伝達系 (3)組織特異的 FNRの免疫学的研究

。森ケ崎進，近藤淳，和田敬四郎(金沢大・理)

13:30 lpD03 ダイコ ン・フェレドキシンの複数成分について

.西村まゆみ，長井潔l，先浜直子新勝光1(キシダ化学・研究課神戸大・理・生物)

13:45 lpD04 イネ グルタチオン還元酵素アイソザイムの精製

.森田重人，丑丸敏史，柴坂三根夫人辻英夫(京都大・理・植生研岡山大・資生研)

14:00 lpD05 イネ・アスコルビン酸ベルオキシダーゼアイ ソザイムの精製

丑丸敏史1，o/J、JII健一，柴坂三根夫2，浅田浩二3，辻英夫1 (京都大・農・林工京都大・理・植
生研岡山大・資生研京都大・農・食研)

14:15 lpD06 チャ業アスコルビン酸ベルオキシダーゼアイ ソザイムの精製と佐賀の比較

。尼子克己，浅田浩二(京都大・食研)

14:30 lpD07 らん藻ベルオキシダーゼの性質

。三宅親弘，浅田浩二(京都大・食研)
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第 1日 3月28日(木) 〈午後の部〉

14:45 lpD08 ソラマメ葉での DOPA代謝に対する過酸化水素と光の影響

。高浜有明夫，鬼木経幸1(九州歯大・生物九州歯大・化学)

植物グノレタチオン還元酵素の cDNAクローニング

。田中浄，久保明弘，柴田大繍l，国中園介2(国立環療研・生物三井業際パイテクメ京府大.A) 

15:00 lpD10 大腸菌グノレタチオンレダタターゼ遺伝子を導入したタパコの活性酸素ストレス耐性

。青野光子，久保明弘，佐治光，名取俊樹，田中浄，近藤矩朗(国立環境研)

15:15 lpDll キュウリ幼苗リポキシゲナーゼの成長と関連した消長

。松井健二，入江真理，梶原忠彦，畑中顕和 (山口大....化)

15:30 1 pD12 '1ラミドモナスの Arylsu1fatase生合成の調節要因

.佐々木孝行，白岩善博.R. K. Togぉaki1(新潟大 ・理・生物イ ンディアナ大・生物)

15:45 lpD13 '1ラミドモナス カーポニックアンヒドラーゼの構造解析

.石田さらみ，福沢秀哉，宮地重速に武藤尚志(東京大・応徴研海洋パイオテクノロジー研究

所)

16:00 lpD14 大豆重金属結合タンパク質の精製と性質

.鈴木宏一郎，茅野充男(東京大・農)

16:15 lpD15 フタパネゼニゴケ培養細胞におけるモりプデンコファクターキャ リアータ ンパクの存在について

.西崎孝弘，滝尾進，桝井秀雄，佐藤敏生(広島大・理・纏物)

16:30 lpD16 脱窒光合成細菌の DMSO還元酵素の局在におけるそリプデンコファクターの関与

。桝井秀雄，深瀬康子，佐藤敏生(広島大・理・植物)

16:45 lpD17 オシロイパナ由来リボゾーム不活性化蛋白質 (MAP)は自身のリボゾームをも不活性化する

。片岡二郎，羽深典之，宮野雅司，増田税，小岩井晃(JT生命研)

E会場遺伝子・分化

13:30 lpEOl ショ糖により活性化される rolC遺伝子プロモーター領域の解析

。内宮博文，広瀬哲郎，菅谷純子1 (北海道大・理・植物筑波大・生物)

13:45 lpE02 イネにおける rolCプロモーター結合タ・ノパク質の認識配列

。松木吏弓，金谷潔，加藤教を，内宮博文1(筑波大・生物北海道大・ 理・植物)

14:00 lpE03 ニンジン培養細胞の核タンパク質にみられる遺伝子プロモーター結合能

.鈴木章弘，加藤教之，内宮博文(北海道大 ・理・植物)

14:15 lpE04 ニンジン embryogeniccell protein (ECP31)の cDNAクローニングと発現の解析

。清末知宏，篠崎和子l，篠崎一雄L，佐藤忍，鎌田博，原田宏(筑波大・生物理研・ライフサイ

エンス)

14:30 lpE05 イネ wx座遺伝子一一組織特異性および種子登熱過程における発現

。平野博之，佐野芳雄(国立遺伝研)

14:45 lpE06 ヒャクニチソウ管状要素分化に特異的に発現する遺伝子の解析

15:00 lpE07 

15:15 lpE08 

15:30 lpE09 

15:45 lpElO 

16:00 lpEll 

16:15 lpE12 

。出村拓，福田裕穂(東北大・理・生物)

ヒャクニチソウ管状要素分化におけるチュープリン遺伝子の発現

吉村敏彦，高瀬恭子，出村拓，。福田裕穂(東北大・理・生物)

Tiプラスミド妨げ遺伝子プロモーターによる発現特性の解析

。猪口雅彦，斎宮晃，近藤弘清(岡山理大・生物化学)

エンテロパクター・グロアカのIAA生合成遺伝子の単離
。古賀仁一郎，足立発，日高秀昌(明治製菓・生物科学研)

2種の大豆リポキシゲナーゼの器官特異的な遺伝子発現

。加藤友彦，柴田大締(三井業際植物パイオ研)

トマト花粉特異的プロモーターのタパコ・ナタネでの発現解析

.今村順，酒井隆子，村瀬誠(植工研)

ナピン '1ルシフェリンプロモーターのタパコでの発現解析
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第 1日 3月28日(木) く午後の部〉

。河野淳子，市川裕章l，今村順(植工研現:農環研)

16:30 lpE13 分裂酵母の接合フェロモ ンによる情報伝達 :受容体遺伝子の構造と発現調節

.中村友浩I，北村憲司，下回親 (大阪市立大・理・生物大阪工大・ 一般教育)

16:45 lpE14 栄養増殖から有性生殖への切りかえを支配する分裂酵母の制御遺伝子ste13

。前川裕美，中川朋子，北村憲司，下回親 (大阪市立大・理・生物)

17:00 lpE15 分裂酵母の接合型遺伝子の転写調節 :μtlタンパクキナーゼによる調節
。永井勉， 青野利裁，下回親 (大阪市立大・理・生物)

17:15 lpE16 分裂酵母の減数第一分裂に関与する mei4遺伝子の構造と発現調節

西脇真哉，田中晃一 下回親 (大阪市立大・理・生物)

F会場細胞骨格・形態形成

13:30 lpFOl 

13:45 lpF02 

14:00 lpF03 

14:15 lpF04 

14:30 lpF05 

14:45 lpF06 

15:00 lpF07 

細胞周期に於ける植物細胞骨格の転換点

。馳湾盛一郎，長田敏行1(成斌短期大・教養東京大・理・植物)

ヒザオリ (Moug，ωtia)の細胞質におけるアタチン繊維の分布
。峰雪芳宣，永井玲子1(広島大・理大阪大・教養)

キウリ怪軸表皮系における細胞分裂パターン

。風間晴子，峰雪芳宣1(国際基督教大・生物広島大・理・植物)

ホウライシダ原糸体における preprophasebandの低温処理後の再形成

.村田隆，和田正三(都立大・理・生物)

タパコ培養細胞 BY-2を用いた caffeineによる細胞質分裂阻害機構の解析

。呉学軍，薗都議司，柴岡弘郎 (大阪大 ・理・生物)

媛性エンドウ上座軸における ABAの微小管配向制御作用:伸長低下の結果か.の検討
。崎山真理，柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

花粉管ミオシンの精製一一invitro moti1ity a鈴ayを検出手段として

.河野匡，岡垣壮小浜一弘2，新免輝男3 (東京大・理日大・理工群大・医・薬理姫工大

・理・生命科学)

15:15 lpF08 微小管-Sepharoseの作製と微小管結合蛋白質分離への適用

水野孝一(大阪大・理・生物)

15:30 lpF09 Role of miαotubu1es in signal transduction (blue light， red light， gravity) of maize ∞leopti1es. 
Nick Peter (理化学研・フロ ンティア研究システム)

15:45 lpFlO 疑似徴小重力下におけるホウライ シダ原糸体の成長

.笠原宏一，竹内裕一(北海道東海大・生物工学)

16:00 lpFll ナガイモ塊茎形成におけるジャスモン酸の関与

16:15 lpF12 

16:30 lpF13 

16:45 lpF14 

17:00 lpF15 

17:15 lpF16 

17:30 lpF17 

。幸田泰則，喜久田嘉郎(北海道大・農・植物)

粘菌の細胞接着タ ンパク質gp64のcDNA構造と脂質ア ンカーの構造

真鍋理一郎，斉藤玉緒，熊崎隆落合庚(北海道大・理・植物北海道大・薬)

約培養における高温処理が花粉の蛋白質合成に及ぼす影響

。浜岡陽，山田茂裕，片岡二郎岩井純夫(日本たばこ・植物開発日本たばこ・生命研)

ニンジン embryogeniccell protein (ECP31)の精製と免疫組織化学

。清末知宏，佐藤忍，中山二郎磯貝彰l，鈴木昭憲l，鎌田博，原田宏 (筑波大・生物東京大・

農化)

ユンジン未熟種子糖タ ンパ ク質GP80の免疫学的検出ーーその未熟匪乳最外層における特異的存在ーー

。鳥居啓子，佐藤忍，議伊正 (筑波大・生物)

ニンジン皮組織に局在する分泌性糖タ ンパタ質 GP57の発現解析一一傷害誘導性とダイ ズ7S塩基性グロプ

リンとの相同性一一

。佐藤忍， Arnd S回rm1，M鋪 rtenChrispeels1，藤伊正(筑波大・生物， lUniv. Calif. SanDiego) 

カボチャ根導管液に含まれるタ ンパク質，糖質の解析
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第 1日 3月28日(木) 〈午後の部〉 第 2日 3月29日(金) く午前の部〉

.佐藤忍，飯塚千夏，中村紀雄l，藤伊正(筑波大 ・生物横市大 ・生物)

G会場電気生理・イオン輪送

13:30 lpGOl 車軸藻類節間細胞原形質流動の原動力測定

13:45 lpG02 

14:00 lpG03 

14:15 lpG04 

14:30 lpG05 

14:45 lpG06 

15:00 lpG07 

。上坪英治，菊山宗弘1(一ツ橋大・生物放送大 ・生物)

オオカナダモの糞の細胞における光による葉緑体の移動に対するヒスチジンの影響

。富永義人，田沢仁1(平安女学院短大福井工業大)

L-ヒスチジンによる膜電位脱分極
。田沢仁，岡崎芳次I，富永義人Z，浅井一視l，岩崎尚彦1(福井工大大阪医大・生物平安女学

院短大)

車輪藻節間細胞の細胞質内 pHの空間的分布

。緒方惟昭 (産医大・医短・生化)

汽水産藻類シラタマモの膜電位に及ぼす膨圧変化の影響

.岡崎芳次，岩崎尚彦(大阪医大 ・教養 ・生物)

シャジクモ原形質膜静止膜電位におよぼす局所麻酔剤の影響

.大川和秋，野坂修二沖原清司Z，古川清1(大阪大・教養・生物大阪成人病センター・麻酔科，

2大阪大・基礎工・生物工)

車軸藻原形質膜におけるCa2+と電圧に依存するアニオンチャンネノレ.パッチグランプ法を用いた研究

・沖原清司，大川和秋筒井泉雄2，葛西道生(大阪大 ・基工・生物大阪大 ・教養・生物生理

研)

15:15 lpG08 タパコ細胞液胞膜および原形質膜の電圧依存性イオンチャンネル

。張平，矢部勇，武藤尚志(東京大・ 応徴研)

パッチクランプ法による大麦業肉細胞原形質膜イオンチャンネノレの研究

。村図芳行，小尾一郎，野口昌克，角谷忠昭，千四貢(京都大・農・農化)

15:30 lpGI0 キウリ果実でのケイ酸の局在とトノプラスト小胞への吸収

.山崎陸生，山木昭平(名古屋大 ..・園芸)

15:45 lpGll ホウ素の要求性と体内分布一ータパコ矯養細胞での検討一一

。水谷正治，大野佳織，間藤徹，高橋英一(京都大..) 

16:00 lpG12 ニチニチソウ培養細胞の親和性の異なるリン酸取り込みについて

。降旗敬，新井康仁，城市篤，桜井英博(早大・教育・生物)

16:15 lpG13 ラン藻あ明ec.加ω側 sPCC7942の硝酸イオン輸送に関与する遺伝子群の構造

。小俣達男，平野篤1(理研・太陽光科学東京電力・技術研)

16:30 lpG14 NAD-ME型 C.植物 .PanicumωIoratumの光合成におけるNaの機能
.村田伸治，関車庫徹，高橋英一(京都大・農)

16:45 lpG15 培養液渡度変化による浸透ストレスが生長に伴った水ポテンシャル場に及ぼす影讐

.野並浩，木山浩二，越智竜雄l，橋本康(愛媛大 ...1末広産業)

17:00 lpG16 湿潤状態に成育するキュウリの水分欠乏による急性萎演の発生機嫌

。平沢正，加藤正広，石原邦(東京農工大・農)

第2日 3月29日(金) く午前の部〉

A会場ストレス(1)

9:45 2aAOl イネ科植物におけるベタインの蓄積とベタインアルデヒド脱水素酵素に関する研究

。水野克彦，荒川圭太，岸部幸枝l，高倍鉄子(名古屋大・農・生化学制御東北大・農)

10:00 2aA02 塩ストレス処理した大麦におけるベタインアルテ.ヒド脱水素酵素の誘導
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10:15 2aA03 

10:30 2aA04 

10:45 2aA05 

11:00 2aA06 

11:15 2aA07 

11:30 2aA08 

11:45 2aA09 

12:00 2aA1O 

第 2日 3月29日(金) く午前の部〉

.荒川圭太，石谷学，水野克彦，高倍鉄子(名古屋大・農・生化学制御)

Anabae加 variabilisの低温誘導性遺伝子Lti2はrアミラーゼ様タンパクをコードしている

佐藤直樹(東京大・理・植物)

イネおよびホウレンソウの CulZn型スーパーオキシドディスムターゼ遺伝子の構造と発現

.坂本教，大菅俗之，田中闘介(京都府立大・農化)

緑化培養細胞の光独立栄養性について(lX)ストレスタンパク質OLPの発現と制御
.竹田恵美，佐藤文彦井田和子，山国康之1(大阪女子大・基礎理京都大 ...農芸化学)

PRlタンパク質遺伝子の績による発現誘導

上野敬一郎大島正弘杉山万里2. 村上高，大橋祐子1(鹿児島パイテク研農水省 ・生物研，

2島復農試)

PRlタンパク質遺伝子の値物ホルモンによる発現誘導

。大橋祐子，上野敬一郎複本末男，大島正弘，村上高，渡辺紳一郎，野口貴2 (農水省・生物研，

』鹿児島パイテク研東京都農試)

乾燥によって二段階に誘導されるシロイヌナズナ遺伝子の解析

。篠崎和子，小泉昌広，浦尾さとみ，篠崎一雄(理研・遺伝子解析)

乾燥によって誘導されるシロイヌ ナズナチオール・プロテアーゼ遺伝子の発現調節

。小泉昌広，篠崎和子，浦尾さとみ，篠崎一雄(理研・遺伝子解析)

植物ホルモンABAによって誘導されるシロイヌナズナ遺伝子の解析
。篠崎一雄，篠崎和子，小泉昌広，浦尾さとみ(理研・遺伝子解析)

B会場光化学系n(I) 
9:45 2aBOl 光化学系E反応中心へのキノン再構成

.伊藤繁，岩城雅代，佐藤公行1(基生研 ・細胞内エネルギ一変換岡山大・理)

10:00 2aB02 光化学系nQA機能の再構成に必須な蛋白質成分
福原聡荒賀千笑，赤堀輿造，豊島喜則(広島大・総合科学)

10:15 2aB03 光合成光化学系nQA-QB電子伝達における非へム鉄の役割
黒岩繁樹赤堀輿造，豊島喜則(広島大・総合科学)

10:30 2aB04 アトラジン結合解析より推定される QBサイトでのプラストキノン交換の機構

高橋正昭(甲南大・理・生物)

10:45 2aB05 光化学系E反応中心の色素の選択的抽出

.木戸敏孝，唐暁松l，佐藤公行(岡山大・理プリンストン大)

11:00 2aB06 時間分解 EPRによる光合成系E中の P680とチロシン Dの位置の研究

。小寺義男，田倉慶三，藤原ちづる，河盛阿佐子(関学大・理)

11:15 2aB07 配向psn膜 ENDORによるマンガンダイマーおよびチロシン Dの配置の研究
。三野広幸，戸高伸治，中塩雅靭，河盛阿佐子(関学大 ・理)

11:30 2aB08 Mn除去系n酸化側におけるヒスチジン残基の光酸化
。小野高明，井上積直(理研・太陽光科学)

C会場遺伝子・窒素代謝

9:452aCOl ダイズ植物におけるウリカーゼ遺伝子の組織特異的発現

。伊藤秀記，田中耕二，田島茂行(香川大 ・農)

10:00 2aC02 ラン藻 T，幼峨smiumsp. NIBBI067株の窒禁固定酵素遺伝子 (nifH.D. K)の制限酵素地図による解析
Jonathan P. Zehr1• .大城香，藤田善彦(基生研・細胞生物ニューヨーク州立大・海洋研)

10:15 2aC03 ラン藻P財 'onemaωη'anumにおける Fe蛋白質遺伝子 (nifH.jnC)の欠損変異株の単離とその性質
。藤田祐一，高橋康弘，松原央(大阪大 ・理・生物)
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10:30 2aC04 

10:45 2aC05 

11:00 2aC06 

11:15 2aC07 

11:30 2aC08 

11:45 2aC09 

12:00 2aClO 

第 2日 3月29日(金) く午前の部〉

サツマイモ塊根におけるフェニノレアラニンアンモニアリアーゼの発現

田中喜之(農業生物資源研)

Pani，ωm miliaceumアスパラギン酸アミノ基転移酵素ーー--cDNA!Jローニングと窒素による発現制御

。谷口光隆，光部篤人，津木弘道，笹川英夫，長谷俊治，杉山達夫(名古屋大・農・農化)

トウモロコシ・グルタミ ン合成酵素，グノレタミン酸合成酵素遺伝子群の転写産物の叢積から見た発現解析

。柳原均，長谷俊治，杉山達夫(名古屋大・農・農化)

ハツカダイコン子葉における発現調節の異なる細胞質局在性グノレタミン合成酵素群の cDNAクローニング

。浜田和行，渡辺昭(名古屋大・農・生化学制御)

イネ・グルタミン合成酵素 GS1および GS2遺伝子のプロモーター活性の比較

.木崎暁子，坂本教I，田中園介l，竹葉剛2(京都大.!l.1京都府大・農化京都府大・生科)

イネの RFLP解析に関する研究(1)ゲノム DNAによる多型分析

。半沢幹朗，菊池彰，大場伸也菊池文雄内宮博文2(筑波大・生物筑波大・農林北海道

大・理・生物)

イネの RFLP解析に関する研究(ll)cDNAクローンによる RFLP分析とその特徴

.菊池彰，半沢幹朗，大場伸也菊池文雄木藤新一郎2，加藤教之2，内宮博文2 (筑波大・生物，
l筑波大・農林北海道大・理・生物)

D会場微生物・植物相互作用

9:45 2aDOl 

10:00 2aD02 

10:15 2aD03 

10:30 2aD04 

10:45 2aD05 

11:00 2aD06 

11:15 2aD07 

11:30 2aD08 

Subtractive Hybridizationによるダイズ根粒からの nod叫泊遺伝子の cDNAクロ ーニング

.河内宏，畑信吾(農業生物資源研)

溶原性プァージによる根粒菌感染機能の変動

。内海俊樹，東四郎，阿部美紀子(鹿児島大・理・生物)

P捌必monas抑 ngaeの非病原性遺伝子 AvrlA:lにより生産されるダイズの抵抗性遺伝子に対応した特異的
エリシターの性質と部分精製
。
111崎信二.S. Mid1and1• J. S泊施1N. Keen1 (農水省・生物研.lUniv. cal丘.Riverside) 

リポキシゲナーゼの遺伝子発現を伴う新たな病害主主抗性制御機構

影友良，白野由美子，。柴田大輔(三井業際植物パイオ研)

イネの細胞膜上でのいもち病抵抗性遺伝子産物の探索の試み

。宮本勝，児玉治，赤塚安巴.111崎信二1(茨波大 .!l化農水省・生物研)

トランスポゾン (Tn5ト標識化による Agrobacteriumtumefaciensの病原性に関与する外膜タ ンパクとその遺

伝子の同定

菱熊玩，。小島峰雄(名古屋大.!l・生化学術j御)

線状 dsDNAをゲノムとするクロレラウィルス (Saijovirus)のゲノム解析及び感染特性

山田隆(広大・醸酵)

ベラ ドンナ培養根と放線菌 (M仰 rdiopsisSp.) との相互作用による赤色色素の生成様式
。野末雅之，清水圭祐，清水量，高山真策1(信州大・理・生物.1PCCテクノロジー・筑波研)

E会場炭素代謝

9:45 2aEOl ホウレンソウ RuBisCOが示す贋歴現象への RuBisCOactivaseの影響

。辻本君原孝，横田明穂(大阪府大・農)

10:00 2aE02 ホウレンソウ RuBisCOに対するモノクローナル抗体の作成とその特性

。横田明穂，久延蕪l，渡海寛，重岡成小崎俊司(大阪府大.!l.1近畿大・農)

10:15 2aE03 ホウレンソウ RuBisCO活性調節部位への種々の績リン酸の結合親和性について

。東岡雅也，横田明穂(大阪府大.!l) 

10:30 2aE04 ホウレンソウ RuBisCOへの RuBP構造アナログの影密
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第2日 3月29日(金)

。横田明穂，泉川達也(大阪府大・農)

10:45 2aE05 高等植物型 RuBisCOのラン藻における発現

。和田正悟，和田野晃，横田明穂，飯野道夫，小林総和1(大阪府立大・農・農化名古屋大.RI 

く午前の部〉

センター)

11:00 2aE06 代謝中間体によるカルピンサイクルの調節

。岩波俊男，和田野晃，横田明穂，平橋智裕，姫野道夫(大阪府立大....化)

11:15 2aE07 重水素化クロレラの炭素代謝とその調節

。榛業繁紀，植村照美，海野けい子，岡田昌二(静岡県大・薬)

11:30 2aE08 イネのエイにおける C.型炭素代謝の駆動

今泉信之l，石原邦人。鮫島宗明(農水省・生物研東京農工大連合大学院)

11:45 2aE09 H+または Na+ジャンプによる業肉細胞葉縁体のヒ・ノレピン酸酸輸送の促進一一イネ科 C.種聞の比較

。大酋純一，青木直大，金井龍二(矯玉大 ・理・生化)

12:00 2aEI0 !Jラミドモナスにおける高 CO2要求性を示さないホスホグリコール酸ホスファターゼ活性欠損変異株

.鈴木健策，L. F. Marek1， M. H. Spalding1，猪川倫好 (筑波大・生物， 1Jowa State Univ. ) 

F会場光生物学(1)

9:45 2aFOl フィトクロムによるそエジマシダ胞子の第一回核分裂の誘導と青色光による抑制j

。古谷雅樹，神野美佐緒，岡本晴子(理研・フロンティア)

10:00 2aF02 イネ I型フィトクロム遺伝子を導入したタパコにおけるフィトクロムによる下座輸の伸長と緑化の調節

。長谷あきら，西沢直子1，Steve A. Kay2， Maria Deak2， Nam・HaiChua2，古谷雅樹(理研-

FRP，I東京大....化， 2Rockefeller Univ.) 

10:15 2aF03 酵母で発現させたエンドウフィト クロム Iアポ蛋白質へのクロモフォアの導入

。宮沢健一， Li1y Deforce1，伊藤直子， P. S. Song1，古谷雅樹(理研.FRP， lNebraska Univ.) 

10:30 2aF04 大腸菌で発現させたE型フィトクロム遺伝子 (phyB)の産物に対する単クローン性抗体の作製

。長谷あきら， Enrique Lopez，富沢健一， Steve A. Kayl， Reiner Kem1， Maria Deak1， Nam・Hai

Chua1，古谷雅樹(理研.FRP， lRockefeller Univ.) 

10:45 2aF05 The lh mutant of cucumber lacks a type II phytochrome protein (PhyB) and shows an extreme shade 

avoidance reaction. 

'EnriqueLopez， Akira Nagatani. Richard E. Kendrick1， Marten Koomneef1， Jan Wesselius1， 
.Masaki Furuya (FRP， RlKEN， lAgric叫凶ra1U凶v.，Wageningen) 

11:00 2aF06 Approaches to identifying and isolating phytochrome-binding proteins. 

Partis M. D.， 'Thomas， Brian (Horticu1ture Research Intemationa1， UK) 

11: 15 2aF07 Phytochrome regt血tionin Pinusμlustris 

Si1verthome Jane (Univ. Calif.， Santa Cruz， USA) 

11:30 2aF08 Structure and expression of the p，加seolω 叩 19arisrbcS genes. 

'Jenkins G. I.， Sawbridge T. I.， Knight M. R.， Urwin N. A. R.， Lopez E. (Univ. G1asgow， 

UK) 

11 :45 2aF09 Developmenta1 gradients and photoregu1ation of amy1ases in developing monocot leaves. 

Vally K. J. M.， Datta R.， 'Sharma R. P. (Univ. Hyderabad， India) 

12:00 2aF1O Light-induced increase in inositol triphosphate in cotyledons of Pharbitis nil. 

。LumsdenP.J.， P. R. L. Bonner， S. L. Prior， A. H. Hetherrington (Department of Applied 

Biology， Lancashire Polytechnic， Facu1ty of Science， UK) 

12:15 2aF11 The phytochrome-mediated dephosphory1ation of the phosphoproteins in oat cell. 

Park Moon-Hwan， 'Quae Chae (Chungbuk Nationa1 Univ.， Kor回)

向。
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第2日 3月29日(金)

G会場植物ホルモン(1)

く午前の部〉 く午後の部〉

9:45 2aGOl ナガイモの内生ジベレリン

10:00 2alω2 

10:15 2a'ω3 

10:30 2aG04 

10:45 2aG05 

11:00 2aG06 

11:15 2alω7 

11:30 2aG08 

11:45 2aG09 

。丹野憲昭，横田孝雄l，阿部守，岡上伸雄2(山形大・理帝京大東北大)

エンドウ恨のジベレリン誘導成長における細胞壁と細胞浸透圧の変化

谷本英一(名古屋市立大・教養)

エンドウ上陸輸の成長とイ ンベノレタ ーゼ活性に対するジベレ リンの影響

。宮本健助，上回純一，桃谷好英，神坂盛一郎1(大阪府大・総合科学大阪市立大・理・生物)

ジベレリン生合成阻害剤を用いたαーアミラーゼの誘導の抑制j

。光永伸一郎，林誠，赤沢完，山口淳二(名古屋大'.'生化学制御)

アラピドプシスを用いた発芽制御機構の解析

。南原英司，赤沢発， Peter McCourt (名古屋大・農・生化学制御)

細胞壁における媛性発現と植物ホノレモンの関与

佐藤竹哉勝見允行(国際基督教大・生物)

ゼニゴケの細胞増殖に関与するプロテインキナーゼ (PKぉe) とその細胞内基質

。金勝一樹，道家建二郎，大槻健蔵1(北豆大・教養・生物， l~t星大・衛生・生物科学)

タパョ緑業からの可溶性サイトカイニン結合蛋白質の単離とその佐賀(]I)

。桃谷英樹，辻英夫(京都大・理・植生研)

キュウリ・プラスチドの 5ーアミノレプリン酸合成に関与する tRNAgluの精製とその性質

。増田建，小峰由皇子井口八郎1，C， G， K担 n釦 g紅'a2，辻英夫(京都大・植生研京都大・生

物物理臼r1sbergLab" Denmark) 

第2日 3月29日(金) く午後の部〉

A会場植物ホルモン (ll)

低幹仕立クワ (Mornsalba)の枝の頂芽切除による側芽の発芽・伸長と不定節間脱離

鈴木健夫(京都工繊大・繊維)

13:30 2pA02 ヤェベニシダレおよびヤマザクラにおける頂芽優勢

.中村輝子，福地佳子，早乙女真紀，越徳以，橋和丘陽岩崎文雄2，石井幸夫3 (日女大島津.

2筑波大・農林森林総研)

13:45 2pA03 ジャスミン酸およびそのメチルエステルの離層形成促進作用

。上回純一，宮本健助，桃谷好英，加藤次郎1(大阪府大・総合科学岡山理大・理)

14:00 2pA04 アプシジン酸類縁体に対するモノクローン抗体

o ~tJII 良:親， 日諸啓子，山本浩I，折谷隆之1 (秋田康短大・生工研東北大・農・農化)

14:15 2pA05 低温吸水によるコムギ種子医のアプシジン酸感受性低下とmRNAの変化

。JII上直人，川端ちさと，野田和彦 (横浜市立大・木原生研)

高等植物に対するノレヌラリン酸の作用

。吉)11博道，土井恵子，金田一秀(九州共立大・工)

14:30 2pA07 Effects of phenolic substances釦 dtheir interactions with ABA on seed gennination and seedling growth of 

lettuce. 

。Hai-HangLi， Masafumi Inoue， Hiroyt虫iNishimura組 dJunya Mizutani (新役術事業団)

アカパンカピの分生子発芽阻害物質の分離

。1中津由紀子，中村輝子(日本女子大・生物)

14:45 2pA09 ブラシノステロイドの代謝と活性化

。横田孝雄，鈴木啓之高橋信孝藤岡正三桜井成2 (帝京大・理工東京大'.化理研)

15:00 2pAI0 イネの出液中サイトカイニンとその出穂後の変化一一品種日本晴とアケノホシの比較一一

。副島洋，杉山民ニヘ石原邦(東京農工大・農明治大・農)
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第2日 3月29日(金) く午後の部〉

15:15 2pAll タパコサイトカイニン結合蛋白質の精製

。三井真一，杉浦昌弘(名古屋大・遺伝子実験施設)

B会場光化学系1I (1I) 

13:30 2pB01 

13:45 2pB02 

14:00 2pB03 

14:15 2pB04 

14:30 2pB05 

14:45 2pB06 

15:00 2pB07 

15:15 2pB08 

15:30 2pB09 

酸性処理による異常 S2生成の S-state依存性

。沈重量仁，小野高明，井上積直(理研・太陽光科学)

乾燥状態における光化学系n膜のS状態遷移
。111本邦男，浅田浩二(京都大・食研)

クロマツ光化学系E復合体の酸素発生能獲得に伴う生化学的変化

。篠原健司，小野高明l，井上頼直1(農水省 ・蘇林総研理研・太陽光科学)

光合成酸素発生光活性化の量子収率一一電子受容体の効果

.徳富光恵，井上頼直(理研・太陽光科学)

トウヒ葉緑体における光化学系Eの還元側の光活性化

.与志平尚，小林善親，奥達雄(九州大・農・林学)

トリス処理グラナの酸素発生系での Mn-前処理による Mnの再結合について

。山下貌，蝦名真澄(筑波大・生物)

表在性 33kDa蛋白は Cyt.b559およびpsb1産物と架橋する

。痩並勲，太田幸子，三橋智，池内昌彦l，加藤栄2(東理大・理理研東京大)

3 種の表在性蛋白を固定化した酸素発生標品の NaC1~尿素処理の影響

。榎並勲，北村宣人，清水威智郎，加藤栄1(東理大・理東京大)

藍色細菌 SynecJu.均IStisPCC6803の光化学系E活性に対するベタインの添加効果

。林秀則， M. Mamedov，和田元，村田紀夫(基生研)

D会場 プロテアーゼ・情報伝達

13:30 2pD01 オオムギ・エチオプラストから可溶化したプロテアーゼによるクロロフィルータンパク質の分解

。本田忠紀，伊藤寿，田中歩，辻英夫(京都大・理・植生研)

13:45 2pD02 メロン ・セリ ンプロテアーゼの生合成と蓄積

。山形裕士，山内靖雄，大酋達司l，岩崎照雄(神戸大..化現・サントリー中研)

14:00 2pD03 ホウレンソウ録業中におけるプロテアソームの精製とその性質

。尾崎昌彦，佐藤隆英，小倉長雄，中川弘毅(千葉大・園芸・農芸化学)

14:15 2pD04 エンドウ葉緑体エンドベプチダーゼの精製と抗体作製

14:30 2pD05 

14:45 2pD06 

15:00 2pD07 

15:15 2pD08 

15:30 2pD09 

15:45 2pDlO 

16:00 2pDl1 

。清田誠一郎，坂野勝啓(農水省・生物研)

光化学系E反応中心サフ・ュニヅトD-1蛋白質の成熟化に関与する酵素の同定と性質

。藤田修嗣，佐藤公行(岡山大・理)

チラコイド膜結合プロリノレエンドベプチダーゼのキャラクタリゼーション

.桑原朋彦，鈴木恒平(東邦大・理・生物分子)

アラスカエンドウにおける光信号伝達の分子機構

。蓮沼仰嗣， W. R. Briggs1 (倹浜市立大・木原生研カーネギー研，植物)

アカパンカピの ATP~TP 結合蛋白質に関する生化学的また局在性に関する解析

蓮沼仰嗣(横浜市立大・木原生研)

イネ筒管液中のタンパク質のリン酸化に関する光条件の影響

。中村進一，林浩昭，茅野充男(東京大・農)

品maliel/atertiolectaのカノレ γウム依存性プロテインキナーゼ

.湯浅高志、武藤尚志(東京大・応徽研)

ラン藻ス ヒ"レリナにおける cAMPの生理的意義
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第2日 3月29日(金) く午後の部〉

大森和子，。大森正之1(昭和女子大・生活科学東京大・海洋研)

E会場炭酸輸送・光合成活性

13:30 2pEOl Chlorella regularisの溶存無機炭素利用機構の特徴

13:45 2pE03 

14:00 2pE04 

14:15 2pE05 

14:30 2pE06 

14:45 2pE07 

15:00 2pE08 

15:15 2pE09 

15:30 2pElO 

佐藤朗白岩善博(新潟大・理・生物)

Chlorella ellitso仙沼C-27のcellcycleにおける光合成の無機炭素への親和性とカルボニックア ンヒドラーゼ

活性の変化

。奈良真弓，広川豊康1(新潟大 ・自然科学研究科新潟大・理・生物)

シアノパクテリア Synec1u統制ssp.配 C7942の無機炭素固定に関与する遺伝子 icfA-遺伝子破療による

解析

.鈴木英治，小向豊福沢秀哉2(茨城大・理・生物埼玉大・理・生化東京大・応徴研)

Synec1u町'stisPCC6803の無機炭酸輸送における ndhB遺伝子の役割

小川晃男(理研・太陽光科学)

イネの業の老化に対する光の効果

.岡田克彦，加藤栄(東京大・理・植物)

イネ業の老化過程における光強度が光合成能力に及ぼす影響

。日出問純，牧野周，前忠彦，小島邦彦(東北大....化)

黄色亀の尾の光合成特性一一帯に RubisCOのinvivo活性につL、て一一

。日出問純，牧野周，前忠彦，小島邦彦(東北大・農・農化)

コムギ第一葉における RuBisCO・LSU分解物様ポリベプチドの免疫学的検出

。鈴木正人，前忠彦，牧野周，小島邦彦(東北大....化)

C3型主要作物における窒素栄養に対する光合成特性の違い

。牧野周，坂下普志，日出間純，前忠彦，小島邦彦(東北大・農 ..化)

リン酸欠乏ストレスのトウモロコシに及ぼす影響について 1. 葉内リン酸，生長，光合成と光合成産物の

分配について

.臼田秀明，下河原浩介(帝京大・医)

F会場オルガネラ

13:30 2pFOl 

13:45 2pF02 

14:00 2pF03 

14:15 2pF04 

14:30 2pF05 

14:45 2pF06 

15:00 2pF07 

15:15 2pF08 

業縁体ゲノムの比較

。島田浩章，杉浦昌弘1(三井植物パイオ研名古屋大・遺伝子)

暗所埼養フタパネゼニゴケ細胞における葉緑体DNAのメチル化について

。滝尾進，佐藤佳男，佐藤敏生(広島大・理・纏物)

タパコ培養細胞におけるプロプラスチド DNAの復製
。武田穣，贋川秀夫人長田敏行2(名古屋大...生化学制御上智大・生命研東京大・理)

ミカヅキモの葉緑体分裂

箸本春樹(東京大・教養・生物)

高等植物のミトコンドリア核DNA合成は分裂組織の特定部位でおこる

。黒岩常祥..江誠，河野重行，黒岩晴子1(東京大・理・植物上智大 ・生命研)

単細胞真核紅藻 Cyanidiumω幼 riumRK-l型からの細胞核， ミトコンドリア，葉緑体DNAの単離
。太田にじ，河野重行，長島秀行黒岩常祥(東京大・理・植物東京理科大・理工)

原色素体および葉緑体から単離した色素体核の遺伝子発現制御機構の解析

.酒井教，河野重行，長田敏行，黒岩常祥(東京大・理・植物)

ユーグレナ細胞の業縁体形成過程における LHCPII蛋自分子の動態

。長船哲斎，角図修次，江原友子，長谷栄二1.Jerome A. Schぼ2(東医大・微生物帝京大・医，

2プランダイス大 ・光生物)
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第2日 3月29日(金) く午後の部〉 第3日 3月30日(土) 〈午前の部〉

15:30 2pF09 ユーグレナ細胞の業縁体形成過程における RuBisCO蛋自分子の局在性:モノクロナール抗体による免疫電

顕観察

。江原友子，長船哲斎，久延薫I，渡海寛Z，横田明穂Z，長谷栄二，3 (東医大・微生物近後大・農，

Z大阪府大・農帝京大・医)

15:45 2pF10 Eug，初ωの緑化過程におけるプラスチド蛋白質合成速度の変化

。椎名隆，福田功.:f豊島喜則(広島大・総合科学)

G会場ストレス (ll)

13:30 2pG01 ホウレンソウ緑業に及ぼす亜硫酸，硫酸の影響

。奥田晃典，太田英二1(慶大・理工・物質科学慶大・理工・計測)

13:45 2pG02 光・低温処理はキュウリチラコイド膜を uncoup1eする
。寺島一郎，圃池公毅，河津維，加藤栄(東京大・理)

14:00 2pG03 ヤエナリ培養細胞の増殖周期に伴う耐冷性の変化

14:15 2pG04 

14:30 2pG05 

14:45 2pG06 

15:00 2pG07 

15:15 2pG08 

15:30 2pG09 

15:45 2pG10 

16:00 2pGll 

16:15 2pG12 

。八反図書評子，吉田静夫(北海道大・低温研)

植物細胞のホメオスタシスと環境ストレス 1. 低温ストレスによる細胞内 pHの変化

吉田静夫(北海道大・低温研)

低温によるコクズ幼根細胞内 pHの変化一---31pNMRによる測定

。小川知子，太田英二(慶大・理工・計測)

lH-NMR緩和時間でモニターしたヤエナリ脹輸での冷温及び高温ストレスへの特異的初期応答とタンパク

合成

。井上真理，賀来章締(九州大・教養・生物)

クロレラの耐凍性獲得に伴う蛋白質合成の変化

溝田泰達，城斗宏、夫，。吉元誠，波多野昌二(九州大・農 ・食化工)

重水素の同位体効果によるクロレラの細胞膜機成脂質および細胞内微細構造の変化

。安藤一郎，小池千恵子，海野けい子，岡田昌二，波田野昌二1(静岡県大・薬九大.!l) 
クロレラ細胞の熱ショック応答における重水素の影響

。海野けL、子，荻野敦子，岡田昌二(静岡県大・薬)

イネ科横物に対する重金属の影響

'井上雅裕，遠山鴻，城尾昌範，村山徹郎(愛媛大・理・生物)

イネ水中芽生えの酸素適応過程におけるスーパーオキシドジスムターゼ・アイソザイムの消長

。丑丸敬史，石田教弘l，小川健一人柴袋三根夫九浅田浩二4，辻英夫(京都大・ 理・植生研京

都大・農・農京都大・農・林工岡山大・資生研京都大・食研)

ホウレンソウ根の活性酸素妨御系物質

田中浄l，。佐野朋子，布陣剛l，菅原淳1(東邦大・理国立環境研・生物)

第3日 3月30日(土) く午前の部〉

A会場脂質・生体膜

9:00 3aA01 種子の脂質蓄積に及ぼす光の影響

。稲永醇二，西直子(鹿児島大.!l) 

水ストレスによる緑業の膜脂質代謝変化

。榊剛，田中浄，菅原淳(国立環境研)

9:15 3aA03 クリプトモナスにおけるベタイン脂質の存在とその代謝

佐藤直樹(東京大・理・植物)

9:30 3aA04 アズキ培養細胞のスフィンゴ脂質の代謝
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9:45 3aA05 

10:00 3aA06 

10:15 3aA07 

10:30 ぬA08

10:45 3aA09 

11:00 3aAI0 

11:15 3aA11 

11:30 3aA12 

11:45 3aA13 

12:00 3aA14 

第3日 3月30日(土) 〈午前の部〉

。小島道之，西国生郎l，村田紀夫I，大西正男，伊藤精亮(帯畜大・生物資源化学基生研)

タラミドモナスの脂質代謝異常変異株の単調量

.佐藤典裕，都筑幹夫1，JII日昭彦(東京大・教養東京大・応徴研)

形質転換によるラン藻A1Ul0'S'的nidu/ansR2-SPcの低温耐性能の獲得
。和田元， Z. Gombos，村田紀夫 (基生研)

シロイヌナズナのグリセロールー3ーりン酸アシルトランスフエラーゼの cDNAの解析

。西田生郎，田坂恭嗣，白石英秋，村田紀夫(基生研)

アシルベアシルキャリアプロテイン)ハイドロラーゼの精製

。今井博之I，西国生郎1.2，村田紀夫1.2 (1総研大・生命科学基生研)

原形質膜のプロトン輸送におけるリン脂質の分子種の影響

.笠毛邦弘，山酋弘恭(農水省・食総研)

塩ストレス状態のモヤシマメ幼根における原形質膜および液胞膜プロトンポンプの活性化

・中村善行，笠毛邦弘l，太田英二，坂田亮2(慶大・理工・計測，1.水省・食総研，2杏林大・医学)

植物培養細胞の液胞膜ピロリン酸依存性プロトン輸送と極ストレス

.中草津和幸，笠毛邦弘1(農水省・生物研・細胞生還農水省・食総研・分子情報解析)

イネ復原形質膜からの N03-及び Cl-紛送体の再構成について

.原田久富美，脇内成昭l，末吉邦人王子善清2(神戸大・自然科学神戸大・共同研究センター，

2神戸大・..農化)

CAM植物業の液胞膜のリンゴ酸輸送に関与する2種類のイオンチャンネルの生理的意義

。岩崎郁子，荒田博行，楠見健介，木島博正l，酋村光雄(九州大・理・生物名古屋大・理・物

理)

葉緑体共役因子 (CF1) のATPase素反応の解析

。久堀徹，吉田賢右l，望月桂2(横浜市大・文理・生物東工大・生命理学横浜市大・文理・化

学)

12:15 3aA15 ユリのミトコンドリア ATPaseについて

。関谷次郎，厚東良和，小川貴代，伊藤文，多団幹郎(岡山大・農・生物資源)

12:30 3aA16 Heterosi伊 aakωhiwoの細胞膜結合， N03-誘導性 26kDタンパク質の特性
・三橋敏，宮城布明，佐藤忍，藤伊正(筑波大・生物)

B会場細菌光化学系・電子伝達系

9:00 3aBOl 緑色光合成細菌における反応中心活性の測定系の再構築
.村井忠司，川端繁樹(富山県立大・工)

9:15 3aB02 光合成細菌光反応ユニットのシート形成の試み

.原正之，三宅淳，浅田泰男(通産省・徴工研・エネノレギ一変換)

9:30 3aB03 緑色イオウ細菌 Ch伽'Obiumlimico/aにおける反応中心結合型チトクロムcの光酸化と再還元

。奥村信巌，嶋田敬三，松浦克美(都立大・理・生物)

9:45 3aB04 好気性光合成細菌Roseo伽 terdeni.加ificansにおけるカロテノイドの嫌気条件下での光還元
.原島圭二，高市真_1 (八千代国際大日本医大・生物)

10:00 3aB05 R，ル1dobacterdeni加ificans(E;η，throba雌rsp. Och114)のトリメチルアミン N-オキシド呼吸に関与する電子伝

違系

。荒田博行，清水実，高官建一郎(九州大・理)

10:15 3aB06 Synec，加倒閣Ssp. PCC7002のP7舶の酸化還元

。米華玲，遠藤剛，浅田浩二(京都大・食研)

10:30 3aB07 光適応した S戸IeC.加の宿泊PCC6714における光化学系反応中心の Chla'とPheoa量による定量

。前回広幸，村上明男1，小林正美人渡辺正，藤田善彦1(東京大・生研基生研・細胞生物筑

波大・物質工学)

10:45 3aB08 チトクロム bd複合体をめぐる電子伝達の温度依存性一一-s川ech的 IStisPCC6714の場合
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11:00 3aB09 

11:15 3aBI0 

ー 11:30 3aB11 

11:45 3aB12 

12:00 3aB13 

12:15 3aB14 

第3日 3月30日(土) く午前の部〉

。村上明男， .買天育1. 藤田善彦(基生研・細胞生物中国科学院・植物研)

チトクロム bd複合体の電子伝達と PSIアセンブリの関係一一Synech明 IStisPCC6714の場合

村上明男，・藤田善彦(基生研・細胞生物)

生業での光化学系Iへの電子供与プールサイズの光照射による増加

。浅田浩二， U. Schreiber1， U. Heber1 (京都大・食研， lU:凶v.W色rzburg)

KCNによる業縁体酸素光吸収の促進

.遠藤剛， U. Schreiber1， C. Neubauer1，浅田浩二(京都大・食研， lUniV. Wurzburg) 

7 レイミド化合物によるチラコイド膜からの H+放出阻害

.山崎秀雄，岡山繁樹西村光雄(九州大・理九州大・教養)

ゼンマイ胞子の発芽時における葉緑体の光化学的性質

。井上弘，太田桂子，回村典明(富山大・理・生物)

マングロープチラコイド膜における光化学活性

.池原規勝，嘉数修，山城尚美，新川百合子， Goh Chang Hyo (琉球大・理・生物)

D会場窒素代謝

9:00 3aDOl イネ・アスパラギン酸キナーゼの多様性一一リジン及びスレオエン阻害型アイソザイム

.清田誠一郎，家野勝啓(農水省・生物研)

9:15 3aD02 Spirulina plate附isのシステイン合成欝素
中村勝人(岐阜大・教養)

9:30 3aD03 イネ矯養細胞の NADH依存性グルタミン酸合成酵素の精製

。早川俊彦，山谷知行，小島邦彦(東北大・農)

9:45 3aD04 水稲葉の老化にともなう窒素転流とグルタミン合成酵素 (GS)一一第13業身の先端から基部における GSの

挙動一一

。蒲地一成，山谷知行，前忠彦，小島邦彦(東北大.A)
lO:OO 3aD05 ダイズ登熟時の種皮，子葉におけるグルタミン酸代謝関連酵素群の量的変動

。増田亮一，蒲地一成人早川俊彦I，山谷知行1. 小島邦彦1(農水省・食品総合研東北大・農)

lO:15 3aD06 ホウレンソウ録業中に存在する同化型破費量還元酵素不活性化因子の性質

吉村倫彰奥尾勝彦，佐藤隆美，小倉長雄，中川弘毅(千葉大・園芸・農芸化学)

11:30 3aD07 ラン藻 TricJu.成smiumsp. NIBBI067株の窒素固定活性発現の制御

。大成香， Jonathan P. Zehr1，藤田善彦(基生研・細胞生物ニューヨーク州立大・海洋研)

E会場花成・生殖・オーキシン

9:00 3aEOl ノルエピネフリンから作られるLemnaの花成誘導物質

。貝原純子，線本教，篠崎真輝(京都大・農・応用植物)

9:15 3aE02 ノルエビネフリンに由来する花成誘導物質の特性

。灘本教，貝原純子，篠崎真輝(京都大・農・応用植物)

9:30 3aE03 アオウキクサ151系統の花成誘導

。中山義雄，田中修，山本哲郎，尾崎朋奈，竹業剛1(甲南大・理・生物京府大・生科)

9:45 3aE04 アオウキクサ花成誘導ポリベプチド cDNAの単離

。木戸毅，木崎暁子I，田中修2，葛西善三郎，竹葉剛3(近後大.A化京都大・康生甲南大・
生京都府大・生科)

10:00 3aE05 Lemnaにおけるピベコリン酸の花芽誘導活性

。藤岡昭三，桜井成(理化学研)

lO:15 3aE06 アスパラガスの花成誘導とフェニルプロパノイド代謝に対するカーパメイト誘導体の影讐

。篠崎真輝，吉田和市，岩村仮，原高峰，谷屋文章1(京都大・農・応構京都大・農.A化)
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第3日 3月30日(土) く午前の部〉

10:30 3aE07 アミノオキシ酢酸関連化合物の花芽形成抑制j

。天笠正，水貝宗治，小川正巳(三共(株)農業研)

10:45 3aE08 ニンニクの稔性に関する研究 1. ウイルスフリー化の効果

。大住千栄子，久保田かおる，林隆久I，小島昭夫人日向康吉2，衛藤威臣3(味の索中研京大・

木研東北大・農鹿児島大・農)

11:00 3aE09 タラミドモナスの接合直後に発現される遺伝子群の cDNA?ローエング

。内田英伸，佐藤直樹，河野重行，中村宗ーに黒岩常祥(東京大・理・植物琉球大・教養・生

物)

11:15 3aEI0 ミカヅキモの有性生殖過程の解析一一生理活性鰭タンパタ質の作用発現に関わる諸要因

。関本弘之，藤伊正(筑波大・生物科学)

11:30 3aE11 トウモロコシの根の伸長における IAAとABAの作用と根冠の役割

.鈴木隆，田畑広志(山形大・教育)

11:45 3aE12 ユニコナゾール存在下でGA.IAAが伸長成長のパラメーターに与える効果の比較検討

・岡本朱根，勝見允行人岡本尚(名古屋大・理・生物国際基督大・生物)

インドールアセトアミドの定量法と果実形成におけるその変動

。JII口正代司，庄野邦彦(東京大・教養・基礎科)
12:00 3aE14 トウモロコシ子葉鞠インドールアセトアルデヒド敵化酵素によるトリプトファンからの IAA合成

小柴共ー(都立大・理・生物)

F会場オルガネラ・タンパク輸送

9:00 3aFOl 

9:15 3aF02 

9:30 3aF‘03 

9:45 3aF04 

10:00 3aF05 

10:15 3aF06 

10:30 3aF07 

10:45 3aF08 

11:00 3aF09 

11:15 3aFI0 

11:30 3aFll 

11:45 3aF12 

酵母における自食作用 (Autophagy)の発見

。大隅良典，馬場美鈴竹重一彦(東京大・教養・生物工学院大・電気工学)

醇母における自食作用誘導条件とその生理的役割

。竹重一彦，馬場美鈴I，大隅良典(東京大・教養・生物工学院大・電気工学)

イネ稽養細胞におけるコりレジ体糖タンパク質の検出

。木村信l，渋谷奈津子，橋本憲明，三ツ井敏明，伊賀上郁夫(新潟大・農化新潟大・自然科学)

アントシアニン高生産性サツマイモ培養細胞からの液胞の単離と液胞内タンパク質の解析

。野末雅之，久保治義，保谷彰彦，安田斉(信州大・理・生物)

4ナツマイモ培養細胞におけるタロロゲン酸生合成の細胞内局在性

。加重喜朗，野末雅之(信州大・理・生物〉

スポラミン前駆体プロベプチドの機能の解析

。松岡健，椋本藤夫，中村研三(名古屋大・農・生化)

プロテインボディタンパク質の輸送におけるデンスベシタルの役割

。西村L、くこl，井上香織1.2，西村幹夫1 (1基生研・細胞生物神戸大・理)

カボチヤ子業細胞内の検送小胞(デンスベシタル)の解析

。井上香織1.2，西村幹夫人西村いくこ 1 (1基生研・細胞生物神戸大・理・生物)

Enzymes of the glyoxy1ate cycle泊 senescingpumpkin cotyledons. 

。L.De Bellisl， M. Nishimura (Nat. Inst. Basic Biology， Okazaki， lUniV. Pisa， Ita1y) 

カボチャグリオキシゾーム酵素リンゴ酸シンターゼは動物細胞のパーオキシゾームに紛送される

。西村幹夫，森仁志，横田貞記I，三木清2，北川泰雄2，赤沢尭2(基生研山梨医大名古屋大-

A) 
発芽ヒマ種子における非特異性脂質転移タンパク質のマイクロボディーへの細胞内輸送

。坪井滋，槻木竜二人西村幹夫1，山田晃弘(東京大・教養基生研・細胞生物)

カボチャ・ミトコンドリア・シャベロニン60のcDNA?ローユングとその構造解析

。槻木竜二1.3，森仁志2，西村幹夫1，3 (1基生研・細飽生物制御機構総合研究大学院・生命科

学)

12:00 3aF13 チラコイド内腔に局在する蛋白質の輸送機作
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第3日 3月30日(土) く午前の部〉 く午後の部〉

。小西智一，渡辺昭(名古屋大・農・生化学制御)

G会場光生物学(1I)

9:00 3aGo1 フィトクロム二量体分子内の発色団配向モデル

9:15 3aGo2 

9:30 3aGo3 

9:45 3aGo4 

10:00 3aGo5 

10:15 3aGo6 

10:30 3aGo7 

。待、富哲，三室守(基生研)

エンドウ121kDaフィトクロムの分子表面の PrとPfrにおける疎水性，チャージ等の差異について

。中海美紀，吉田裕二，真鍋勝司(横浜市大・生物)

トランスジェニック纏物におけるエンドウフィトクロム 1.GUS融合遺伝子の発現制御

。山下博史，米国好文，内藤哲，佐藤直樹1(東京大・遺伝子東京大・理・植物)

赤色光で誘導されるカラタサホウライシダ幼業の光屈性

。清ひろ子，和田正三(都立大・理・生物)

醇類ケヘチマゴケ原糸体 (stageof primary ch1oronema)の光屈性反応に及ぼす偏光の影響

。江口享，岡野聡，坂本顕久(山口大・理・生物)

西洋わさび毛状根からの不定芽形成に対する光の効果

。驚藤力，鎌田博，原田宏，渡辺正勝1(筑波大・生物基生研)

ハツカダイコンの代謝活性に及ぼす UV-Aの促進作用

。手塚修文，山口文子，安藤由香(名古屋大.A・園芸)
10:45 3aω8 近繁外線によるショックタンパタの合成

柴田均馬場克也，落合英夫(島根大・農・生物機能学)

11:00 3aG09 エソドウから見出された UVB吸収物質

。鶴見誠二，高木敏宏l，橋本徹1(神戸大・自然科学神戸大・理)

11:15 3aG10 長波長紫外光による品川aromyasceretぬ帥細胞膜の機能損傷

多団幹虫色。荒見真一郎，板谷安佐子，波多野正，関谷次郎(岡山大・農)

11:30 3aG11 青色光によるへキソース取り込み阻害に対するカルシウム効果

神谷明男(帝京大・薬・化学)

第3日 3月30日(土) 〈午後の部〉

B会場光合成色素系

13:30 3pB01 

13:45 3pB02 

14:00 3pB03 

14:15 3pB04 

14:30 3pB05 

14:45 3pB06 

15:00 3pB07 

メタノール資化性・好気性光合成細菌のカロテノイド酸の構造と性質

。高市真一，斉藤智西村行正(日本医大・生物東京理大・応用生物)

海洋性・好気性光合成細菌Eηthro枇御伽仰の硫酸エステノレをもっ新カロテノイドについて
.高市真一，石津純一，嶋田敏三1(日本医大・生物都立大・理・生物)

Alexandrium tamarenseのベリジニンークロロフィル蛋白中でのベリジニンのコンフィギュレーション

。栗本宣孝，橋本秀樹，小山泰，山野由美子実智子小松まり伊藤允好l，島村敏夫2，緒方

武比古三室守4(関学大・理神戸女子薬大日東技術情報センター，3北里大・水産，4基生研)

パクテリオクロロフィルa三重項励起状態の共鳴ラマンスベクトル一一配位状態の影響一一

.西海栄一，小山泰(関西学院大・理)

緑色硫黄細菌のクロロソームと再構成色素集合体における酸化・還元状態による蛍光強度変化

。庚田雅光，松浦克美，嶋田敬三(都立大・理・生物)

ヘキサノール処理クロロソームにおける励起エネルギー移動と色素分子閑相互作用

。松浦克美，嶋田敬三，山崎巌l，西村賢宜I，三室守2(都立大・理・生物北海道大・工・合化，

2基生研)

Ultra weak light， delayed light emission andde1ayed fl.uorescenωfrom ch1oroplasts (emission spectra) 

OE. Hideg1， R. Q. Scott1，小林正樹I，稲場文男1 2 (1新技術事業団生物フォトン東北大・電
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第3日 3月30日(土)

気通信研)

く午後の部〉

15:15 3pB08 アンテナー反応中心相互作用.緑色植物におけるその概念の展開

三室守(基生研)

15:30 3pB09 好熱性フィコシアニンの構造解析

。平野昌彦，島津恒夫， 111口謙，小沢均，谷村隆次l，加藤栄2(東レ・リサーチセンター東レ・

基礎研東京大・理・植物)

15:45 3pB1.0 褐藻Eぬmゆusの色素蛋白質

。田中歩，加藤哲也1(京都大・理・槌生研京都大・理・植物)

16:00 3pBll 光合成における集光性クロロフィルタンパク質の役割一一イネクロロフィルb突然変異株による解析一一

。小林善親，山本晃市，与志平尚，奥達雄(九州大..・林学)

C会場光合成機能発現 (ll)

13:00 3pC01 アラピドプシスにおけるメタロチオネイン様遺伝子のクローニング

13:15 3pC02 

13:30 3pC03 

13:45 3pC04 

14:00 3pC05 

14:15 3pC06 

14:30 3pC07 

14:45 3pC08 

15:00 3pC09 

15:15 3pC10 

15:30 3pC11 

15:45 3pC12 

.高橋啓史郎， 111嶋一郎，茅野充男(東京大・農)

クラミドモナス炭酸脱水酵素の発現一一アイソザイム (CAH2遺伝子産物)の同定
.福海秀哉，立木光，宮地重遠1(東京大・応徽研海洋バイオ研)

マツ rbcS遺伝子プロモーターによる GUS遺伝子の光に依存しない恒常的発現

.山本直樹，広瀬咲子I，小島克己2(森林総研東北大・理東京大..) 

タパコ葉緑体リボヌタレオプロティンをコードする核遺伝子

。叶蘭珍，李育炭，杉田護，杉浦昌弘(名古屋大・遺伝子実験施設)

トウモロコシ PPDK遺伝子の発現調節領繊

。松岡信，沼沢達夫1(農水省・生物研日本ゼオン)

C3植物における PPDK遺伝子について

.今泉信之，鮫島宗明石原邦，松岡信1(東京農工大農水省・生物研)

トウモロコシC.光合成遺伝子の転写活性の窒素による制御
。鈴木石根， Claude Cretin1， James N. Bume1F，松岡信3，杉山達夫(名古屋大..・農化

CNRS， Orsay， 2Bond U凶V.，3農水省・生物資源研)

パーティクルガンを用いた PEPカルボキシラーゼ遺伝子の転写調節領繊の解析

。沼沢達夫，村上(嘉納)ゆり子I，松岡信2(日本ゼオン農水省・果樹試農水省・生物研)

Regulation of expression of PEP.carboxy1ase and carbonic anhydrase by nitrogen泊 detachedmaize 1eaf 

OBamb叩 gSugih訂ω，JN. Burne11l， T. Sugiyama (Nagoya UniV.， lBond UniV.) 
業縁体未知遺伝子と相同性をもっ大腸菌 dedB遺伝子に関する研究

。永野幸生，村井宣彦，松野隆一，佐々木幸子(京都大・農・食品工学)

光合成細菌 (R.rubrum)の 50Kbプラスミドについて

。長谷篤，横村英一l，小笠原豊2，中村運2(大阪市環科研奈良女子大・理甲南大・理)

光合成細菌Rル幼ゆirillumrubrumのプラスミド pKY1上の DNAinvertaseについて

。井手口隆司，金福換，胡澄，西瀬弘I，山下仁平角野冨三郎(大阪大・蛋白研甲子園大大

阪大・ RIセンタ ー)

E会場植物ホルモン (m)

13:30 3pE01 ニンジンクラウンゴールにおけるアミノ酸結合型 IAA生成の制御に関する研究

。佐々木和生，鎌田博，原因宏(筑波大・生物科学)

13:45 3pE02 2，4Dの除去及び再添加によるニチニチソウ同調培養系において発現する cDNAの単離

。大西直人，駒嶺穆(東北大・理・生物)

14:00 3pE03 タパコ par(protoplasts auxin-regt血ted)遺伝子の器官特異的発現およびその制御領域の解析
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第3日 s月30日(土) 〈午後の部〉
。丹羽康夫，高橋陽介町田泰則(名古屋大・理・生物東京大・理・植物)

14:15 3pE04 新しL、a皿 inregulated gene parBの構造と機能

。高橋陽介，長田敏行(東京大・理)

14:30 3pE05 微量b トリプトファン量の測定法とその植物体への応用

14:45 3pE06 

15:00 3pE07 

15:15 3pE08 

15:30 3pE09 

15:45 3pEI0 

16:00 3pEll 

。鶴崎健一，桜井直樹，倉石普(広島大・総科)

カゼクサ種子の休眠制御とアミノ酸代謝一ーエチレンと熱処理の影響

。鈴木章方，高崎淳一，佐藤智英(山梨大・教育・生物)

ニホンナシ果実のエチレン生合成に関与するカルシウム，カノレモジュリンの役割

。田中敬一，木村秀樹.Nagin Lallu1 (農水省・果樹試ニュージーランド DSIR)

傷害誘導エチレン生成と傷害エチレンの酵素誘導に対する関与

.兵藤宏，田中邦明，鈴木達也(静岡大・農・生物生産)

トマト ACC合成酵素のcDNAのクローニング
.森仁志，今関英雅(基生研)

カボチャオーキシン誘導ACC合成酵素のcDNA!1ローニング
.中川直樹，山崎健一，今関英雅(名古屋大.a.生化学制御)

エチレンによって誘導される酸性キチナーゼと塩基性パーオキシダーゼのcDNAの構造とその発現
.石毛都治，森仁志山崎健一，今関英雅(名古屋大・農・生化学制御基生研・情報制御)
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座 長 表

日 時 講演番号 座 長 日 時 講演番号 座 長

1aB 01-04 槍山哲夫 2 a E 07-10 横田明穂
1 a B 05-08 池上 勇 午 2aF 01-04 徳富 哲

1 a B 09-12 池内昌彦 2 a F 05-08 真鍋勝司
1 a C 01-03 福淳秀哉 2 a F 09-11 長谷あきら
1 a C 04-06 駒嶺 穆 2 a G 01-03 勝見允行

午 1 a C 07-09 岩淵雅樹 3 ii¥リ- 2 a G 04-06 中村輝子
1 a D 01-04 石倉成行 2 a G 07-09 谷本英一

1 a D 05-07 斉藤和美 2 p A 01-04 横回孝雄

1 a D 08-10 中村保典 月 2 p A 05-08 上回純一
1 a E 01-04 高倍 Bg ~羊 2pA 09-11 神坂盛一郎
1 a E 05-08 高宮健一郎

午
2 p B 01-05 榎並 勲

1 a E 09-13 小川晃男 29 2 p B 06-09 徳富光恵
3 1 a F 01-04 増田 清 2 p D 01-04 蓮沼仰嗣

前 1 a F 05-07 作田正明 2 p D 05-08 回 中 歩

1 aF 08-11 太田喜元 日 2 p D 09-11 山形裕士

1 a F 12-14 平井篤志 2 p E 01-04 臼 田秀明
月 1 a G 01-04 和田正三 2 p E 05-10 鮫島宗明

1 a G 05-09 増 回芳雄 幽 2 p F 01-04 黒岩常祥

1 a G 10-13 岡本 尚
後
2 p F 05-07 武田 穣

1 p C 01-05 茅野充男 2 p F 08-10 長田敏行

28 1 p C 06-10 中村研 三 2 p G 01-04 賀来章輔

1 p C 11-14 壷井基夫 2 p G 05-08 吉田静夫

1 p C 15-19 山本直樹 2 p G 09-12 波多野昌 一

1 p D 01-04 佐藤敏生 3 a A 01-04 川口昭彦樹
日
午
1 p D 05-08 新勝 光 3 a A 05-08 佐藤直

1 pD 09-13 和田敬四郎 3 a A 09-12 榊 問。

1 p D 14-17 福森義宏 3aA 13-16 笠毛邦弘
1 p E 01-04 福田裕穂

午
3 a B 01-05 伊藤 繁

(村 1 p E 05-09 下 回 親 3 a B 06-09 西村光雄
1 p E 10-13 内宮博文 3 a B 10-14 山下 貌

1 p E 14-16 鎌田 博 3 3 a D 01-04 藤田善彦
1 p F 01-03 水野孝 一 3 a D 05-07 坂野勝啓

1 p F 04-06 峰 雪 芳 宣 3 a E 01-04 倉石 三目E 

1 p F 07-09 柴岡弘郎 3 a E 05-07 寺本 隆久

1 p F 10-13 藤伊 正 月 3 a E 08-10 篠崎 真 輝
後
1 p F 14-17 松原 央 3 a E 11-14 瀧本 敦

1 pG 01-03 緒方惟昭 3 a F 01-03 長船啓斎

1 p G 04-07 上坪英治 30 
前
3 a F 04-06 西村幹夫

1 p G 08-10 大川 和秋 3 a F 07-10 赤沢 手量

1 p G 11-13 武藤尚宏、 3aF 11-13 野末雅之
1 p c; 14-16 山本昭平 日 3 a G 01-04 橋本 徹

2 a A 01-04 大橋祐子 3 a G 05-08 多国幹郎

2 a A 05-07 篠崎一雄 3 a G 09-11 柴田 I勾
3 午 2 a A 08-10 高部鉄子 3 pB 01-04 林 秀則

2 a B 01-04 加藤 栄 ttl 3 p B 05-08 河森阿佐子
月

2 a B 05-08 皇室 島 喜 則
午
3 p B 09-11 三 室 守

29 2 a C 01-04 杉山達夫 3 p C 01-05 佐々木幸 子
2 a C 05-07 竹葉 同U 3 p C 06-09 宇多 国 護

日 2 a C 08-10 回 島茂行 3 p C 10-12 松岡 信

幽 前 2 a D 01-05 小島峰雄 後
3 p E 01-04 桜井 直 樹

2 a D 06-08 Jlj 崎信 二 3 p E 05-08 今関英雅

2aE 01-06 金井竜二 3 p E 09-11 兵藤 宏

an宅内。



日本植物生理学会1991年度年会の開催にあたり，多くの企業，研究所等から広告，器機展示，

寄付等のご協力を頂きました。ここにお名前を掲載させて頂きます。(順不同)

和光純薬工業株式会社

宝酒造株式会社

株式会社 サカタのタネ

中西印刷j株式会社

カルチャーホテル

川西医科器機株式会社

アロカ株式会社

タイテック株式会社

株式会社秀潤社

フナコシ株式会社

株式会社資生堂研究所

コスモ・バイオ株式会社

ヤクルト薬品工業株式会社

三共株式会社

生化学工業株式会社

株式会社ニコン

ベックマン株式会社

株式会社 日科機

アプライドバイオシステムズジャパン株式会社

オリンパス光学工業株式会社
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旭光通商株式会社

株式会社 ピーシーシーテクノ ロジー

株式会社豊鏡書館

高塚薬品株式会社

岡山理化器械庖

浜松ホトニクス株式会社

ノマーガモンフρレス・ジャノfン

ワードスター・ジャパン株式会社

株式会社朝倉書庖

北輿化学工業株式会社

新青山株式会社

大塚電子株式会社

塩野義製薬株式会社油日ラボラトリーズ

目立冷熱株式会社

株式会社 トミー精工

キャソン販売株式会社

カールツアイス株式会社

株式会社ニュートリノ

ビューローホソヤ
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Plenary Lecture ( 1 ) 

MOLECULAR LIGHT SWITCHES FOR PLANT GENES 

Nam-Hai Chua， Philip Gilmartin， Kazuyuki Hiratsuka， and Xiao-Dong Wu 

Laboratory of Plant Molecular Biology， 

The Rockefeller University， 

U.S.A. 

The regulation of gene expression by light underlies many important developmental processes 

in plants. Our laboratory has chosen the pea rbcS-3A as a paradigm to investigate the molecular 

mechanisms of the light-response and its signal transduction pathway. Extensive cis-element 

analysis of transgenic plants revealed that the 5' upstream region of rbcS-3A contains multiple 

light-responsive elements ( LREs ). One such element， located between -166 and -50， can confer 

Iight-responsive expression upon the homologous promoter， as well as heterologous promoters ( 3-

5S and nos ). Moreover， transcription of -166 rbcS-3A in transgenic etiolated seedlings is induced 

by red Iight and suppressed by far-red light， indicating that it contains a phytochrome responsive 

element. 

The-166 to -50 region contains two conserved sequences， boxes n and皿thatserve as binding 

sites for the nuc1ear factor GT-l. Analysis of site-specific mutants of pea rbcS-3A promoter 

demonstrated that GT -1 binding in vitro is correlated with light-responsive expression of the rbcS 

promot巴rin transgenic plant. Indeed， a synthetic tetramer of box n (ー152TGTGTGGTTAATA-

TG-138 ) inserted upstream of the -90 CaMV 35S promoter is sufficient to confer light-responsive 

transcription in chloroplast-containing cells of transgenic plants. The expression is correlated with 

the ability of box n to bind GT -1 in vitro. Our data shows that the binding site for GT-l is 

likely to be a part of the molecular light-switch for rbcS activation 

By screening cDNA expression libraries，. we have isolated cDNA c10nes encoding tobacco and 
J 

Arabidopsis GT-l. Comparative gel shift experiments using box n and its mutant derivatives as 

discriminating probes， demonstrated that the nuclear GT-l and the recombinant GT-l have the 

same binding specificity. Nuc1eotide sequence analysis showed that the proteins contain a basic 

region abutting a presumptive helix-loop-helix ( HLH ) motif. A truncated protein containing only 

these two domains was competent competent in box n 'binding. The mRNA encoding GT-l is 

present in light-grown. as well as dark-adapted leaf tissues. This is consistent with the finding 

that GT -1 activity is detected in both tissues. Binding of GT -1 to box U is sensitive to 

phosphatase-treatment， suggesting that GT-l phosphorylation precedes DNA-binding and is a 

potential regulatory step. 
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Pleriary Lecture ( n ) 

THE ROLE OF PLASMODESMAT A IN INTERCELLULAR TRANSPORT IN 

PLANTS 

William J. Lucas 

Departmetn of Botany 

University of California Davis， U.S.A. 

Plasmodesmata are complex plasma membrane-Iined pores that form cytoplasmic bridges 

between neighboring plant cells. The diameter of this pore is in the range of 60 nm: The central 

region of the pore is occupied by the desmotubule ( or axial component ). Current models of the 

desmotubule suggest that although this structure is continuous with the endoplasmic reticulum of 

the neighboring cells， it may not， under normal physiological conditions， have an associated 

lumen， but rather it may exist as a lipidic cylinder. 1n this situation， cytoplasmic continuity would 

occur through the cytoplasmic annulus， or sleeve， that is located between the plasma membrane 

and the desmotubule ( approximate width of 8-15 nm). The limits on the size of molecules that 

can pass through this cytoplasmic sleeve are on the order of 800 daltons. 1t is presently thought 

that these limits are established by a special c1ass of plasmodesmatal proteins， whose spatial 

distribution， along the length of the cytoplasmic sleeve， results in the formation of numerous 

“micro-channels" ( diameters of approx. 3 nm ) that function as molecular sieves. Molecular 

traffick through this cytoplasmic sleeve appears to occur by simple diffusion and thus， in a 

physiological sense， this route constitutes the rate Iimiting step within the symplasmic pathway 

The fine structure， development and dynamics of plasmodesmata will be presented to provide 

the framework for a discussion of their roles in intercellular transport of metabolites， for 

biochemical coupling， and cell-to-cell communication， as it relates to the orchestration of plant 

developmental 

1t has long been known that plant viruses move through plasmodesmata during systemic 

infection目 Thisvirus-plasmodesmata interaction will b巴 presentedas an ideal system for the 

molecular characterization of plasmodesmata. Recent studies in our laboratory have established 

that transgenic tobacco plants， expressing a 30-KDa TMV protein， have plasmodesmata in which 

the molecular size exc1usion Iimits are greatly increased above those found in normal plants. 

Developmental and dynamic aspects of plasmodesmata-TMV movement protein interaction， as 

well as the limits imposed on photosynthesis by the symplasmic pathway， have been explored 

using a range of TMV 30-kDa MP expressing plants. This system will be discussed in terms of 

probing physiological and developmental a 
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laA-l 、舟寿彦衰 Cこ実寸す一る言言害事本直雫勿匂〉

t底お~/f主主税艶牢膏

真山 滋志 (神戸大・農・植病)

非宿主抵抗性と特異的抵抗性 :植物病原菌は感染できる宿主植物が限られており、

それぞれ固有の植物種に寄生力を発揮し、病原体となる。多くの植物は感染を許さ

ない(非宿主抵抗性)。また、特定の病原菌が植物に寄生できても、栽培植物には

育種によって抵抗性遺伝子が導入され、多くの品種が存在し、病原菌にも変異によっ

て多くのレースが出現する。その結果、植物品種と病原菌レース問では特定の組み

合わせで特異的抵抗性が起こる。この品種特異的抵抗性は、植物の抵抗性遺伝子と

それに特異的に反応する病原菌の非病原性遺伝子との相補的な作用により起こるこ

とが明らかにされている(遺伝子対遺伝子説)。

受動的抵抗性と誘導抵抗性 :植物の抵抗性発現には、病原菌の侵入前に植物にす

でに備わった細胞壁の物理的性質や先在性抗菌物質による受動的抵抗性と、侵入後

に植物体に誘導される誘導抵抗性がある。誘導抵抗性には病原体の侵入点での細胞

壁のリグニン化やパピラ形成、侵入細胞やその隣接細胞での先在性抗菌物質の増加、

不活性化合物の抗菌化および新たに生成誘導されるファイトアレキシン蓄積などが

ある。

誘導抵抗性と過敏感反応:誘導抵抗性は非宿主抵抗性および品種特異的抵抗性の

いずれでも起こるが、特に後者の場合には重要視されている。一般に誘導抵抗性が

起こる場合、病原菌の侵入を受ける宿主細胞では過敏感反応といわれる急激な細胞

反応が起こる。すなわち、侵入を受ける細胞では、細胞内頼粒の激しい流動が侵入

点方向に向かつて起こり、侵入直下に滞留する。しばらくして原形質流動が停止し、

最終的に細胞全体が崩壊する。抵抗性が弱いか擢病性の場合は、過敏感反応はその

程度が弱く、かっ遅れる。さび病などの絶対的寄生菌の完全な親和性の場合は過敏

感反応は起こらない。この急激な宿主細胞のストレス反応の過程で二次代謝活性が

増高し、ファイトアレキシンが生成蓄積するか、抗菌性の過酸化脂質等が生成する。

このような感染部位に局在した誘導抵抗の他、原因不明ながら感染により全身的に

抵抗性が誘導される場合がある。

抵抗性誘導の認識機構:過敏感反応やファイトアレキシン生産を伴う特異的抵抗

性発現は病原体と植物細胞閣の認識反応に基づくものであり、特異的抵抗性遺伝子

は実は抵抗性を始動する認識物質を規定する遺伝子と考えられる。病原体にファイ

トアレキシン生成を始動する認識物質(エリシター)の存在が想定されて以来、多

くのエリシターや、また、逆に抵抗性発現を抑制するサプレッサーも見出されてい

る。現在、抵抗性発現に至る、認識、情報伝達、遺伝子発現の調節機構の解明が試

みられている。
n
g
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laA-2 宿主特異的型車習慣に依存する病原胞子の感染機栂

甲元啓介 (鳥取大. . .生物資源科学)

近年、病原菌の侵入事前行動や感染初期に起こる寄生者・感受体聞の信号悶子

の使交・伝達過程の小に、病原性の~現機櫛や宿主決定機 1脅を求めようとする仮授

が注目されている.この作業仮説に具体性を与えたのが宿主特異的あるいは宿主選

択的脅紫(以下、 H S Tと略す)である. H S Tは病原閣の宿主となる特定の継物

細あ る いは品種だりに作 111する探索である.今 M、明確に HS T生産蘭として知ら

れている椴物病原聞は Alternaria. HelminthospnriuM理事 1 4例に澄している. H S 

T依存の植物感染の m闘は、 1)病原胞子 Ja:Jf. 時のシグナル H S Tの鍛出、 2)宿
Joに U (Eする I軍楽史容体によ る 11 S T f青憾の選択的認識、:3)次いで宿主細胞内へ

の情報伝途による病原蘭受特化{本側の E育成、と想定されている.

これまでに判明した HS Tの大部分は、微量物質の単向E妓術、構造分析機構の

急速な進歩によって、相次いで構造が 191らかとな っ た.いずれも 10-"-10-11モ

ルという低濃度で、しかも高度の選択毒性を事古河する.きわめて興隙深いととは、

ナシ黙斑病菌の A K 噂索、イチゴ黒斑病薗の A F薄紫、及びタンゼリン brown spot 

病問の^C T様棄がその構造中に ω ー エボキシ ー デカトリエン酸を共有し、且つ回

有の選択帯性で各病原閣の宿主純聞を代弁することである.発芽時に数出される H

S T Iま発芽胞子当たり pg-f gに途する.活性 ー 精進相関研究とともに、 H S T生合

成機俄と病原性遺伝子の|渇係を分 F遭伝 字 的に l明確にする こ とが緊要である.

H S Tの発見当初から、感受性植物側 4こ H S T を織lJI/する因子(毒素受容体)

の存在が想定されていたが、その直銭的目正明はなかった.しかし、ここ数年、米国

において、この分野の研究が急進燥した . トウモロコ シ ごま集結薗病レース?の H

MT判事紫の受軍事休は T型細胞慣雄性不総系統の ミ トコ ン ドリアに特異的に生成され

る 1 ~i K Dペプ担イドであるとの報告がなされ、エンパク Victoria blight病菌の

H V滋素(victorin) 受答体は感受性エ ン バクに存在する 1 0 0 K D蛋白質である

と示峻された.

H S Tの鄭一次作用 点、は細胞帳、業縁体、ミトコンドリアと毒素の鍾類によっ

てゆ1ら か仁異な る が 、 病瑚 学 的には感染場面で宿 主 般物の病原箇受容化という 共 通

した作用を果たしている " その作用過程を化学的修飾剤、阻害専剤、光などの各組人

ゐ処理によって解倒的解析した給巣、 1)たとい H S Tの作用点は異なっていても

その作 m過程には宿主細胞膜の槻能障害が誘起 さ れること、 2) H S Tによる箇
受容化には、宿主細胞の致死は不必要で、細胞膜の織能障害が重要であることを示

した.

病原胞子は H S T以外に、組物の抵抗反応を誘導する物質(inducer)も発芽液

中に般的している.しかし、 induccr による紙抗性殉現には少なくとも 4 - 6時間

を要する .一 方、 H S T作用は殆ど瞬時に示される . 例えば、 A K毒素と inducer 

を問時にナシ楽に処理すると、抵抗反応の発現はみられず、薗の感染が訴発された

. したがって、 H S T の役割は宿主低Dt反応の発現停止.にあり、そのようないわば

麻酔状態下の宿主組織に薗は侵入し、感質量が成立するものと考えられる.

IlST認識から薗受容化に至る分子機構の解明が今後の重要恕題である.
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laA-3 指菩B衰琶富による布直物'0全底告主性
CD侍リ者町

白石友紀・山田哲治・奥 八郎 (岡山大学農学部)

植物も、これを侵そうとする微生物に対して自身を守る機織を備えている.一つ

には先在的な保護組織や抗菌性成分の存在などの静的抵抗性といわれる性質であり、

もう一つは微生物の攻寧を受けた際に発現される動的な抵抗機構である。抵抗性の

主体は後者にあるものと考えられており微生物の行動やその生産物に反応した宿主

が物理的・化学的な障壁を構築した結果、微生物の侵入・定着・発病の過程が抑止

されるものと推定できる。植物に抵抗性を誘導する物質はInducerあるいはElicitor 

(以下E)と呼ばれている。 1970年代になって、Eによって誘導される抵抗反応を抑制

する物質(Suppressor、以下S)の検索がなされ、それ以降8種の病原糸状菌より発見

された。Sの活性は、 Eで処理された摘物におけるファイトアレキシン(PA)や感染阻

害物質生産の抑制、過敏感細胞死の阻害、また非病原園にたいする感染誘導能など

で調べることができる。以下に、著者らがエンドウー褐蚊病菌 (1ycosphaerella 

旦盟主豆)の系を用いて行った研究を紹介する.

褐蚊病菌は自然界では通常分生胞子で伝搬・感染する。そこで、胞子によるEとSの

生産の時期と量を調べた結果、病原菌といえども自らの宿主に作用するEを3時間後

には生産した。一方、Sは病原菌だけが宿主と接触した直後から生産することから、 S

の生産に特異性があることが判った。これらを精製したところ、Eは分子量約7万の

グルコース 6マンノースを含む多糖であり、またSは分子量6千以下の穂ペプチドであっ

た。Sはプロテイナーゼで失活する。

E処理藁に倹ける抵抗性の発現速度を生物検定により求めた結果、 Eの処理が接種

よりも 1時間先行すると掲紋病菌の感染は顕著に抑制される事が判明し、さらにE

によるこのような感襲阻害作用(未同定の感能阻害因子が生成される}は、あらかじ

めSを添加しておくと認められなくなった。エンドウの非病原聞にSを添加してマメ

科植物に援種すると、褐紋病菌の宿主であるエンドウなど数種の植物に感染できる

ようになった。この結果は、Sが褐紋病菌の宿主特異性決定因子であることを強く示

唆している。

次ぎに、エンドウのPAであるピサチンの蓄積に及ぼすEとSの作用を調べた結果、

Eの処理で 1時間以内にピサチン合成系の俸速酵素であるフェニルアラニンアンモ

ニアリアーゼ(PAL)やカルコン合成酵素遺伝子の活性化→2-3時間でPALの活性増加
→6-9時間でピサチンの蓄積が誘導されるが、 Sはこの一連の発現系を一時的に(3-6

時間)停止させる作用を有していることが判明した。この結果は、 Sが宿主特異的

毒素などの範暗には含まれない物質であることと、またEが非可逆的にエンドウに

認識されることを示唆している。

以上の様に、Sはエンドウの抵抗性発現を遅延し、感染を誘導する作用を持つが、S

の作用が発現するためにはまず宿主エンドウの原形質膜(PI)に於いて受容され膜機

能に何らかの変動を及ぼすことが必要であろう。そこで、エンドウ苗からPI画分を

調製しプロテインキナーゼとATPaseの活性に対するSの効果を調べた結果、前者は

影響されなかったが、後者は顕著に阻害されることが判明した。以上の結果から、Sは

刊におけるATPase(恐らく rポンプ)の作動を抑制することで細胞の機能を全面的
に低下させることが伺えた。この結果は、細胞化学的にinsi tuでも確かめられた。

このような事実からは、ある糸状薗は、特定の植物の異物認識から抵抗性発現に至

る過程あるいはそれらを支える栂本的な代謝系を抑止する能力を備えたことによっ

て、その植物の寄生菌として適応したものと考えることができるであろう。
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laA-4 布宣キ勿毘重芳第ヲ青 β衰匡菌C:Dオー一ーヰL シ
ン舌主F尾文とその千金害リ
岡山大学農学部・山田哲治、白石友紀、奥八郎、

植物の増生病、~~わゆる微生物の感染による植物のガン化機構には、根頭ガン腫
病菌(1.grobacleriua tu・efaciens)やオリープこぶ病菌 (pseudomonassyringae 
pv. s avastanoi)、などで共通する要因が多い。例えばアグロパクテリウムでは Ti、
オリーブこぶ病菌では plAA. pCYTと呼ばれるプラスミド上にオーキシンやサイト
カイニンを合成する遺伝子が存在し、感染によってこれらのホルモン合成遺伝子が

発現することにより、宿主植物内で正常に保たれていたホルモンパランスが崩れ、

感染局部細胞の異常増殖、即ち植物組織の腫痕化が起こると考えらている。

オリープこぶ病菌 (p. savastanoi)のオーキシン (IAA; インドール酢酸)合成
に関与する遺伝子には iaaMと iaaHが含まれ、前者はトリプトファンをインドー
ルアセトアミド{indole-3-acela圃ide. (IAM))に転換するトリプトファン・モノ
オキシゲナーゼを、また後者は IAIIをIAAに転換する IAM ヒドロゲナーゼをコー

ドする。両遺伝子は少なくとも一つのオベロンを形成し iaaオベロンとよばれて
いる。キョウチクトウ感染株では iaaオペロンはplAAと呼ばれるプラスミド上に
存在している。一方、根頭ガン腫病菌ではこれらの植物ホルモン合成遺伝子が Ti
プラスミド上の T-DNAと呼ばれる領域に存在する。オリーブこぶ病菌の iaaMに
対応する遺伝子 lms-l と iaaHに対応する遺伝子 hs-2は、それぞれ独立したシ

ストロンを形成しており、両遺伝子とも真核型遺伝子構造を持っている。

plAAプラスミドのキュアリング変異株 (p. savastano2009-3) は病原性を持

たないが、本変異株に RSFI0I0との共形質転換によって plAAプラスミドを復活
させた組換え体変異株(P. savastano 2009-3 (pIAA))はオーキシン合成ばかり

でなく病原性も復活する。 iaa遺伝子の発現が果して宿主植物の腫痕形成にとって
唯一の因子であるのかどうかという疑問に答えるため iaaオペロンを含む DNA断
片を広宿主範囲ベクター pRK415に挿入した組換えプラスミド、 pTEHOを p.

Savastano 2009-3に接合伝達し、キョウチクトウでの腫痕形成能をしらべたとこ
ろ腫錫は顕れなかった。 pRK系ベクターの安定性の問題は否めないが、この結果は
iaa遺伝子の発現以外になんらかの因子が腫癖形成に必要であると考えられる。
この仮説を更に裏付けるために pTEHOの iaaオベロンと hph (ハイグロマイ
シン・ホスホトランスフエラーゼ)遺伝子の融合オベロンを構築し (pTOM1)、 ア
グロパクテリウムの野生株(1..t u聞efaciens1.208) と pTi のキュアリング非病原

性変異株 LBA4301に接合伝達し、組換え体アグロパクテリウムをトマトに接種す
ることにより腫痕化への彰響の調べた。組換え体野生株 A208(pTOM1)では病原性
が増したが、 LBA430 1 (pTOM 1)は病原性を示さなかった。これらの結果は iaa遺伝
子の発現は腫痕形成を促進する働きを持つが、本遺伝子の発現のみが植物の腫痕形

成を誘導する唯一の因子ではないことを物語っている。

興味深い知見は、オリープこぶ病菌の iaaM遺伝子座に転移し、オーキシン生産
を調節する DNA可動因子の一種、 IS51 とオクトピン型根頭ガン腫病菌に含まれる
Ti プラスミド上の植物染色体上には転移されない Tc領域の一部に高い境基配
列相同性が見られ、更にこの相同性部位に隣接する上流側と下流側領域には、根頭

ガン腫病菌自身の ISエレメント、 IS66 と根禰菌、 Rhizobium1 egu冊inosarumの
ISエレメントと考えられる遺伝子と非常に高い相向性を示す。これらの事実は、腫
痕形成としての病原性遺伝子はそれぞれの ISエレメントを境界領域にもつトラ
ンスポーゾンとして病原菌閣を転移し、 DNAの再配列を繰り返してきた結果である
と予想される。

iaa遺伝子はまた、各種の植物病原菌や共生菌にも広く存在する。エンドウつる
枯細菌病 (P. pisi)や褐斑細菌病 (P.syringae) にはオリーブこぶ病菌の iaa
遺伝子とほぼ一致する遺伝子をも っており、モモ穿孔病菌 (X.mori)、フジこぶ病
菌 (E.milleliae)、毛根病細菌(1..rhizogenes)などの植物病原細菌にも iaaと
の相向性領域が確認されている。更に数穫の根癒菌でも iaaM遺伝子の存在が報告
されている。これらの植物病原細菌や共生細菌における iaa遺伝子の機能や役割
については明かではないが、 iaa遺伝子の発現は植物細胞との相互作用でなんらか
の重要な機能を果たしていると予想される。
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lpA-l 環境情報の応答とプロトンポンプ

笠毛 邦弘 (農水省・食総研)

生休刊は環境情報の受容及ぴ伝達という重要な働きがある。 とりわけ原形質膜

や Ill胞股に内在、するプロトンポンプは、それら情惚刺激にいち早く反応するため、

それら活性の変化は、生体腺の変化の一つの指標とみなされる。またプロトンポン

プは膜の内外にプロトンの勾配を形成することにより、穏やアミノ酸などの物質の

輸送ならびに細胞内の恒常性を維持する上で重要な働きをする酵素である。

本シンポジウムにおいては、 このような重要な機能を持つ種々のプロトンポン

プの現況を概説するとともに、我々が開発したプロテオリボゾームを用いての機能

の解析、 また生体験を構成しているりん脂質の分子種聞のプロトンポンプ活性なら

びにプロトン輸送の調節についてのベる。またこれらプロトンポンプは低温や梅ス

トレスに対しても敏感に反応する。最近植物においてもホスファチジルイノシト ー

ル脂質の分解系あるいはプロテインキナーゼ等によるカスケード制御の存在、次第

に明らかになりつつある。そこでこれらカスケード制御におけるプロトンポンプの

調節機構についても簡単に述べてみたい。
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lpA-2 環境情報の伝達と応符におげるカルシウムイオンの役例

武際尚志、 ~商身延、鎌閏芳彰 (東大・応微研)

織物は、光、温度、水分、栄養塩舎の様々な環漬i羽子の変動の下で、それに適応

し恒常性を維持しながら生活し、 また~!:長・分化を行っている。環境問子などの外

部環境は、腕上の受軍事休によって受符され、情報変検索子によってセカンドメ、yセ

ンジャーに変換されて絢胞内に伝達される。セカンドメッセンジャーの情報は、酵

素などの機能資自の修飾という形で生化学的な応答反応を引き起こす。機能蚤自の

修飾は、更に蛋白合成の誘導、遺伝子発現をもたらすと推測される。

柄物細胞はカルシウムイオン情報伝達系を榊 1iえする素子の全てを持っている。受

存体、受容体からの情報変換を ffうと想定される G蛋白、 [CaH ] I調節に関与

する Caチャネルおよび Caポンプと Ca二次愉送体、 1 P 3の生成系、 Ca受容

蛋白(カルモデュリン)、カルモデュリン依存性絡酵素、 Ca依存性プロテインキ

ナーゼ等である。これらは多数の異なった縞物材料から、その存在と緒佐賀が側々

に防lらかにされたもので、全てが ーつの細胞に存在するという証拠はない。最近、

孔辺細胞に ABAを与えると、 1 P 3の生成を介して [Ca2~] Iが上昇し、その結

果気孔が閉じるというシグナリングカスケードがKcAinshら、 Gilroy らにより明ら

かにされた σ カルシウムイオン'情報伝連系が遺伝子の活性化とどのように逮絡して

いるかについては、現在のところ全くわかっていない。
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lpA-3 継物におけ~環境応答と cAMP

大森正之 〈東京大学・海洋研〉

動物の環境応答繍檎における cAMPの作用機作に関しては、これまで非常に多

くの研究がなされ、 cAMPのセカンドメッセンジャーとしての重要性は十分に認識

されている。しかしながら植物の環境応答機構に cAMPが関与しているか否かにつ

いては明確な解答は得られていない。特に，陸上高等植物においては cAMPの存在そ

のものを疑問視する研究者も多い。何故動物と植物とでは cAMPを利用した環境応

m 答機機、情報伝達健機にこのような相違が見られFるのであろうか.

バクテリアでは、 cAMPは栄養環境の変化に対応した遺伝子発現の調節に関与

していることが知られている。おなじ原核生物でも、光合成を行うラン穫では、

光や p Hなどの外部環境の変化に対応した早い細胞内 cAMP濃度の変化が見られ、

cAMPが外部環績の変化に対する短時間の代謝応答に関与している可能性が推定さ

れている。緑言葉においては、 cAMPが光合成活性に影響を与える可能性が論じられ

ており、またクラミドモナスなどでは、有性生殖過程に cAMPが重要な役割を演じ

ていると報告されている。ユーグレナでは cAMPの細胞内変化が生物時計的意味を

持っとの説も提出されている。我々は最近、褐藻遊走子には cAMPのみならず cGMP

も含まれていることを見いだした。これらの事実は、藻頼において cAMPjJ1環境応

答に軍要な働きを持つことを示唆している。 ff穎における cAMPの生理作用の研究

は陸上高等植物における環境応答機構の本質を知る上でも重要である。

F
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lpA-4 iK il.:による細胞質の機性化と 1民温 1・符

官nJ r.，火 {北大・低温研〉

，~績や彊車!! ~停の 1氏 t也に生育する植物の多< t;t低 i:に敏感で 0-10'Cの 1氏濯を
与えると細胞は著しい傷害を受ける. その原因を 1草る為、 東側アジア原理Eのヤヱナ

リ (Vigna radiata L.)を用いて研究を行っている. ヤヱナリ実生の o'Cにおけ

る低温傷害の過程は、 約 3 0 時間までの可逆的な初則l段階とそれ以降の不可逆的な

民階とに明確に区別され~. 初期段階では織々な生理活性 fJ1可逆的に阻害され忍.

この微な生理反応は、 細胞が低温和l微を受容することによって引き起こされる初期

応答反応と見ることが出来る. その後の解析によって、 f夜胞肢に総合している 2 纏

矧のプロトン輸送除型軽の線能が低温で強〈仰制される事と、 11・-̂ TPaseが念、速に失

i5世る事が明かとなり、 液胞肢が低温に対して最も敏感に反応する生休恨の 一 つで

あることが示された. ヤエナリの燃から E再導された液体 tg残細胞を用いて低温によ

る液抱腹生理鎗能の阻害と細胞質 p 11変化との関係を定員E的に調べたところ、 最も

低温に敏感な対数 1曹嫡初期の細胞では仮 m処理(0 'C )直後から細胞質 p H が低下
し始め、 数時間 後には細胞質の著しい陰性化が認められた. 以上の結果 t;t、 i/l胞が

.胞内 p Hの調節.鍵情に信銀関わっている事を示すとともに、 細胞傷害と液胞膜プ

ロトン鋪送繍絡の低温によ忍随容が密般に問巡していることを示すものと考えられ

る.

-46-



lpA-5 低温適応の分子生物学

豹1m 元、 村間 記夫 (鶏生研)

M物は、環境の変化をすばやく検知lし、 そのti'I織をもとにー迎の反応を自発的に引
き起こし、 それによって、不断に変化する環境においても常に向い1:J盟活性を保ちな

がら生存し続けることができる。多〈の環境因子の中で、温度(特に低温)は光、水

供給とともに、植物にとって特に重要な環境因子である。植物は環境温度の変化に対

して m々 の応答を示すが、 その中で最も顕著な応答は、低温 1<:曝されたときに起こる
膜脂質の脂肪酸の不飽和化である。 ζ の反応は、膜脂質の流動性の低下を繍償するた

めに起こる適応反応と考えられ、この不飽和化に関与している遺伝子の混度による発

現の調節機備を研究することによって、植物の低温適応の分子機構解明の糸口が見い

UJされるものと期待される。

相物における脂肪質量の不飽和化は、小胞体と葉緑体に存在する不飽和化醇棄によっ

て狙われ、 その代謝経路はいくつかの植物において既に明らかにされている。 しかし、

不飽和化の機構の詳細は不明で、不飽和化酵素の実体もわかっていない。最近、我々

は倒物における脂紡酸の不飽和化を研究する上で有用はモデル系であるラン羨から、

不飽和化活性を欠損した変異株を分穣し、 その相捕を指標にして不飽和化酵素遺伝子

をクローニングすることに成功した。本講演では、 ぞれらの遺伝子の構造および低温

適応における機能についての分子生物学的な解析について紹介する。

n
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lpB-l 光エネルギ一変換系

加藤 栄 (東大・理・植物}

縞物の光合成反応が、 最初に文献に記被されてから 200年以上経つが、 その

反応I! m が明らかとなったのは最近の与 O~ 聞のことである. 当初は光合成反応系

金休がプラックボックスで、 光照射という原因と、 C 02固定または 02発生という

結果の解析という生理学的研究が主滅であった. H i 1 1による 02発生を行なう業緑

休の分自Eと葉緑体チトクロームの発見は、 このプラ、yクボックスを解き明かすのに

成功した最初の生化学的研究である. 続いて光リン酸化反応、 NA D P.の光還元反

応が見いだされ、 また種々の中間電子伝途休が発見された. 一方、 生物物理学的手

法により、 ・invivo での反応の解析が進み、 特に光合成細菌において鍛初に光化字

反応中心の概念が確立した. これが最近の反応中心複合体の結晶栂遣の解明につな

がり、 光ヱネルギー変換縫摘の理解に大いに貢献した. さらに近年は、 分子生物学

的手法の導入によって、 エネルギ一変換反応の研究は、 タンパク質分子のレベル、

さらには織成アミノ畿のレベルで進展してきている. ここでは、 各時代でのブラッ

クボックスと、 その解明、 そしてその結果新しく殺定されるブラックボックスにつ

いて述べる.
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lpB-2 環境と光合成

藤間 善彦 (基生研・細胞生物)

植物が生活している場の多様な環境は、 光合成の効率に様々な形で影響を与え

ている. これに対して、 光合成系は、 光エネルギ一変換から有機物合成の過程に至

るまで、 環境に対応した調節能カを持ちその効率を維持している. ここでは、 その

研究の歩みを光環境との対応に注目した研究の展開について私なりに眺めてみたい.

陽業・陰業と言う言葉から感じられるように、 光環境と光合成の対応は、 ずい分長

い間むしろ生態学的な記述の世界にとどまっていた. しかし 1950年噴までの生理

学的研究の展開、 それに平行しながら、 またその後更に急速に進められた生化学的

研究の展開から光合成機構、 そして機能因子の概要が明らかになると、 その記述も

より生理学的色彩を帯ぴ、 調節と言う概念が強く前面に出るようになった. 光捕壇

色素系から光化学系へのエネルギ一分配の調節はその一つの例である. チラコイド

の機能分子の実態が更に明らかになるにつれ、 現象のより分子レベルへの記述が可

能となり、 光化学系の量比の調節、 アンテナ量の調節の姿が今日論識されている.

しかし、未だ記述の域を超える状態とは言えない.遺伝子発現にはじまる機能分子

の形成機構の解析が急速に進んでいる. 今後は、 その一環としてその制御のしくみ

を解く研究展開へと変化することでより理解を深めて行くものであろう.
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lpB-3 光合成C-代謝

-50 Vears from serkelcy Lo Nagoya-

赤沢発 名古属大学農学部

(1) 20世紀の光合成Cイt謝研究は、 Bcrkclcyク'ループによるc-阿佐元素利用(11 C， 
1 "C) Iこはじまった (Ruben/Kamen)。やがてそれが光合成 CO2 -固定粍路 (senson-

Calvinザイクル〉の発見へと開花したのまたその後今日にいたるまで賎盛をきわめ

ることに絞った Rublscologyの源涜もこの時期にさかのぼるのである (Calvin / 

Horecker)。高等柄物細胞内で光合成反応を担う構造体ークロロプラストーに関す

る研究も serkeleyにおいて開始されたといってよい(光燐様化反応の発見 -ArnonL

(2) RuRisCO についていえば、 oxygenase の発見とそれが党:呼吸に果たす役割を含

めて、詳細な反応機構の解明がなされた (Lorime~/Ogren)o x-線回祈淡による
RuBisCO の立体情巡の解明は大きい landmarkといわねばならなu(sranden)o

(3) 光合成CO2 ・ i胡定反応は縞物細胞、組織、側体における C(N)ー同化産物の輸送

、移動、分配機備と密般に結びついている。クロロプラストがミトコンドリアと同

じく内、外 2重艇に包まれていることは電顕的に確かめられていたが、それらを単

離し、その性質、構造が生化学的に詳しく解明されたことは、光合成の細胞生物学

研究の進歩の上で大きいステップと怠った (Douce/Keegstra)。また光合成 C -同化

Fit物の輸送に与る わハrioseP トランスロケターが内包膜に存在することが発見
されたことの意義もまことに大きい(lIeldt/Heber)。

(4)通常光合成最終魔物はデンプンであると考えてよい。このことは当然のことな

がら上記 (3).1ζ 記した物質の転減、つまり source-sinkの問題と関わる。そして、

source- プラスチド〈クロロプラスト〉が独立した完全な光合成 unit (̂ rnon I 

Walkcr) ではなく、 cytosol および sink プラスチド〈アミロプラスト)との

inLcraction， communication をJ5・え怠ければ絞らえ五いことを意味する。このこと

を熊的に示す例は。I!Hi6年 Gibbs/Kandler によって発見された録業に必ける JI;対

象 14C ラベリングという現象.である。これまで不聞に付されている ζ のテーマの謎

は・・・さて!
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lpB-4 光合成器官の形成

渡辺 昭 (名古屋大学・騰・生化学制御研究純設)

光合成をつかさどる細胞内の器官、すなわち葉緑体は、それ自身の持つ遺伝子と

細胞械に存在する遺伝子によって形作られ 、そのことが ζ のオルガネラをきわめて

興味深い研究対象としている。 1986if:に紫緑体 ONAの全構造が明らかにされ、ま

た、細胞械に存在する遺伝子宮干の情iきも次々と拘1られるようになった.これらの i宣

伝子の構造から推定されるタンパク質の ー寸欠構造の'情報は 、生化学的、物箆化学的

な方法による光合成の機能単位の構造の解析に大きく寄与し、光化学系や RuBisCO

の結晶解析の成功も相まって、復維な機能鍛伎の情造と機能の相関がつぶさに知1ら

れるようになった。そして、細胞核遺伝子の産物がどのようにしてこの二重の包膜

に包まれた構造体の中に到達するのか、また、慢綾な機能単位の構造にどのように

して組み込まれるのか、近年大きく進展した細胞生物学の重要な課題である.とれ

らの遺伝子は、その発現豊;がきわめて大きいこと、さらに光によって調節されてい

ることが知られ、その調節機備の研究は植物分子生物学のきわめて大きな分野を占

めている。二つの異なった場所に分かれた i宣伝子がどのように協調して発現するの

か、 iこれからの大きな問題を提供している。また 、 集縁体はその細胞の分化にした

がってさまさCまな機能を持ったプラ λチドに変化する。とのようなプラスチドの分

化がどのような遺伝子によって規定されるのかも、きわめて興味深い問題である。
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2pC-l 1n Pursuit of the Photoreceptor for Phototropism. 
IHnslow R. Briggs， Julie Palmer， Marku5 Porst， and Timothy W. Short 
Oepartment of Plant Biology， Carnegie 1nstitution of Washington 
Stanford， California， 94305， U. S. A. 

Illlle 1 ight induces a 'wide range of physiological responses in plants. Among thcse are 
phototropic curvature toward a uni1ateral light source and rapid inhibition of shoot 
elongation. We have been investigating a light-induced change in the phosphoryta.tion 
state of a large plasma membrane protein from pea cpicotyls (120 kO) and maize coleoptiles 
(116 kO). Photobiological studies lead us to hypothesize that this change lies early in 
the phototropic signal transdllction chain. We are able to induce a phosphorylation increasc 
in this protein by irradiating detergent-solubi1ized purified plasma membrane preparations 
prior to supplying radiolabelled ATI'. lIence the photoreceptor， kinase， and substrate 
proteins are al1 present in individllal detergent micel1es.ηle protein becomes 
phosphorylated at numerous serine residues on illumination. This phosphorylation increase 
leads to a change in mobility of the protein on SOS gels， but no change in its subcellular 
localization. A similar light reaction has been detected in membrane extracts from 
tobacco， Arabidopsis， tomato， and sunflower shoots. 附lenpea epicotyl sections or 
isolated mii1i"e "coleoptiles tips are pre-labelled with inorganic 'phosphate prior to membrane 
extraction， to allow thern to form endogenous labelled ATP， no label is detectable at 120 
or 116 kO， respectively， unless the tissue sections have been irradiated. lIence the 
reaction is detectab1e both.in vivo and in vitro. To date， it is not known whether 
this system involves one， two， or three or more po1ypeptides. Progress in biochemica1 
characterization of the kinase activity， elucidation of the photobiological and photo-
chemical properties of the solubilized system， and purification of the photoreceptor will 
be reported. 
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2pC-2 PHYTOCHROHE AND GEHE EXPRESSIOH 

PETER H. QUAll， PlAHT GEHE EXP. CTR.， UC BERKElEYハJSDA，AlBAHY， CA， USA 
To understand the molecular冊echanlsmby whlch phytochrome regulates gene expresslon， we are pursuing a 
general strategy that is threefold: (a) examining the phytochrome molecule for clues to its mechanism of 
action; (b) studying genes under its control for ONA elements and regulatory factors involved in induction 
or repression of expression; and (c) characterizing potential mutants in transduction pathway components 
between the photoreceptor and the genes it regulates. Recent data that will be discussed Include the 
following: To overco冊 the unavallabillty of phytochrome-polypeptlde deflcient mutants， we have 
overexpressed an oat phyA gene coding sequence in transgenic tomato and Arabidopsis. This overexpression 
induces a striking dwarfed phenotype In each case whlch we are now exploitlng to dlssect functlonal reglons 
of the phytochrome proteln through in vitro mutagenes-Is. -We are utlllzlng the autoregulation of phyA gene 
expresslon In monocots as our model system for understandlng phytochrome control of gene expression. We have 
implemented a mlcropr吋ectile-medlatedgene-transfer system for pro附 teranalysls in lntact rlce seedling 
tissue ln a transient expression configuratlon that requlres only 24 h. Uslng th1s procedure， we have 
ldentif1ed a serles of cis-acting elements that are functlonally lmportant to phy，局 geneexpresslon. In 
additlon， we have cloned transcrlption factors that lnteract wlth s。鵬 ofthese elements. One of these 
factors， deslgnated GT・2，lnteracts in hlghly sequence-spec1flc fashlon wlth a GT-element ldentlfled by gene-
transfer as a posltlve element ln the rlce phy且 gene. Thls factor has a baslc， hellx-loop-hel1x domain 
lmpllcated ln dlmerlzatlon and DNA bindlng as well as an acldlc and a proline-glutamlne rlch domaln， each 
posslbly involved ln transcrlptional actlvatlon. We have isolated and mapped且rabidopsismutants at a locus 
deslgnated copl， whose seedl1ngs grow in the dark the sa隅 aswild type grown ln the 11ght (except that they 
are not green). These character1stics suggest that the mutatlon may represent a transductlon pathway 

:::P;::::silt二;;zbzuttttnr;;:nJ;1tzr;::;:rぷ」1?::JJThJZZfJ;;;ぷ122
lnvolved ln the photo附 rphogenicpathway and that regulatory photoreceptors， lncludlng phytochro間， act to 
reverse this action upon exposure to light. 

-53-



2pC-3 Involvement of G・protein(s)in phytochrome-mediated regulation of gene 
expression in Avena sativa 
Pi11-Soon Song， L. Romero & D. Sommer 
(Univ. Nebraska， Lincoln， NE USA) 

GTP-binding proteins (G-proteins) are key components of many signal transduction pathways， coupling receptors to 
various effectors. While investigating the possible involvement of G-proteins in phytochrome-mediated Iight signal 
transdllction processes in Avella， we detected significant GTP-binding activity in crude extract from etiolated seedlings. 
Further experiments indicated the GTP-binding activity was stimulated by red-Iight irradiation of the seedlings， while 
it was inhibited by the addition of the Pr form of 124・~Da phyto_ctrome to crude extract from dark-grown seedlings. 
SDS・PAGEand a~toradiography of crude extract incllbaied ~ith r35S)・GTPySrevealed severallabeled bands， inclllding 
ones atα.58・， 24・， and 22-kDa. The 24・kDaprotein was preferentially labeled following the addition of Pfr to the 
extract， was ADP-ribosylated in the presence of cholera toxin， and Western blntted with GA/l， an antibody that 
recognizes common a-subunits of GTP-binding proteins. The hypothesis that the phytochrome-mediated Iight signal 
transduction is mediated by the activation of a G-protein is supported by the effect of cliolera toxin on the expression 
of cih and llIIX genes. Cholera toxin elicited a positive expression of the former， whereas it down regulated the latter 
in the dark， thus simulating the red Iight-regulations mediated by phytochrome. 
To search for a G-protein(s) directly involved in the phytochrome-mediated Iight signal transduction， we initiated 
isolation and purification of G-proteins from etiolated oat seedlings. 
GTP-binding proteins were extracted from the membrane fraction of a 3.5 day old etiolated oat seedlings. Following 
detergent solubilization， the proteins were purified by ion-exchange chromatography， GTP-agarose affinity 
chromatography and gel fiJtration chromatography. Three fractions possessing GTP-binding activitywere obtained. Two 
of the fractions were nearly homogeneous， as determined by SDS-PAGE， with bands atα.58・and20-kDa， respectively. 
百 ethird fraction contained two bands， at 24・and23・kDa.The structures， nucleotide binding properties， GTPase 
activities， and immunologic;ll properties of these proteins are currently being investigated. 
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2pC-4 Transcriptional regulatory elements for the expression of 

the wheat Cab-l gene. F. Nagy. Friedrich-悶iescher

Institute， P.O.Box 2543， CH-4002 Basel， Switzerland. 

Recent studies has demonstrated that genes encoding the chlorophyll a/b binding proteins 

(Cab) are regulated by light and that their induction is mediated by phytochrome. In 

addition， it has also been established that the expression of these genes is further 

modulated by an endogeneous rhythm. We have shown previously that the expression of the 

Cab-l gene is regula.ted at the level of transcription. To define cis and trans regulatory 

elements for the controlled expression of the Cab-l gene we performed two complementary 

sets of experiments. First by analyzing the expression of a series of mutants and chimeric 

gene constructs in transgenic tobacco plants we identified cis regulatory elements which 

are necessary for maximum level， tissue specific， phytochrome regulated and circadian 

rhythm responsive expression. Using in vitro foot-printing and gel retardation assays we 

identi fied four di fferent transcription factors which are invol ved in the regulated 

expression of this wheat gene. The relation to other known transcription factors and their 

relative contribution to the phytocrome mediated， circadian.clock responsive expression 

will be discusssed. 
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2pC-5 Signal transduction in photoregulation of gene expression 

Eberhard Schafer， 1nst. Biol. 11， Univ. Freiburg， FRG 

The photoregulation of chalcone synthase transcript levels was analysed in parsley sus-

pension cultures and mustard se.edlings. Depending on the developmental state of the 

cell the gene can be controlled by phytochrome and/or bluelight receptor and/or UV-B 

receptor. Cis acting elements necessary for photoregulation have been characterized. 

As a second approach to analyze signal transduction posttranslational modifications and 

intracellular localisation of phytochrome was investigated. Especially glycosylation 

and sequestering of phytochrome will be discussed. 
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2pC-6 PHOTOPHYS IOU削 OFTRANSGENIC TOBAC∞PLANTS THAT EXPRESS TO HIGH 
LEVELS AN INTRODUCED CEREAL PHY-A PHYTOCHROME GENE 

Garry C. fhltela圃. Alex C. McCoraac and Harry Saith. Botany Department. 
University of Leicester. Leicester. LEl 7RH. UK 

A transgcnic 11ne of tobacco plants prcparcd by Kel1cr et 8/1989 (P，附殉 Journal9:4S~3-~5~9) has bccn 
subjccted to detailcd photophysiological analysis. The existence and persistence of high levels of foreign 

PhyA in the plants leads to substantlal modlflcations of photobiologlcal phen明 enacompared to those of 
the ，ild-type(WT)plants. Germlnatlon. de-etlolatlon and R.fR ratlo detection ln particular have been shown 
to bc lIIOdifi凶.WT and transgenlc secd both requlrωlight for geralnatlon and ，ere inhibitcd by continu-
ous FR. The degree of FR-珊cdlat凶 germlnatlonlnhibltion ，as. ho，ever.田uchless in the transgenics than 
in the WT. Dark-gro，n transgenlc seedllngs de-etl01atωfor 48th in ，hlte light retain substantlal inhibト
tion of hypocotyl extension by subsequent contlnuous FR; WT secdlings si.ilarly treatcd showcd no FR-
舵 diatedinhibition. Simi lar persistence of FR-II凶iatedhigh irradiance response (FR-HIR) ，as observcd for 
the induction of nitrate rcductase. Immunoblot analysis showcd that the destruction of the cereal PhyA In 

the transgenic tobacco secdllngs was first order. WT plants exhibited large increases in internode and 
petio1e extension ln ，hite 1ight ，Ith a 10w R;FR ratio. comparcd to high R:FR ratio. Internode extension 
in the transgenic p1ants. on the other hand. ，as markcd1y depresscd by 10' R;FR. this effect being partト
cularly obvious at 10冒 tota1f1uence rates. 

The resu1ts are consistent ，ith the vie， that PhyA (i.e. Type 1 phytochrome) is nor.ally responsib1e for 
the c1assic FR-mωiated HIR. an that its persistence in de-etiolatcd transgenic plants causes an I1IR-type 
of inhibition of extension gro，th at 10・R:FRratios. A corolIary of thls Is the conclusion that. in the 
WT. removal of PhyA to very 10' levels by destruction and do，n-regulation of synthesis is necessary lo 
allo， for nor聞a1R; FR ratio perceptlon and the induction of shade avoldance reactions. presu聞ablyby a 
different species of phytochro圃e.
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2pC-7 MUTANTS AS AN AID 1N ASS1GN1NG FUNCTION(S) TO D1FFERENT 

PHYTOCHROMES 

R1chard E. Kendr1ck， Agr1cultural Un1v.， Wagen1ngen， NL 

The relat1ve roles played by d1fferent phytochromes 1n photomorphogenes1s have been 
studied with the. aid of physiological mutants. 1n et101ated seedlings， the aurea (au) 
mutant of tomato lacks at least 95亀 of the spectrophotometrically and immunologically 
detectable labile phytochrome (phytochrome 1 / phytochrome A). When gi:own under red 
light the de.etiolation process 1s retarded and the hypocotyl grows almost as long as 
1n darkness. Regulat10n of hypocotyl growth， anthocyan1n synthes1s and gene express10n 
of plast1d1c prote1ns 1n tomato are dependent on the coact1on of cryptochrome and 
phytochrome. 1t 1s proposed that the au mutant only surv1ves because blue.11ght 
act1vat1on of cryptochrome sens1t1zes the seed11ngs to a low res1dual level of 
phytochrome. However， wh1te 11ght.grown au seed11ngs have longer hypocotyls， yellow 
leaves and produce 11ttle 1f any anthocyan1n compared to the wlld type. Although the 
reduced chlorophyll levels and lack of anthocyan1n 1n wh1 te light.grown au plants 
suggest a cont1nued phytochrome def1c1ency， such au seed11ngs exh1b1t a normal end.of. 
day far.red 11ght elongat1on response. Phytochrome 1s spectrophotometr1cally detectable 
in vivo and 1n extracts of wh1te 11ght.grown au.mutant plants， but 1s only about 50¥ of 
that observed 1n the w11d type. 1t 1s proposed that the phytochrome regulat1ng the end. 
of.day far.red 11ght response 1s attr1butable to a stable phytochrome (phytochrome 11 / 
phytochrome B + C) pool and that th1s represents the phytochrome detectable 1n the 
wh1te 11ght.grown au.mutant plants. The long.hypocotyl (lh) mutant of cucumber appears 
to be complementary to the au mutant. Th1s mutant possesses s1m11ar levels of 
phytochrome 1 and 1n1t1ates de.et101ation， but gradually loses 1ts respons1veness to 
red 11ght and shows. l1ttle response to end.of.day far.red light 1n white l1ght-grown 
plants. The lh mutant lacks a phytochrome pool 1n whi te light-grown plants that 1s 
recogn1zed by a phytochrome-B ant1body 1n the wild type， presumably phytochrome II， 
wh1ch appears to regulate elongat1on growth after de-etlo1at1on. 
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2pC-8 GENETIC ANAL YSIS OF LIGlIT-REGULA TED SEEDLING DEVELOPMENT 
IN ARABIDOPS1S 

]o，，:"~e ~?'ì" ~t~ AIt~h!Died! T~πy Dela~y， Punita Nagpal， Alan Pepper 
and Ronald Susek， Plant Biology Laboratory， The Salk InstitIIte， San Diego， CA 92186. 

The photoconversion of photoreceptors by Iight induces the diverse morphogenic responses which result in greening. Sever百l
regulatory photoreceptors are involved in the perceplion of Iight signals， but Iittle is known of the transduction pathways that 
mediate Iight-regulated development. We a陀 takinga combined genetic and molecular biological approach to identify polential 
components of the Iight signal transduction pathways. We have identified a c1ass of Arabidopsis rhaliana mutants that show 
many characteristics of Iight-grown plants even when grown in complete darkness. The mutants define at least 3 
complementation groups， designated derl， der2， and der3 (de-eriolated). Loss-of-function mutations in any of these 3 genes 
result in dark-grown seedlings that constitutively display many characteristics of Iight-grown plants， incJuding the development of 
leaves and chloroplasts， and the accumulation of anth∞yanins and mRNAs for severallight-regulated nuclear and chloroplast 
genes. Mutations in the DEI1 gene訂epanicularly interesting because they also affect cell-type-specific exp陀ssionof Iight-
regulated genes and chloroplast development. A second c1ass of mutants have a long hypocotyl (hy) when grown in the Iight. 
Sixty-five mutant alleles have been analyzed by M. K∞mneef and by our lab.明、eseeffons have identified 7 complen首ntation
groups; 3 ofthese (hyl， hy2， and hy6) show deficiencies in photoreversible phytochromeactivity， and are presumably signal 
pe民eptionmutants. Biochemical analysis of hyl， hy2， and hy6 mutants indicates白紙thesegenes may encode enzymes in the 
chromophore biosynthetic pathway. We have constructed double mutants between the phytochrome-deficient hy mutants and the 
der mutants. The phenotype ofthe hyl-derl，1zy2-derl， or hy6-derl double mutant is derl， indicating that derl is epistatic to lzyl， 
hy2 and hy6. Likewise， der2 is epistatic to lzy 1， hy2， and hy6. These results are consistent with a m吋elwhere formalion of Ihe 
activ.e form of phyt<田 hromeresults in a d伐 reasein activity of DETI or DET2， which in lum leads 10出ede-etiolation陀気ponse.
百 ephenotype of derl-der2 double mutants is additive. This additive ef批 tsuggests thallhe DETl and DET2 gene producls do 
nOI interact， and thus implies Ihat DETl and DET2 function eilher in 
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3aC-l オーキシンの情報伝達機構の解析

下村正二 (農業生物資源研究所)

植物の発生.分化.生長のいずれの過程にも植物ホルモンが重要な調節因子と

して作用することが知られている。植物ホルモンによる生長調節は植物生理の根幹

をなすことから.その調節の仕組みを明らかにするための研究が古くからなされて

きた。しかしながら，細胞がどのようにしてホルモンを認識し.その情報が応答反

応部位に伝達され.細胞のホルモン応答が生じるかについてはほとんど明らかにさ

れていない。このようなホルモンの情報伝達機構を解析するためには.ホルモン受

容体の同定が必要不可欠である。受容体を同定するために放射性標識ホルモン用い

たホルモン結合タンパク質の探索も古くからなされており，植物ホルモンの中では

オーキシンについての研究が進んでいる。しかし，オーキシンを特異的に結合する

タンパク質は.細胞の可溶性画分に加え.原形質膜，液胞膜.小胞体，核，葉緑体

などの種々の細胞内小器官にも広く分布することが明らかにされ.オーキシンの細

胞内情報伝達機構解析をより複雑困難にしている。これらは受容体の他に輸送系や

ホルモンの合成分解に関与する酵素類も含まれているかもしれない。これらの機能

を解明するためにはそれぞれを分離精製して性質を比較検討する必要がある。本シ

ンポジウム，では.我々により精製されたトウモロコシの膜局在性オーキシン結合タ

ンパク質の遺伝子構造とそのオーキシン受容体としての可能性について報告する。
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3aC-2 タバコのキチナーゼ遺伝子の発現制御

進士秀明、宇佐美昭二、高木 優、福田裕二

( 徴工研、植物細胞 ) 

植物のキチナーゼ遺伝子は、発生・分化の過程と外部環境変化によってその発

現が制御され、ストレス・ホルモンであるエチレン処理や、微生物・ウイルスなど

の病原の感染に対応して、遺伝子発現が誘導される. 植物のキチナーゼは微生物

の細胞墜を分解してその生育を阻害するだけでなく、微生物の細胞壁多糖を分解し

てオリゴ糖エリシターに変換することによって、積物の生体防御遺伝子群の発現を

傍導するものと考えられる. 織物にはすくなくとも 3種類のキチナーゼが存在し、

それぞれ構造、発現織式と細胞内局在性が異なっている。 塩基性キチナーゼは、

そのN-末端側に約40個のアミメ酸から構成される Cysteine-richなドメインを有する

が、酸性キチナーゼには このドメインは存在しない.

タバコ塩基性キチナーゼ遺伝子の発現制御に関与する DNA配列を明らかにするた

めトランスジェニツク・タバコ継物と、培養細胞のプロトプラストのトランジェン

ト発現系を用いたレポータ一実験によって解析した. キチナーゼ遺伝子の 5'ー上流

領繊のGC-ri<:hな共通配列を含む DNA配列が、 エチレンによる発現制御に関与してい

ることが示唆された.
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3aC-3 ヒストン遺伝子の発現制御機指揮ーー転写調節悶子 HBP-la

及び HBP-lbの構造と機能ー

中山車哉、 三上浩司 、岩淵雅樹 (京大・理・積物)

ヒストンは染色体をm成する主要なタンパク成分のー郊であり、細胞周期や遺
伝子 の発現をクロマチンレベルで調節するのに関わっていると考えられる。また、

それ自身の発現も細胞周期に依存する。われわれはコムギヒストン遺伝子を材料に、

細胞周期JS期特異的遺伝子発現制御のメカニズムの解明を目指している。

5 -flI1J欠失変異遺伝 子 をmいた解析により、コムギヒストン H3遺伝子 (TH012)
は、転写開始点上流ー185までしか持たないものでも細胞周期の S期に特異的な発現

を示した。 -185 までの上流域について詳細11 に調べたところ、シス配 ~IJ としてヘキサ

マー(ACGTCA)、オクタマー (CGCGGATC)、ノナマー (CATCCAACG) を同定した。そのう

ち、ヘキサマーには、コムギ核タンパク質 HBP-]a、ーlb が、ノナマーには、 HBP-2

が結合することが明らかとなった。サウス・ウエスタン・スクリーニング法により、

HBP-la及び -lb については、それぞれの cDNAを得た。これら cDNAの精進解析及び大

腸蘭で発現させた両核タンパク質の性質を解析した結果、両タンパク質は共にロイ

シン・ジッパーを介してホモダイマーを形成し、ヘキサマー配列に結合することが

わかった。また、同様な方法で、更にいくつかの HBP-la型、 -lb型の cDNAが得られ、

これらは HBP.-] フ 7 ミリ ーとでも呼ぶべき ー鮮のロイシン・ジッパ ー型転写 調節因

子で ある可能性が 示唆さ れた。
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3aC-4 Riプラスミド roJC遺伝子の機能と発現調節

金谷 潔、大野 重¥内宮1奪文筑波大・生物科学、'北大・理-

植物)

土f爽網開 Agrobacterillmrhizogellesが続物に感染すると、その感染部位に毛状線と呼ばれる不定機が

形成される.さらに綴より再分化した形質転換休では燈化などの形懲変化を示す.この現象は、本細

菌の有する RiプラスミドのT-DNAが植物ゲノムに組み込まれ、発現した結果である.TL-DNAのみ

が導入された形質転換タバコでは、roJC遺伝子が、最も転写活性が高い.

roJC遺伝子のみをタバコに導入した場合にも綬化などの様々な形懸変化を示す.roJC遺伝子は積物

ホルモンのシグナル応答の機構に影響を及ぼすタンパク質をコードしているものと考えられる.

roJCプロモーターと βグルクロニダーゼの構造遺伝子とを連結したキメラ遺伝子を導入したタバコ

およびイネでは、 roJCプロモーターが総管東細胞で特異的に発現する.ニンジン培養細胞では、カル

スでは発現が非常に低いが、不定怪で強い発現が見られる .roJCプロモーターは植物の組織特異的な

発現をする遺伝子と問機の転写制御を受けているものと考えられる.

roJCの転写制御を明かにするために、プロモーター結合タンパク質の検出を試みた .roJCが発現し

ているタバコ毛状根Jニンジン不定降、イオ、実生の葉から抽出した核タンパク質中から、結合タンパ

ク貨が検出された.タンパク質の結合部位は、現在までに、複数ヶ所明らかになっているが、その中

には、植物遺伝子プロモーターに存在する塩基配列も見いだされた.この事は、 roJC遺伝子が、植物

の遺伝子発現に必要構造を保有しており、積物進化における遺伝子発現調節を研究する上でも良いモ

デル系であるものと恩われる.
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3aC-5 嫡物省伝子の転写開始憎偶因子TGA1aによる転写培幅機構

O山崎健一片桐文章人山口雄記 Nam-Hai Chua 2 • 

今関英粉(1 :名古慶大学農学部 .2:RockefellerlJniv) 

分子・ 小物学の分野において試験管内転写系を利用す~ ー 終的な伺的(;t、 較写剖怖に

問与する岡子を生化学的に研究することであろ。 1988$ドから、我々は、 この憾な系

を納物材料 ~m いて作成するためにナムハイ=チコア博士のグループと共同研究を

開始した。彼らのグル}プでは当時すでに織物ウィルスのー慢であるカリフラワー

モリイクウィルス (Ca内v)35Sプロモーター上流のシスヱレメント (as-1)が、 こ

のフ口モーターのタバコ絹検え縞物 1本内の将司での特異的発現に必須であることをつ

きとめており、 この as-1のコアー配事11である TGACGに特異的に結合する蛋白質

(Tr.A I a)をコードする遺伝子をもタバコr:ONAライブラリーから取っていた。我々

は、 この r:ONAを大腸蘭発現ベクター系に組込み、 H;A1aを大腸笛抽出i夜より精製

し、我々の開発した小麦旺芽試験管内転写系に加えることにより、その転写増 1惰因

子としての機能を生化学的に明らかにした。 TGA1aは、 as-1 をシスエレメントとし

て有す弓転写鋳型の場合にのみ、転写活性宅~ 3・5僚に i曾加させた。また、転写の問

lJ.{i尺応と伸長反応、を分卿した実験系では、 TGA1att開始反応のみを促進し、伸長反

応速 f芝には全く影響を与えないことを証明した。 さらに、 TGA1aのヒト試験管内転写

系への添加が 7・20倍の転写鳩帽を示したことから、転写因子と転写装置との聞で

種~鐙えた会話が可能であることを示した。
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般講演

第 1日 3月28日(木)
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一般講演

第 1日 3月28日(木) 午前の部

B会場 光化学系・細菌光化学系

C会場 遺伝子・細胞周期

D会場糖代謝

E会場光合成機能発現(1 ) 

F会場細胞培養

G会場細胞壁
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laBOl 高い NADP光還元能をもっ光化学系 I粒子の単院と性質

() ~ JI千三. jJI j 川 .~.11If .先浜ii'tr. ~i 勝光
(神戸大 ・J'I!.作物)

ホウレンソウ葉縁体チラコイド般をトリトン X-IDO で細分化し、 DE'AEートヲパ

ールカラムの吸着溶隠とクロマトグラフィーによって PSI粒子を単雌 Lた.金工程

に用いる緩衝液にち mMMgCl2 を、またチラコイド膜の細分化に至る初期工程では

1 mMフェリシアン化カリをさらに加えた . MgCl. は PSI粒子からのペプチドの脱荷量

の防止 、 フヱリシアン化カリは光化学系の光失活の防止に役立つ. DEAEートヨパー

ルカラムからの PSI粒子の溶出には溶鍵問緩衝液の NaCI濃度を 70. 110. 1ちomM と
段階的に噌加させたが、それぞれの条件で溶出した粒子を PSI-1.-2.-3 としてその

性質を表にまとめた.今回得られた PSI粒子は、クロロフィル含有量からもわかる

ように 、反応中心部ばかりでなく周辺部のペプチドをも失うことなく単調Eされたと

恩われる.またフェレドキシン ーNADP還元酸素の存在は注目すべきことである.

PSI-l 

PSI-2 

PS 1-3 

NADP光還元活性 Chl a/b 
{mmol NADP /pmol P700・h)

26.2 2.4 

42.2 3.5 

47.5 3.5 

Chl/P700 f脅威ペプチド数 FNR/P700

175 

210 
245 

aa
・
'hυ''A

'
I
1
A
司

L

O. 12 
0.02 
0.68 

フェレドキ シ ン -NADP還元首事棄の高分子量型と低分子量

型仁おける機能的制退

O関戸敏1奪.米山里{圭，先浜直子.新 勝光

(神戸大 ・理 -生物}

ホウレンゾウ葉縁体チラコイド膜に結合して存在するフェレドキシン -NADP還元酵

素(以下 FNR と略す)には高分子量型 FNR (FNR-L) と低分子量塑 FNR (FNR-S) とが

ある.大槌ら( 1 )は、昨年度の本年会において 、オオムギの緑化芽生えの葉緑体

を用いて NADP光還元に関与する FNR は FNRφL であることを証明したが、ホウレンソ

ウ葉緑体仁おいてはまだこのような明確な回答は得られていない.そこで今問我々

は、ホウレンソウ葉緑体においても両 FNR の機能的相違があるかどうかを調べた .

ホウレンソウチラコイド膜から FNR を抽出除去すると 、 NADP光還元活性及びジアホ

ラーゼ活性はともに低下する.このチラコイド膜に単調Eした FNR-L 及び FNR-S を加

え、等張緩衝液中で 2時間インキ ュベートする .FNR-L 、 FNR-S ともにチラコイド

膜に結合するが .NADP光還元活性の回復は FNR-L のみで観察された.以上の結果は

NADP光還元に関与する FNR は FNR-L でありホウレンソウ FNR についても FNH-L と

FNR-S とは機能的に異なることを示している.

laB02 

( 1 )大僑ら(1990) 日本植物生理学会 1990年度年会講演要旨集 p.353.
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laB03 高等植物の光化学系 I複合体のサプユニット組成

池内昌彦・井上頼直 {理研・太陽光科学)

我々は高等植物の光化学系 I複合体のサプユニット組成を解析し， P S 1 -Jを見いだ

しぺ LH C 1アボタンパク質を同定した傘(この過程で， さらに 2種の未知タンパ

ク質が見いだされたので報告する.ホウレンソウの系 I複合体に強く結合している

14kDaタンパク貨は N末端がブロックされていたので StaphylococcusV8プロテア

ーゼで切断して得られた 5kDa断片のアミノ酸配列を決めた.得られた配列は最近オ

オムギでクローニングされた psaLから推定されるタンパク質 (PSI-L)の C末端に近

い領域と高い相同性を示した. このタンパク質は LH C 1を含まないコア複合体に

も強く結合していたが，その含:fttは PSI-D，PSI-E. PSI-Fなどのほぼ半分であった.

この PSI-Lは多くの藍穫でも見つかっているが，その含量は他のサプユニットの半

分であった. もう一つの未知サプユニットは 9kDa領域から見いだされた. 9kDaには

すでに PSI-Cと PSI-Gが確認されており 3番目のタンパク質としてアミノ酸シグ

ナルの差引によって得られた. この配列はホウレンソウとエンドウでよく似ており，

L H C 1を含む系 I超複合体に見いだされたが， L H C 1を含まないコア複合体に

は見いだされなかった. この 9k D aタンパク質と相同なタンパク質は藍灘では検

出されず PSI-G. PSI-Hとともに高等植物の系 I特有のものと思われる.

* Ikeuchi H. Hirano A. Hiyama T. Inoue Y (1990) FEBS Lett 263: 274-278 

** Ikeuchi H. Hirano A. Inoue Y (1991) Plant Cell Physiol. in press 

laB04藍潔 A削n川1
池内昌彦 K.J.Nyhusl，井上頼直 H.B.Pakrasil 

(理研，太陽光科学 IBiol.Dept..Washington Univ.) 

我々はすでに好熱藍糠 Synechococcusvulcanusの光化学系 I複合体のサプユニッ

ト組成とその部分アミノ畿配列を報告した(これによって藍漢の多くのサプユニッ

トが高等植物と相同であるこ.とが明らかになったが対応しないものもあった.そこ

で本研究では他の藍漢として， Anabaena sp. ATCC29413 を選ぴ， その光化学系 I複

合体のサプユニットを分析し CP 1アボタンパク質の他に 10種のタンパク質を

検出した. これらをプロプロット膜にプロット後 N末端アミノ酸配列を決定し，次

のように同定した :16kDa=PSI-D; 15kDa=PSI-L; 14kDa=PSI-F; 13kDa=PSI-L; 10批Da

=PSI-C; 9kDa=PSI-E; 6.5kDa=PSI-K; 5.2kDa=?; 4.8kDa=PSI-J; 3.5kDa=PSI-I. こ

のうち 5.2kDaタンパク質は S. vulcanusの 5kDaタンパク質に対応していた PSI-I

は 3.5kDaとして藍漢で今回初めて確認された. 15kDaの PSI-LはN末織がプロック

されていた.が 13kDaはその分解産物であった. このほかに， 30kDaの CP 1アポ

(PSI-B)分解産物も検出された. この結果 S. vulcanus で践に同定されたサプユニ

ットのすべてが Anabaenaでも確認された. また S. vulcanusで PSI-Gではないか

と推定した '13kDaは PSI-Lであることが明らかになった.今後は Anabaenaで検出さ

れた PSI-ItJiS. vulcanus に存在するかどうかを確認する必要がある.

*Koike H， Ikeuchi H， Hiyama T. Inoue Y (1989) FEBS Lett 253: 257-263 
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laB05 光化学系 I反応中心績合体サプユニットの N末繍アミノ

隊配列

省崎行玄.日比野隆，石川 浩，高倍聞洋(名繊大・

理工・化学)

光化学系 I反応中心績合体(P S 1複合体}サブユニットに対する遺伝子は.

すでに 10種類以上同定されている.ごのうち樋熊解析が進められているものは，

P 7 0 0アポ蛋白質 (psaA，psaB)， FAFeアポヨE白質 (psaC)，プラストシアニン・

ドッキング蛋白質 (PsaF)，フェレドキシン・ドッキング資自費 (PsaD)の合計 4種類

である.ところで， P S 1複合体に必須な最小単位のサプユニット偶成を考える時.

どのような活性を遺択するかが問題である.活性測定は，人工基貨を用いる方法と

in vivo;を反映させる方法 (NA D P光還元活性}に大別される.今回は， N A D P 

光還元活性に留意して PS 1績合体に含まれるサプユニットの N*鋪アミノ酸構造

解衡を検討した.

1. PSI-120， PSI-80 の両者は， N A D P光還元活性を示し，その

値はおのおの 200 及び 350μ・01 of NADPH I・， Chl I h)であった.
2. P S 1・80の P 700以外の 6種類のサプユニットのうち 5種類は.既知

の遺伝子産物， psaD，psaE，psaF，psaH，psaC に対応することが明らかになった.

3. PSI-120から PSI-80を銅製する際， LHCPI以外に 4舗類

のサプユニットが除かれた.ごのうちの 3種類は psaG，psalt，psaI に対応していた.

laB06 系 I反応中心複合体の小型サブユニットの再構成

関池公鍛・加藤栄(東大・理・積物)

系 I反応中心複合体の熱や界薗活性舟lに対する安定性は、一般的に系 nなどに比

べてかなり高い. しかし、単調Eされた系 Iの鉄硫黄タンパク賓が酸化に対して非常に

不安定であることなどから、系 Iの安定性はその複合体全体の精進に由来すると考え

られる.系 I反応中心複合体には、 まだ役割の明らかになっていない綬つかのサプユ

ニットが結合している.本研究では、 その一部が複合体の安定住に寄与しているので

はないかと考え、サプユニットの解体・再構成の手法を用いてこの可能性を検討した.

材料としては、特に安定な系 I反応中心を持つ好熱性ラン色細菌 Synechococcus

d企旦民主主盟から鰐裂した練品を用いた. まず複合体から、 電子伝達に直接関与する

psaA. psaB，psaC以外の小型サプユニットを解降する方法を検討した. その結果psaF.

psaLおよび 7kDaJ，:l下の低分子量サプユニットは尿禁処理などに対しては安定である

が、 イオン性、特に陽イオン性の界面活性剰によって選択的に解厳港出することが明

らかとなった.この界面活性剤処理によって、系 Iの電子伝逮活性は膨響を受けなか

った. しかしこれらの棟品に FA. F Bを破織する尿禁処理を行なうと、界商活性剤

処理標品にお，いてのみ、 F A. F Bに加えて Fxまで破鳩された. また界面活性 ~J 処理自民

品に小型サプユニットを再栂成すると Fxの安定伎は都分的に回復した. これらの結果

は小型サプユニットが Fxの安定性に寄与していることを強く示唆する.
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laB07 プラストシアニンと P700の反応に対する PsaF

遺伝子産物の役割

。高倍昭洋，岩崎行玄，石川橋，日比野隆

(名城大・理工・化学)

光化学系 I反応中心 (PS 1 )複合体は，光に依存してプラストシアニンから

フェレドキシンへの電子伝遣を司る蛋白質として定輔される.この反応に必要なサ

プユニット組成については明かにされていない.今回.:¥'-ウリから NADPの光還

元飽を有する PS 1複合体のサブユニット組成について検討したのでその結果につ

いて報告する.

キュウリ子葉から P7001分子あたり 120分子. 80分子. 4 0分子のク

ロロフィルを含む傾晶(それぞれ. PSI-120. PSI-80. PSI-DE 

AE)を翻麗した. PSI-120およびPSI-80は高いNADP光還元活性

を示したがPSI-DEAEはほとんど活性がなかった. PSI-80を界面活性

剤で処理すると NADP光還元活性が減少した. NAD Pの光還元活性は，プラス

トシアニンから P700への電子移動速度とよい相聞があることが明かなった.そ

こでこれら活性とサプユニット組成について検肘したところ，活性は 18.5kDa

のポリペプチドの含量と関係があることが明らかになった. N-末端アミノ酸前列，

梨楠反応等の鮪果.18.5kDaの蛋白はプラストシアニンとクロスリンクする

PsaF遺伝子産物であった.

laB08 光化学系 1反応中心周辺の蛋白サプユニットの制と機能

.槍山哲夫 fl中本 準，大日向 光，平岩織美，大矢武志，

小林慎一，西城戸 苛，鈴木浩一(t奇玉大・理・生化}

最近我々はホウレンソウ葉緑体から大型サプユニットのみからなる光化学系 1反

応中心線品を (cp1) を収率よく調製する方訟を発表した. この標品 lまP700あたり

50-80分子のクロロフィルa， 4原子ずつのテツとイオウ 1分子のビタミン K1を含

む. アミノ酸分析から大型サプユニットが 2分子であるととも分かった. これらは

葉緑体 DNA上のこつの遺伝子 (psaA.psaB) の塩基配列から推定されている一次構

造の相向性の高い 2積の大型サプユこット (PsaA.PsaB) と考えられているが， 来だ

十分な証明はない. また一次構造の解析からチラコイド践における高次構造の推定

が犯となわれているが、 確経はない. 今回 iま、 まずPsaA.PsaBの分限精製を試み、 次

にそれぞれの定量. N-末端及びc-*織の一次構造の確認のため、 プロテアーゼ処理
によるペプチドマッピングと断片の配列解析を行った. その結果、 PsaAとPsaBはほ

ぼ 1: 1に存在するととが示唆された. またどちらの蛋白も N-末端がプロックされ

ているが、 遺伝子から推定される N-末端に非常に近い断片が得られた.特に PsaAで

は 2番目の 118が確認され、 N-末端は Formy1Metと推定した. また PsaAのCー末端断片

も得られたので、 PsaAについては全一次構造が確認されたととになる. 次に cp 1 !を来

変性のままプロテアーゼ処理したととろ、 光化学活性を保持したまま、 多くのペプ

チド断片を遊離するととが分かった. とれら断片の一次構造解析から cp1の高次構造

を推定した結果も合わせ報告する予定である.
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laB09 水銀処理により鉄硫黄センター Bを破織した光化学系 I

の機能的樗傷成条件の検討

O井上和仁、楠元範明¥桜井英It'神奈川大・理・

応用生物、 '早稲田大・教育・生物)

塩化第二水銀処理によって鉄硫黄センター B(F.)のみを特異的に破峨した光化学

系 1(PSI)繰品に窒素気流下の織気条件でトメルカプトエタノール、極化第二鉄、硫

化ナトリウムを加え 20-Cで一晩インキュベートすると F.が再構成される。 この湾

梅成法で、 F.(g=1.92)のESRシグナルは約701回復したが、 NADP+光還元活性の回復は

認められなかった。 今回我々は、 NADド光還元活性も回復するような F.湾精成条件

について検討した。

【結果】上述のF.再構成条件にプロテアーゼ阻害剣PMSFを1・M加え、更に、5IMの
Mg"+を添加することにより NADP+光還元活性が約 4U回復した。 なお、 Mgl+が O圃M、

1・MではlUDP+光還元の回復は起こらず、 PSIの機能的再構成には高濃度のMgl+が必要
であることが明らかになった。 また、閃光分光から 5・MMg"+添加再構成機品の
p7 00 +の再還元速度は、未処理PSIとほぼ閉じであったが、 0・M，1圃MMg"+再婿成棟品
では P700φの再逮元速度がかなり避くなり、・ P700+とP430-聞の電子の再結合が正常に

行われていないことが示唆された。

laB10 光化学系 I反応中心のキノンの機能と結合部位の構造

01岩城雅代・ 2WalterOettmeier ・1伊藤繁

(1基生研・ 2RuhrUniv.) 

光化学系 I反応中心で電子受容体として働くフィロキノンは蛋白内で非常に強

い還元力を示す(Em=約-850mVvs. SHE)。一方、光化学系 ll/紅色細菌型反応中心で
は同じようなキノンでも還元力が弱い (EIII=O--200JaV)。これらのキノンの性質・反

応性の違いは反応中心蛋白内部の構造の違いによると考えられる。このためにキノ

ンの酸化還元電位とキノン結合部位の環境・構造との関係を調べた。

【方法】ホウレンソウ光化学系 I粒子

をジエチルエーテル処理しフィロキノンを

抽出した後、合成キノン及びキノン類似化

合物を再構成した。再構成標品について閃 υ 曹 胃 -3 

光照射後の吸収変化、極低温 EPRを測定した。 【結果】 ①キノンの系 I反応

中心蛋白中の酸化還元電位(Em)は有機溶媒(dimethylfolmamide)中での酸化還元
電位(El/2)とほぼ平行関係にあり、 El/2が約ー500mV以下のキノンが鉄硫黄センター

(Em=約ー700ll!V)を還元した。 ②キノンの構造と結合部位 (Qo部位)への結合力との
関係から Qφ 部位は紅色細菌反応中心の QA、 QB部位に比ぺ電子密度の高い構造を

持っと推定された。 T この構造のためキノンが電子を受取りにくくなり〈キノン
ラジカルが不安定になり〉、キノンの強い還元力が生じると考えられる。

ヌrロキ/'/
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laBll Rel iobacteri U圃ch1 oru膜標品の エーテル処理

。池上勇、小林正美¥E.J. van de Meent2、渡辺正¥

J. A圃eszε (帝京大・薬、 t東大・生産研、 2State

Univ. of Leiden) 

H. chloru・は、緑色光合成細菌と同様に光化学系 Iとよく似た光化学系をもっ

ている。池上ちはホーレンソウやラン藻の光化学系 I粒子をエーテル処理すること

により、 P700がアンテナ色素に対して著しく濃縮された標品を得ている。今回はH.

chloru圃膜標品のヱーテル処理を行ない光化学系 Iとその効果を比較した。

(1) 11. chloruにおける光合成色素BChl-gはエーテル中の水合軍を摘すに従い、よ 、

り抽出される。しかしdryetherで抽出される慣は全体の約201で、ラン積やホーレ

ンソウの601に比べ少なかった。

( 2) 反応中心クロロフィルP798はdryether では殆ど抽出されないが、水分含量を

増すに従って徐々に抽出された。しかしBChl-gより抽出され鍵いので、 401水飽和

エーテル(媛適条件)ではBChl-g/P798 比がもとの約 二分の ー になった。

(3 )エーテル処理後、 P798の光酸化速度は著しく遅くなり 、VK，analogを加えるこ
とにより回復した。これは、この光化学系に存在している VK~ が電子受容体として

働いており、これがエーテルにより抽出されたためと考えられる。

(4) P798の初期亀子受容体Aoは670n聞に吸収を持つChl-a typeの色素である。この

色素は、 BChl-gやP798よりエーテルに抽出され嫌いことが示された。

laB12 !!.由民自旦光化学系中のバクテリオクロロフィル&'

。小林正美、渡辺正1、池上勇人小宮山真、 E.J. 

van de恥ent3、 J.AIIesz3 (筑波大・物工、 1東大・生研、
E帝京大・薬、 3Univ. Le iden) 

【目的】ヘリオバクテリアの反応中心はf"e-Sセンター径もつことから系 I型の反応

中心だと考えられている.先に我々は、プライム型色素が光化学系 1 (Ch Iピ〉と

へリオバクテリアの光化学系 (BChl &')に存在することを見いだした. また、ホウ

レンソウの系 I粒子にエーテル処理を行うと、 Chl畳'が漉織されることを示した.

本研究では、 8ChI g'を灘織することを目的として、 !!.ε.h1企主旦旦膜標品のエーテル
処理を試みた.

【方法】エーテル処理によってアンテナ色棄を除去した膜標品から、残存する色素

を冷アセトンを用いて抽出し、その色素組成を順相HPLCを用いて分析した.
【結果と考察】エーテル処理後の膜標品中のBChl&'1&値は、エ}テル中の水分量が

t曽すにつれて 2136から 213まで憎加した.後者の値は、系 I粒子で得られた最高・値

Chl呈'1?!.=2116よりもはるかに高い. また、エーテル中でのBChl &勾 g'の平衡組

成は、 Chl 呈勾皇'のそれとほぼ同じで、 BChlg'/g = 113であった. したがって、 も

しH・chlor旦盟中にBCh1 &'が存在しないとすれば、 たとえ操作中に BChl &→BCh I &' 
が起こったとしても、 BChl&'/g値が 113を越えることはありえない.すなわち、エ

ーテル処理によって BChlピが平衡組成を越えたということは、 BChl &'が確かに!!.

εh担工盟中に存在し、 BChl &よりもエーテル抽出されにくいことを意味している。
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laCOl ニチニチソウの細胞周期特異的cDNH::相同な酵母遺伝子の解析
。伊厳正樹、安井明 l、駒嶺穆
(東北大・理・生物、 1東北大・抗酸菌研}

細胞周期の制御機構の解明は、現在の生物学の鰻も重要なテーマの一つである。書簡者らは、
ニチニチソウ培養細胞の二度のリン酸飢餓処理によって誘導される同調培養系を用い、高等植物
の細胞周期における遺伝子発現の解析を行ってきた。阪に、細胞周期特異的cDNAを復数積単厳し、
ぞれらの構造解析、発現パターンの解析などを行い、報告してきている。
現在、話題者らは細胞周期のS期に特異的に発現する遺伝子、立並1に注目して解析を進めてい
る。これまでの解析結果から、このcyc07は培養細胞においても、インタクトな植物体において
も増殖の盛んな細胞において強く発現すること、ヒストンに匹敵する強い泡基牲を持つタンパク
質をコードしていることなどの知見が得られている。
この盟主07のcDNAの境基配列を用いてデータパンクを検索したところ、有意なホモロジーを

もっ塩基配列を見い出すことができた。この塩基配列は出芽酵母(~.旦旦E担当旦)の担R3遺伝
子として笠録されていた。区R3遺伝子はShoreら(1984)によって、出芽商事母の按合能を持たない
突然変異体を相補するゲノムDNA断片としてクローニングされ、温基配列が決定されていたもの
である。しかし、盟主07とのホモロジーが検出された領域は、報告されている包R3の皿RNAの 3' 
末端よりも更に下流に存在していた。従って、ホモロジーを有するのは、 包R3遺伝子自身では
なく、その近傍の下流に存在する包R3とは異なる遺伝子であり、偶然にも彼らのクローニングし
たDNA断片に含まれていたものであると考えられる。しかし、登録されていた範囲内にはこの遺
伝子の5'側の一部しか含まれておらず、更に下流のゲノムDNAをクローニングする必要があった。

今回はこの出芽酵母における立並1の相同遺伝子の構造解析、およびその遺伝子発現について解
析したので報告する。

laC02 高等植物のプロテインキナーゼ遺伝子のクローニング

坂野弘美、村中俊哉1、森部豊輝、町田泰則(名大・理・生物、

l住友化学宝塚総研)

植物細胞は、植物ホルモンやその他の外界の刺激に対して、多様な応答を示すがその細胞内

シグナル伝達機構は明らかにされていない。一方、動物や酵母の系では、シグナル伝達におい

て、タンパク質の特異的なリン酸化が重要な機能を果たしていることが知られている。我々は、

植物細胞のシグナJレ伝達機構を理解する一つのアプローチとして、植物のプロテインキナーゼ

のクローニングを行っている。既に動物や酵母では多くのプロテインキナーゼが見つかってい

るが、それらのアミノ酸配列を比較すると、触媒領域にいくつかのよく保存されたアミノ酸配

列が存在する。我々は、 PCRのプライマーとして用いるために、これらのアミノ酸配列から推
定される塩基配列を合成した。また、対数増殖期のタバコ培養細胞BY・2からmRNAを精製し、
これに対するcDNAを合成し、これを鋳型としてPCRを行った。その結果、プロテインキナーゼ
遺伝子の一部と思われる塩基配列をもっ5つのDNAクローンが得られた。プロテインキナーゼ
は、基質となるアミノ酸残基によりセリン/トレオニンキナーゼとチロシンキナーゼに大別さ

れるが、塩基配列から推定されるアミノ酸配列の比較から、これら 5つのクローンはセリン/

トレオニンキナーゼ遺伝子の一部である可能性が高い。また、 5つのクローンの内のlつのア

ミノ酸配列はSaccharomycescerevICIaeのSNFl蛋白質と高い相向性を示した。
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laC03 シロイヌナズナのプロテインキナーゼ遺伝子君事の解析

溝口開~ I .2、林回信明¥篠崎和子¥小泉昌広 I. 3 

篠崎一鐙 1

ド理研・遺伝子解析、 2筑波大・生物、 3京大・理・捕物)

外都からの刺 11に対する植物細胞の応答反応は、 数次に渡る情報伝達により構成

されると考えられるが、未だ詳細は明らかにされていない. なかでも、 リン般化に

よる蛋白質の活性の調節、 制御は広〈生物界に普遍の制御様式であると考えられ、

原核生物や動物では詳細な解析が進められているが、 積物においては立ち遅れてい

るのが現状である.そこで、 植物細胞内の情報伝達機橋を解析する上で軍要な鍵と

考えられるプロテインキナーゼ遺伝子をクローニングしその績能を解析することを

目的として研究を始めた.蛋白貨の共通機遣をもとに合成オリゴヌクレオチドを作

成し、 これらをプライマーとして、 シロイヌナズナのゲノミック DNAを鋳型として F

CRを行った.その結果得ちれた DNA断片をプロープとして、 シロイヌナズナの cDNA

ライブラリーをスクリーニングした結果、 数種の cDNAクローンを得た. それらのう

ちck64について解析を行ったところセリン/スレオニンプロテインキナーゼとの相

同性みられた. ノーザンハイプリダイゼーション法により組織特異性について解析

中である. またプロテインキナーゼ遺伝子の共通情遣に対するオリゴヌクレオチド

プライマーを用いて、 PCR を行った結果、プロテインキナーゼ遺伝子のー部と思わ

れる DNA配列 lのクローンを得たので解衡を進めている.

laC04 コムギヒストン遺伝子の上流域に結合するシングル鎖特

異的悶子

雨漏尚文、高山しのぶ、 [1'山車哉、岩淵雅樹 (京大-

m ・納物)
われわれは、コムギヒストン 113遺伝子 (TH012) をモデルにして、高等，

航物における転写制御機機の解析を試みている。これまでに、 H3遺伝子の上流-

1 8 5 bpまでに少なくとも 3輔のシス配列(ヘキサマー、オクタマ一、ノナマー)

を同定し、そのうち、ヘキサマー配列に結合する因子 H s Pー1aとー lb及びノナマ

ー配列に結合する因子 11s P -2を同定している。一方、他の縞物ヒストン H3、 11

4遺伝子問の比較により、多くのヘキサマー配列とオクタマー配列が、共に保存性

の高い鎖域に含まれていることがわかっている(タイプ I縞物ヒストン遺伝子群)。

今回は、この保存性の高い領域に結合する因子を、あらたに 2種同定したので報告

する。

ヘキサマー、オクタマー配列を含む、 114遺伝子 (THOll) の上流域 32 

bpの DNA断片を川い、ゲルシフト法により因子の検索を行った。同定された 2種

の因子は、共にシングル鎖特異的結合性を示した。ひとつは、 H3及び 114遺伝子

のupper鎖土の配列に、もうひとつは lower鎖上の配列に、配列特異的な結合性を

示した。メチル化干渉法で、結合部位を調べたが、オクタマー配列を認識して結合

する直接的な知見は、得られなかった。
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laC05 
コムギヒストン H3遺伝子の S期特異的発現と転写悶子

HBP-la及び HBP-lbの機能解析

南 真樹、伊藤市也、藤本賞充 1 、大坪憲弘、中山市.鏡、

寺則 規妓三、鳥本 功 2 、岩淵雅樹 (京大.J!I!・納税

1 日本石油、=術工研)

ヒストン遺伝子は、 DNA 合成と共役して細胞周期 S期特異的に発現する。われ

われは、コムギヒストン H 3遺伝子についてイネ形質転換制胞を用いて解析し、少

なくとも上流 -185bpまで持っと、細胞周期jに依存した転写が見られることを確認し

た。この傾技内には、すでにシス配列を阿定しているが、 GUS 遺伝子をリポーター

とした transientassay syste聞を mいて、吏に詳細な解析を行ったので報告する。
また、シス配列のひとつであるヘキサマー配列 (ACGTCA)特異的に結合する転写閃子

HBP-)a及び HBP-lbのcDNAを用いて、植物組織における両肉子の発現パターンを転写

レベルで調べた。その結果、両肉 rの遺伝子は H3 i宣伝子と平行して、分裂の磁ん
な組織で発現することがわかった。更に、コムギの主F生えにおける雨因子の遺伝子

の発現パターンを見たところ、 H 3 j宣伝子のそれと平行して細胞周期に従って変動

することがわかった。これらの結果は、 Hs P --) a. H B P -1 bが H3遺伝子の転写因子で

あるというこれまでの考えを、強く支持するものであった。

laC06 アラビドプシスのリボヌクレオプロテイン遺伝子の

構造と発現

太田賢.*育慶.杉凹議.杉浦昌弘 (名大 遺伝子)

我々はタバコ葉緑休に核遺伝子産物である 3種類のリポヌクレオプロテイン

(28.31. 33kd)が存在することを明らかにし、これらがポストトランス

クリプショナルな制御に関与することを示唆した I¥ これらタンパクの植物聞の比

較解析を行うために、タバコ 31 k dタンパクの cDNAをプロープにしてアラビ

ドプシスのゲノミックライブラリーをスクリーニンクした。単離された 5つのクロ

ーンは全て同ーの遺伝子を含んでいた。塩基配列から推定されるアラビドプシスの

リボヌクレオプロテインのアミノ酸残基数は 314で、タバコ 31 k dタンパクの

315残基とほぼ一致した。アミノ酸配列の相向性はタバコに対して 66%であっ

た。アミノ酸配列のドメイン構造はアラビドプシスでも 3種類のタバコリボヌクレ

オプロテインと同様、 N末端側からセリン、スレオニンに富み、全体として正の電

荷をもっトランジット配列領域と，酸性アミノ酸領域. 2つの RNA結合領域から

成り立っていた。イントロンの数と位置はタバコと閉じであるが、長さが短くなっ

ていた。一方、 33 k dタンパクの cDNAをプロープにして単離した 2つのクロ

ーンはそれぞれ異なった遺伝子を含むことを明らかにした。さらに、アラビドプシ

スにおけるリボヌクレオプロテインの遺伝子梅成とその発現についても報告する。

( 1) Li. Y. and Sugiura.lI. (1990) EIIBO. J.. 9. 3059-3066 
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laC07 植物サイクリン遺伝子のクローニング

O畑信吾・河内宏・鈴鹿巌1.石井哲郎2

〈生物研・ T象衛試 2筑波大〉

サイクリン〈分裂隣母 cd c 1 3遺伝子産物のホモログ〉は、 c d c 2キナーゼ

の機成因子として、細胞周期 (M期〉の遂行に重要な役割をになう一群の蛋白質で

ある. これらは動物や分裂酵母に見いだされるが、植物ではその存在すら知られて

いなかった。我々は、 2種のオリゴヌクレオヂドプロープを用いてニンジンとダイ

ズの cD N Aライブラリーを検察し、 それぞれからサイクリンのクローンを得た.

既知のサイクリンとアミノ酸配列を比較したところ、ニンジンのクローンは A型 tこ、

ダイズのクローンは B型に矧似していたが、 典型的ではなかった.そのうえ植物の

サイクリンは独特のアミノ酸配列も有していた.ニンジンのザイクリン mRNAは、

tg養細胞が不定旺を形成する過程で分裂が盛んになるにつれて、その発現が憎加し

た。ダイズのサイクリン mRNAも、幼穏において細胞分裂が盛んな部位に周在し

て、発現していた.従って乙れらの遺伝子レベルは細胞糟殖の頻度や節位を調べ忍

ための良いマーカーになると思われた.ダイズのサイクリン cD N Aから合成した

mRNAをアフリカツメガヱルの卵母細胞に投入すると、海洋の無幸子機動物から単

mされたサイクリン遺伝子と同じ効果が見られ、細胞が成熟して核臓が消失した.
ダイズ染色体 DNAのサザンプロヲテイング解析により、 今回蟻厳したサイクリン以

外にも、男IJの型のサイクリン遺伝子があるかもしれないことが示唆された.

laC08 
トランスジェニック植物における proliferatingcell 

nuclear antigen (PCNA)遺伝子の分裂組織特異的発現

( 1 )シス制御領域の解析

・小杉俊一・鈴鹿鍛 E ・大儒祐子'・村上高'・新井勇治

(筑波大・応生農水省・家術試農水省・生物研)

Proliferating cell nuclear antigen (PCNA) は、分裂細胞の核中に見いださ

れ、 DNA複製の際に leading鎖の合成を担う DNApoly珊eraseδ の補助蛋白質であるこ

とが最近見いだされた。 PCNA遺伝子は真核生物中で広〈保存され、イネ PCNAは、 ラ

ット PCNAとアミノ酸にして約 60%の相向性を示す。

我々は、 イネゲノムより単降した PCNA遺伝子の 5.上流領域の構造を明らかにし、

発現制御機構の解析をおこなった。本遺伝子の 5.上流領域を段階的に開IJりこんだ

DNA断片を β ーグルクロニダーゼ (GU S) レポータ-，宣伝子に融合し、アグロパクテリ

ウム感染によりタバコに導入した。得られたトランスジェユック植物体の GUS発現パ

ターンを調べたところ、根端部、茎頂部や未熟禁などの細胞分裂の盛んな部位!こ特異

的に GUSの強い発現が認められた。また成熟葉の業切片をカルス誘導の条件に置くと、

薬切片の切断面に特異的に強い GUS活性の誘導と高い[・H]thYlllidineの取り込みが認

められたo .さらにトランスジェニックタバコを用いた上記の実験により、イネ PCNA遺

伝子の分裂組織特異的発現に必要なシス制御因子は、本遺伝子の 5・上流約 o. 3 Kbp 

以内の領践に存在することが示唆された。
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laC09 トランスジェニック植物におげる proliferatingcel1 

nuc1ear antigen (PCNA) 遺伝子の分裂組織特異的発現

( 2 )組織化学的解析

。村上高・小杉俊ーし大儒佑子・鈴鹿巌 2・榎本末男・新井

勇治 1(農水省・生物研J筑波大・応生腹水省・家衡試}
イネ Proliferat ing cell nuc1ear antigen (PCNA)遺伝子の5・上涜領媛 (2Kb) と β ー

グルクロニダーゼ (GUS) レポーター遺伝子の融合遺伝子をタバコに導入し.得られたトラ

ンスジェニック縞物体を用いて組織化学的に GUSの発現パターンを分析した GUSの発現

は.茎1買部では生長点、の他にE首都に観察され.また復員括部では分裂帯に特に活性が強く.

根冠にも検出された.中心柱.皮膚郎等にはその活性はきわめて弱かった.一方.来展開

業を含むごく若い葉身では.業肉組織に GUS活性が特異的に強かったが.成黙葉では活性

は全く検出できなかった. PCNAj宣伝子の発現と. DNA合成との関連を調べるため.'Hーチ
ミジンの殴り込みを茎頂部と若い業の切片を用いて組織化学的に検出したと ζ ろ. GUSの

発現部位と DNA合成の盛んな部位が一致していることが示された.一方. PCNA(2Kb)-GUS 

遺伝子を導入したレタス(キク科)のカルスからの葉の形成過程においても同様の結果が

示唆された.これらのことは.茎頂部では.生長点はもちろん飾部組織も匪的細胞からな

っていることを意味しており.また未熟な若い業では.業肉組織で細胞分裂が盛んである

ζ とを示唆している.

以上の結果は 4 イネ PCNA遺伝子が.ナス科やキク科の植物中でも DNA合成と密援に

関連して発現するごとを示した.とのととから. PCNA-GUS融合遺伝子は.組物体やカルス

での細胞分裂の旺盛な細胞群を検出するためのマーカー遺伝子として利用できる可能性も

示唆される J

laDOl メロン果実の青空性インベルターゼの精製と性質について

泡坪友穂、中川弘線、小倉長雄、今関英種 2

1左煎隆英 (千葉大・腐化・ 2纂生研}

アムスメロンは受粉後、約 38日で顎賓の噌加;が止り、約 50 ..... 6 0日で食べ頃

になる。生育中には主な甘味成分であるショ鮒の萄績などが報告されている.本報

告では、精代測に大き〈関連していると恩われている隙性インベルターゼ-( E C 

~.2 . 1.26) 活性の生育中におげる変化と併せて部分精製した酸性インペルターゼの

性質についても検討を加えたので報告する。

アムスメロンの果実における慣性インペルターゼはほとんど可溶性インペルター

ゼでその活性は果実の勲成につれて変化し、受粉後活性が上昇し 9日をピーク低下

した。受粉後 10 日目の果実より、 DEH-celluloseならびに Con A Sepharose によ

り部分精製を行なった.可溶件.インペルターゼの至適 PHは5.5、Sucroseならびに

Raffinoseに対する Km備はそれぞれ 4.2. 20田Hであり、 HgCI2(3μ11)ならびに AgN03

(30μ11)などにより 96%、 42%活性が閉容された。また、メロン果実の可溶性イン

ベルターゼはトマト果実の細胞唆結合インペルターゼ抗体ならびにマングピーンの

芽生えの可溶性インペルターゼ抗体と反応した。その分子量は I・・unoblotting法に
より約 70，0.00であった.これらの結果より、可溶性インペルターゼも細胞墜結合イ

ンペルターゼも免疫的には類似情遣をもっているのではないかと推察される.
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laD02 ヤこ巴ナリショ精合成醇素及びインペ Jレターゼの cDNA

クローニング

。新井雅雄 1~ 2、森 仁志 宮、 今関爽務 1・2 (1名大・農・

生化学制御、 2基生研・情報制御)

ヤエナリ(Vi五回目di互主空)芽生えの各様官は、子葉の供給するシ g舗をショ

糖合成酵素(55) と酸性インペルターゼ(AI)により分解し生長に利用しており 、

両酵素の活性は務官の生長速度に対応して変化している。本研究では、この二つの

酵素の誘導と制御の解析を目的として両酵素の cDNA クローニングを行なった。

発芽二 日自の貧化芽生え下眠鮪より調製した po!Y(A)+RNA を錦型とし pTTQ18

をベクターとしてベクタープライマ一法で cDNA ライブラリーを作成し、 55 に対

する特異抗体でスクリーニングを行なった 。 その結果、 2.6kbpのインサートを持

つ 55の cDNA クローンを得た。 AI は、精察したタンパク質標品が二つの成分

(38kDa，30kDa) で構成されていたが、このうちの 38kDa成分の N末端アミノ酸前

列をもとに PCR法によって作成したプロープをmいて cDNA ライブラリーのスク
リーニングを行ない、 1.5kbp及び 2.6kbpのインサートを持つ二つのcDNA クロ

ーンを得た。この二つのクローンの制限酵素地図は一致し、 2.6kbpのインサート

は 1.5kbpの 5'側が伸びたものであった。また、プロープの配列は 1.5kbpの 5'

側に見出された。このことから、 AI精製標品の二つの成分は一つのポリペプチド

として生合成されたものであることが考えられる。

laD03 
マメ科発芽積子 αーアミラーゼのD察学的特徴

。南森 除司、河野 昭子i 神戸大炭化、 i大手前栄専)

αーアミラーゼは微生物、動物、継物を関わず広く生物の保有するデンプン分

解系の画事業であり、 デンプンの αー l、 6結合を水解し、 グルコース、マルトース

マルトオリゴ績を生成する点では共遜の性質を有しているが、等電点、分子量、各

種オリゴ織に対する反応性などの点では、個々の αーアミラーゼの特色が見られる。

我 h は、 マメ科嫡物アルフアルファ(旦豆且三三三五Q.主主.!J.ヱ三 L.)種子中の αーアミラー

ゼの存在様式に関する研究過程で、 この植物の αーアミラーゼの電気泳動的特性

.1. .... 
(イモピラインゲルでは泳動しない事)を発見したぶさらし、 この特性は、多くの

え
マメ科の αーアミラーゼに共通する事が判明した.本研究において、イモピライン

ゲルを用いた電気泳動条件を種々検討し、多くのマメ科 αーアミラーゼの君主動的性

質についての結論を得た.次に、アルフアルファ、緑豆、大麦、勝臓の αーアミラ

ーゼをそれぞれ精製し、各種マルトオリゴ糖に対する水解生成糖パターンやKIt健を

測定し、マメ科の αーアミラーゼに関して炊のような興味ある結果を得た. 1) マ

ルトトリオースを分解しない. 2)マルトテトラオースに対する Km健が比較的大き

い. 3) 可溶性デンプンを基質とした場合の Kml遣が比較的小さい. 4) イモピライ

ンゲル中では泳動しない.つぎに斗)の原因を考察した.

1，PCP in press 2，生化学 62 No.7 p.697 (1990) 
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laD04 サツマイモ塊振からの BranchingEnzyme (QE)の性質と

精製

。中山繁樹・中村保典 <A業生物資源研)
Branching Enzyme(以下 QE)は、子ンアン生合成過程のト静棄の一つであり、デンアン分子

にa-1 ， 6分岐術遣を噂入する。前線(1990年度年会講演要旨集 P218)において、登熱

中のイネ種子{品種 7ジtカリ)に構造の異なる 2積類のQE(QEI、QE11 )が存在していること

を明らかにしたが、今回す']7イモ塊根(品種:111料ンfン)のQEを精髄し佐賀を翻べたので報

告する。 QE活性はウサギ筋肉の Phosphorylasea共存下において、グルコースー1-リン酸から生

成される子ン1'1量をヨウ素墨色反応で検出した.

l)native-PAGEI活性染色法による分析で、す'i7HのQEは、イネの主成分である易動

度の遅いバJtf(QEI)が殆ど見られず易動皮の早いバンド(QEII)が大解分を占めた o 2)将

震は、す'i7H塊根を氷冷しながられジナイズし、 30$-45$硫安沈灘分画した後、 Sephadex
G-25、(以下 HPLC) DEAE-5PW. Ether-5PW、G4000PWの各種?ロ7げう7(ーを周いて行った。

その結果、 SDS-PAGEにおいて分子量約 85Kのほぼ蛾ーな I~ン F となるまで精錬すること

ができた。これはイネの QE11の分子量と阿程度であった。 3)この精製した QEを抗原

としウサギ抗血清を得た.これは粗摘出タンIl?質のウエスタンプD'1{げにおいて QEと特異的に
総合した。この抗血清を用いです'i7イモQEについて更に検討を加えた.

{この研究を進めるにあたり農業研究セント中谷誠博士から材料の提供を受けた。

ここに記して謝意を表する】

laD05 
イネ羨からのショ糖リン機シンターゼの嫡叡

武市哲郎、村田孝雄 (農業生物資源研)

ショ織りン隙シンターゼ(S P S )は U D Pグルコースからフルクトース-6 

-リン酸にグルコース残基を転移することによりショ精一 6 ーリン酸を合成する

酵素であり、ショ鰭合成の主要経路に位置し、 リン酸による阻害やグルコース-

6ーリン験による活性化を受ける鍵酵素であると考えられている。今回、 イネ

(アキヒカリ)業を材科として、 この静素の精髄を試みたので報告する。

5 ~ 6 ~震質問の幼 3震を液体窒索中で破砕した後、 バッファー中でホモゲナイズし

て組抽出液とし、 60%硫安沈澱分画より精製を開始した。ゲル漉過及び DEA E 

イオン交幾クロマトグラフィーにおいて SP S活性は明瞭な単一のピークを示し、

これらの繰返しは有効であったが、可溶性蛋白の大部分を占める RuBisCOからは

分隊できなかった。さらに疎水クロマトグラフィーと Q-Sepharose あるいは

Mo n 0 Qによるイオン変換クロマトグラフィ一、を行うことにより、酵素活性は不

安定化したものの、 高度の精製が可能であった。今のところ 6段階のクロマトグ

ラフィーにより比活性で 289倍の精型回線品が得ちれており、 S D Sポリアクリ

ルアミド電気泳動により SP Sサプユニットと考えられる分子量約 9万の単一バ

ンドが認められている。
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laD06 アミロプラストの adenylatetranslocatorとデンプンの生合成

Javier Pozueta-Romero. Fernando Ardila. 0赤沢発(名古屋

大学・農・生化学制御)

Adenylate translocator Iまミトコンドリア内膜に局在する主要タンパク質である。一般に、

クロロプラストの ATP透過能はそれほど大き〈はないと考えられている o ATP生成能を持た

ないアミロプラスト包震は、デンプン合成の素材であるところの ADPG合成のために cytosol

から ATPをとり込まねばならず、内膜に adenylatetranslocatorを持っているに違いないとの

考えからこの研究が始められた。

ATP /ADP /AMPのみならず ADPGが直接とり込まれること、そしてそれがデンプン生合

成酵素の働きと効率よく共役していることが明かとなった。 Cytosolにおいて、 ADPGはスク

ロース合成酵素によって作られるものと考えられる。 Adenylatetran s locatorによる ADPG輸

送機滑はアミロプラストにとどまらず、その他のプラスチド、例えば、プロプラスチド(タバコ)、

クロロプラスト(ホウレンソウ)、ミトコンドリア(シカモア)の内膜に普遍的に存在し、いづ

れも CAT.によって阻害される。 Adenylatetranslocatorが纏物細胞の C・化合物の同化、分配

機機に果たす重要な役割を論じたいと思う。

laD07 コマユミのf:曲、今の lmp-キシロース:フヲポ/ー lし3-

Qーキシロシ lレトラシスフエラ--e" K フい之
キ号 た・1妻、茄倉1#.行(熊本大 ・提 ・桧均斜空宇〉

フラボソ - Jレのヲイ主の水面を基7:"の配f動じ左触味布ヨ坊主11-、これ手 fκ 多くの

挽防力、今守区令 3 れて小~ IF、 その 11)::人):'."11プ)1...コースがいし同ヲムノ}スゎ臓移
誘杢f歩、'3.今回、われわれはコマユミ(ヱシキぞ科植物〉の撃から、折托v-Impー
キシD ース:ケγ フz ロー Jレ 3 -Qーキシロシ1レトランスフェろーゼ(F3XT)活性

左毘出しFえの f、その伶令官にづい 1宰防寄る.

コマヱミの劫t少今の m 油虫魚，;;、株キ令晶、セファヂ勺フスひ100 1'0' J: 1;¥" 
D1'.!¥E- むし D ースカラムフロマトグラフ 4 ーに t9、約 16猪口手 f純化f害予，. 
F3灯 11: 1( ]レ通過法tこよト 4トラ量が約 50，000ヒ推定ぞれ九幸次、三蓄性t11酬の

C\l 2 + ぁ、~ 1J."♂ド川、悲しく阻害オれ孔 1州の t，ラフロロ字毎会政手=水銀
(r(J.ffi) I ~よヲ'(色 F聖〈阻害才 ~3 か\ スーメ Jレカフ・ト z タ 1-]レ( 14耐)の同時よ李
tJor-主リ、その阻害主解除ずき干し最通 pll l;t、トリス一品酪繍東で、，-:7，0、イ
ミゲソ"ー}レ一場酸伊良衛~1更τwτg て‘あゥ段。 F3灯 のケンフ z ロ- ]レに対苛~ Km佐
は 0.R3州、 lmP-キシロース K対レては 25州ず、いずれもあい親和特左手す，司王合、

コマユミわ章 I~ 1事、 F3XT の l~ 台、に、報款の lmP- グルコース:ケシフ z ロール 旦ー

ク"1レコシlレトラシス 7 r-ラーぢ活性も見虫才れ阪か¥ 吃ホ今の場全降、イ才シ女使
フロマトグラフ~口主り、 1'3灯かも日IH咲い分離有事ご乞舟，，"Z.夕食.
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laD08 ジャガイモ塊茎 U D P グルコースピロホスホリラーゼ:

c D N A のクロ一二ング、 温~菌日列の角軍事?および大腸菌

での発現

勝郎妬矢、 数回恭章、 谷沢克行、 福井俊郎(阪大.11.研)

UDPグルコースピロホスホリラーゼは、 UTPとグルコースー)-リン重量との聞の可逆

的なウリジリル差転移反応を触織する置事業で、 多様な'世代自信におけるIt要な中間体

である UDPグルコースの生成と分解を司っている.ヌf5:o*の郁分アミノ酸菌il;IJに基づ
き合成したオリゴヌクレオチドをプロープとして mいることにより、未熟ジャガイ
モ塊茎より鯛聾した cDNAライブラリーから、本書事業タンパク質をコードする cDNAを

単雌した. 得られた最長の cDNAI主、 完全授の本隊索タンパク質のメッセージ(143It盤

基対)をコードしていた.本 E事業モノマーの計算分子量は 51、783で、 SDS-PAGEによ

る測定健とほぼ等しかった.

吹いで、 DNAポリメラーゼ反復反応 (PCR)法を用いて、 cDNAから本隊司軽の m造遺伝
子郁分を熔帽し、 プライマー中に組事入した新規制限醇素切断悌位を利用することに

より、 発現ペクター pTVI18-N中に槽幅 DNA断片を組み込んだ.得られた殉現プラスミ

ドpTUGを大腸菌にトランスフォームし、 この組換え株を IPTG添加培地で矯養した結

果、全可溶性タンパク質の約 5%に相当する本酵素が大腸鶴細胞内で生産された. 本

階事r.Iま、 2段階のカラムクロマトグラフィー鎌作により大腸菌から容易に精製するこ

とができた.均一に精製した本酵素は、 アミノ末端残裳のアセチル化の有無を除い

て、 ジャガイモ塊茎から精製した醇紫と m造的にも触 tl働総的にも同ーであった.

laD09 ステビオールへの配機体化ftf*

。祭日i 均、|鴫家 I際、 佐谷圭 三、鴻合英夫、西橋秀治 1、

IJlmiEi台I (島恨大・農・生物機能学、 1大日本インキ中央研)

天然甘味命lステピオサイド烈のアグリコン、 ステピオールへの配機体化醇紫について

検討した。 ステピア葉(St旦y~a rJtb.ell.!.!UJHI.a B e r t 0 n i )の相他出液を、 50 圃H リン陪緩衝i夜

(pH 7.5)で平衡化した DEAE-Toyopearlのカラムにかけると UDP-glucose (UDPG)依存

のステピオールへの配繍体化防索は素通りした。きt'，に、 KCl濃度勾配洛出による DEAE ク

ロマトや、 Toy目pearl G-3000 SWによるゲ Jl-海過などによってこの醇紫を 320僚に綿製し

た。 SDS-PAGEで 一本のバンドとして倹H:Iきれ、その分子量は、 24kd と決定された。ステ

ビオールと UD刊に対する Km備は、それぞれ 71.4μH  • 0.36 圃Hであった。この静型軽

!まステピオールの 13 fなへのグルコース転移を触嫁する他に Kaellpferolや Quercetin を

もアタリコンとして利用し、 と〈に Kae圃pferolへの活性はステピオールに対する活性よ

りも 3.9f脅も高くステピオール専用の酵素とは考えられなかった。ホウレン輩、 パセリ、

ヒガ 二， ハナの花弁、 タバコ f告書き細胞、 ステピアのカルス、 フロヅコリーからの抽出液中に

も Ka~mpferol や Quercetin Iご伺精体化する活性と共にステピオールにも配繍体化する活

けが怜川された。ステピオサイド鮪!主、 H~yia 臼lJ!.i!_l!!ii~J!呈縄のみに著書積されると考えら

れているが、 アグリコ ンに配絡体化きせる活作は、広く積物界に存在する基質特異性の広

い n~ で 13-0- グルコシルステピオールへと変慢されると考察される。
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laD10 高等縞物のア叉コルヒン酸生成におげる中間体どしての

ゲルコソンについて

7守勝手01健、 Frank A. Loevus t (京大 R Tセンタ一、 Bワ

シ ントン州 .IT.大}

高等植物におげるグルコースからのアスコルビン餓(以下 A A )生成では、 そ

れぞれの 1位から 6位の炭素原子が相互に対応することが知られているが、 ぞれを

説明しうる生合成経路は未だ明かではない.我々は、 D -グルコソンが AA生合成

経路におげる中間代目財産物である可能性を検討するために、 各種標識グルコソンを

合成し、 高等植物におげるその代絡を調べた.

まず、 D-[6-tAC] グルコソンをホウレンソウに与えた場合に生成する棟、織

A Aは、 1)O-[6-tAC] ゲルコースを与えた場合に生成する標織 AAの約 7倍

であり、 2)その 6位の炭素原子中に 9 8 %の IA C を保持しており(問機の結果は

ゴガツササゲにおいても観察された}、 3)縞物組織中に非標織のグルコースを予

め与えるごとにより、 無処理の楊合の約 8%に減少するごとが認められた.

次いで、 AAを穫lItと清石院に代測するペラルゴニウムに各種機械ゲルコソン

を与えた吻合、 グルコソンの l位と 6位のけ Cは穆酸と酒石駿中にそれぞれ取込ま

れたが、 5位の き"は A A、 警酸、 および酒石酸には取込まれなかった.

ごれらの事実は、 グルコソンが高等植物における AA生合成経路におげる中間

代謝産物である可能性を強〈示峻するものである.

laEOl 
クロロフイライドのフイチレーシ雪ンに対する金腕キレ

ーターの阻害効果

-田中破人・問中 歩・辻 英夫(京大・理 ・績生研}

7日間暗所で成育きせたキュウリ貧化芽生えから子棄を切り取り、 4時間暗所で

5圃H α，α'-di pyr idy 1 (DP)処理すると、光照射後のクロロフイライドのフイチレー

シロンが阻害きれた.限警は、 貧化子棄を 5・"ZnC12で処理すると閥復したので、
DPは金属キレーターとして作用していると考えられる. この阻害.，憶を明らかにす

るために、無細胞系を用いた実験を行なった.

暗所中でキュウリ子棄を穏やかに破砕し、 200x，遠心上ttを2，OOOU遠心した沈

殿を業縁体圏分とし、 とれを 0.4Msucrose， 50・"Hepes(pH 8.0)， 20・""，CI2・
20・岡 ATP，0.2% BSAを含む反応液に懸濁した. このサンプルを 1分間光照射してか

ら60分間暗所でインキュペートした後、 クロロフィルおよびクロロフイライド類を

定量した.キレーターで前処理していない子葉から得た葉緑体観分では、反応液に

pbytol;を加えない場合でも、フイチレーシ g ンが観察きれた. また、反応液に2."
DPを加えても、フィチレーシ g ンlま観察きれた.キレーターで前処理した子葉から

得た葉緑体個分では、 反応液に phytol;を加えない場合は、 フィチレーションは金〈

織祭きれず、 0.5・"pbytol;を加えた渇会には、キレーターで前処理していない場合
とほぽ岡織にフィチレーションが観察きれた.とのことから、 DPは、 diterpene

(phyt目lまたは cerany1 ，e rani 0 1)の供給を阻害しているととが示唆ぎれた.
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laE02 光合成細菌の光合成色繁蓄積阻害の光作用スベクトル

高官建ー郎 〈九州大・理・生物〉

【序論】 我々は 1988年度の本年会で，光合成細菌を好気的条件下で光を照射してlft獲すると，
バクテリオクロロフィル (Bchl)やカロチノイドが膜に蓄積しないことを示した.さらに我々は，

この色素蓄積限容の作用スベクトルを測定す~ことによって，限容には青紫色光が脊効であること

を示した.他方，高い敵素分圧は光合成色禁生合成を阻害することが従来から知られているので，

青紫色光の阻害作用が嫌気的条件下でも観察されるかどうかは興味のある問題である.今回は，好

気性光合成細菌では嫌気的条件下でも問機な光阻害を示す結果を得たので報告する.

【方法】 好気性光合成細菌 Roseobacterdenitrificans (従来の ErythrobacteLOCh 114)を綴

気的条件でトリメチルアミン N-オキシド存在下で生育させ，生育速度， Bchlやカロチノイドの含
量に対する光照射の~響を調べた.

【結果・考察】 トリメチルアミン存在下・嫌気的条件下では，生育速度は光照射の膨響を受けな

かった.暗所生育薗は少量量の Bchlおよびカロチノイドを含んでいたが，明所生育箇はそのいずれ

も殆ど含んでいなかった.暗所生育衝に途中で光を照射すると，照射中の光合成色豪含量は憎加せ

ず一定であった.光合成色素蓄積に対する光阻害にt;t420 n闘をピークとす~青紫色光が有効で，
長波長の光は効果が無かった.この光阻害作用は磁敵塩の存在下・嫌気的条件下での生育(脱窒条

件)においても観察された.これらのことから，少なくとも..!L.!!enitrificansでは，好気・嫌気

両条件下で青紫色光は光合成色素の蓄積を阻害し，光受容色素と阻害の機機はおそら〈同ーであろ

うと考えられる.

laE03 好気・明条件下におけ ~Rhodobacter sphaeroides色素タンパク
遺伝子の発現の光波長依存性

島問裕士・射場厚・高宮建一郎(九大・理・生物〉

紅色非イオウ細菌 (purplenonsulfur bacteria)であるRhodobactersphaeroidesにおいて光

合成に関与している色素タンパク複合体の合成・ 11積は，光や酸繁分圧によって著しく彫警を受け
ることが報告されている.前回の学会で好気的条件下で光〈特に白色の強光〉を照射して生育した

薗は好気的条件下で暗所生育させた菌と異なり，遊般のパクテリオクロロフィルやカロチノイドが

存在しないこと，集光性パクテリオクロロフィルタンパク複合体 Iとo(それぞれLH IとLHD
と略す〉のアボタンパクの遺伝子の聞RNAが存在しないことを報告した.今回の実験から，光を

照射した時にはLHDのアボタンパク遺伝子のmRNAはLHIのそれよりも短時間で見られなく
な~ことが示された.つぎに， L H IとLHDのアボタンパク遺伝子の転写阻害に彫響を与える光
の波畏依存性老調べ~ために， 4200111， 530n民 770n聞に透過率のピークをもち，透過する波長場が
広いバンドパスフィルターをもちいて転写阻害のおおまかな波長依存性を調べた.一番短波長側で

ある 420n聞の光がそれぞれの遺伝子の転写を一番よく阻害す~ことがわかった.さらに， 450n聞から
620nmの聞においてそれぞれ単波長を照射して問機な実験を行なったところ，この場合も一番短波

長側である450n聞の光を照射したときがそれぞれの遺伝子の転写を一番よく阻害していることがわ

かった.現在，より長波長側での問機な実験を行なっており，既に射場らによって報告されてい~
バクテリオクロロフィルとカロチノイドの光照射によ~蓄積阻害の光波長依存性(1)との関連性を
綴告する.

(1) Jba， K and K， Taka傭iya(1989) Plant CeJJ PhysioJogy. 30:471・477
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laE04 超強光下で生育した synechocystis PCC6803の

膜ペプチド組成

。相湾克則 . Ii回善彦 (基生所・細胞生物)

藻類等の細胞の光化学系(PS )は超強光の照射により損傷を受ける.ラン藻

synechocysti s PCC6714ではこの場合に PSIIの失活が急速に起こるが PSI の方

は比較的安定である事を既に報告した.今回は超強光下での鰻ペプチド組成の変

化を調べたので報告する.

svnechocysti s PCC6803を弱光 (5W1m2)で培養し次に超強光 (300W/IIりを照射し

経時的に細胞を回収した.これから調製した膜ペプチドを LDS-PAGEで分厳し CBB

染色性等で分析した結果(1)クロロフィルの細胞含量は経時的に低下した.

(2) 47， 34， 27， 23， 18.5kDaの分子量を示すペプチドの細胞含量の低下は顕著

で、超強光照射 6時間でも変化が認められた. これに対し (3)P700値の低下と

PSIコアペプチドに対応する 60-70kDaペプチドの含量低下は (2)に比べて遅〈、

PSIが超強光下でも比般的安定な事が、ペプチド含量の菌からも確認された. ま

た 15.5，10， 8.5kDaペプチドの含量低下も緩やかであった.更に (4)含量変化

が超強光照射 24跨聞でもみられない 21kDa 等のペプチドも存在した.これら

は同細胞を用いて報告した光質 (PSIや PSII光)の変化に伴って起こる駿ペプチド

含量の変化パターン即ち、 PSI に関連すると推定されるペプチド含量が変化する

場合とは明かに異なっていた.以上の知見を示すとともに超強光照射条件下での

膜ペプチ R組成の変化及び同組成への光質効果との差異について論韓を行なう.

laE05 光照射により誘導される psbD-psbC遺伝子転写産物とそ

の誘導機術

川口 1曹、 金山満彦、 椎名降、 皇鳥喜則{広大、 総合料)

薬縁体 DNAにコードされた光化学系 11 (PSII)関連遺伝子として現在の

ところ psbAから psbNまでの 14個が知られているが、 それらの翻訳産l物の多くは

小麦のエチオプラストでは蓄積しておらず、 光照射により発現してくる.

Diに一部の PS 11関連遺伝子の転写産物の緑化中の変化については報告した

が、 今回は psbAから psbNまでの全ての転写産物の発現パターンについて検討した.

緑化中の各時間の小麦薬からプラスチド RNAを抽出し、 ノザンハイプリダイゼ

イションを行ったところ、 全ての P S 11遺伝子がエチオプラストでも転写されて

いた。 psbA，B，C，D，H遺伝子の転写産物のパターンは光照射により顕著に変化した.

ー方、 エンドウでは光照射によりその転写産物の噌加の見られる psbNを含めて上

紀以外は大きな変化を示さなかった psbD/C遺伝子総には少なくとも 6種の転写

産物が存在し、 その肉、 5.4，". 5、4. 0， 3.0、2.6kbの転写産物は psbDの上流 -159~ 
ー1060の聞に 5・末端が存在し、 光照射により治大する4.0、3.0kbの転写産物の 5・

末端は 2種とも psbDの上流約 -680であった. さらに、 この未舗が転写開始部位か、

プロセシング部位かを invitro capping法により調べたところ、 この 5・末織は

転写開始部位であることが判明し、 psbD/C遺伝子の光誘導性の転写産物は光によ

る転写活性の促進により噌加したことが明らかになった.
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laE06 
l豆』正子fusion による光合成細菌 !UW9.9At.品位盟問吐畦明に

おけるフェレドキシン発規制御の解析

0末次r.R実、佐伯和彦、般原 央(阪大・理・生)

紅色無硫黄細菌!!. cJtJl..ll u_t~'-t望室は光合成やlJf-吸、嫌気呼吸等の多様な条件下で生

育できる。我々はとれまでに、 ζ の納械から 2積のフェレドシン (Fd1、 Fdn )を精
製し、一次情造解析を行ってきたが、他の細菌のフェレドキシンとの精進比較から

とれらがフェレドキシンの分子進化において異なるグループに属し、異なる機能を

掬うと考えている.本実験ではとれらの Fdの機能分化を明らかにするために、各々

の構造遺伝子 (fdxtL臼主主)と、大腸閣の出Z遺伝子との融合遺伝子の発現を調べた.

まず融合遺伝子を含むプラスミドを接合によって野生株に移し、得られた閤体を様

砲な条件で培養した.閤抽出物の Gーガラクトシダーゼ活性を測定した結果、 fj三Jj-

-Li!c7，は、ニトログナーゼ系遺伝子群 (!uf遺伝子務!と同織の制御を受付ていた.ま
た臼I.x.Nの上流には、植物のフェレドキシンに相向性を持つ遺伝子 (fdxC)が存在する

が、 id_1!.C-llULZ も、f.~txN -Lcu;Zと同じく窒素図定条件で発現した.一方、 白星.A-L~~Z 

は窒索開定条件とは関係なく、呼吸やジメチルスルホキシドを用いた嫌気呼吸、借

地中の炭素源を乳酸または酢酸に限定した光合成による生育などの生育条件下でも、

発現蹟はほぼ・一定で、常に発現していた。 ごのごとから、 FdxN(Fd1 )は窒素国定に

関連して機能するが、 ごれに対し、 FdxA(Fd 11 )は窒素固定とは関係なく恒常的な機

能を持っと考えられた。

laE07 
光合成細菌 Rhodobactercapsulatusにおけるフヱレドキシンの

機能分化:遺伝子被績と相補性試験を用いた解析

O佐伯和彦、徳田賢一郎、松原 失(阪大・理・生物)

R. capsulatus ICは従来から 2穫のフェレドキシン(FdTとII)が含まれる ζ とが知られて

いたが .我与はとれらの Fdの構造遺伝子 (fdxN と fdxA) のクローニングと塩基配 ~II の

決定を行ない、 fdxNのすぐ上流IC葉緑体型 Fdをコードする遺伝子 (fdxC)が存在する

ととを明らかにしてきた. Fd問の機能の差異を明らかにするために、 fdxN. fdxC及び

fdxAの破療実験そして破療株の相補実験を行なった.まず . fdxNと fdxCのいずれかあ

るいは両者の一部分を除去して薬剤耐性因子と置換したプラスミドを用い 、 相同組倹に

よる各 Fd遺伝子の破績を行なった.得られた破喫株はいずれも窒禁固定によって生育

するととができず‘とれらの Fd遺伝子または下涜に存在する未知遺伝子の産物が窒素

固定 IC必要であるととを示した.そ ζ で . fdxN下流部分を 3'側から段階的 IC欠失させた

断片などを含む各種のプラスミドを変異株に導入して窒禁固定能の回復を調べたと ζ

ろ. FdxNとFdxCいずれもが窒素固定に必須であるととが判明した . fdxA ICついても問

機の方法で‘呼吸.嫌気呼吸を含む種与の条件で検索を行なっても 破懐株は得られな

かったが、 fdxAの下流 IC薬剤'1i耐性因子を抑入したととろ容易 K耐性株が得られた.従っ

て. FdTTの喪失は致死的であると考えられた.以上の結果かち、 FdxN( FdI) と FdxCの

両者が R.capsulatusの窒禁固定に不可欠な異なった機能を果たしている ζ と.そして.

FdxA ( FdIl)がとの細菌の恒常的な機能 IC不司欠である ζ とが示唆された.
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laE08 
A.rl-Eo l>JI..!L!!1l Y-I!ι.L~b i 1 i sにおけるプラストシアニンと

チトクローム c-553の銅による発現調節

w武嗣.中村真樹.吉崎文目11.杉村康知(東邦大・理・生物)
ラン藻 ttJL1!-也盟室主主・4亘bilis では tき地中の銅含量を婚やすと光合成電子伝達

系のプラストシアニン ( P C )が憎加するとともにチトクローム c-553 (c-553) が

らにより報告
減少し 銅含量を減らすとその逆の現象がみられることが Sandmann 

されている. この調節段階を調べるために、 An亘h全宣旦亘 variabilis NIES-23より PC 

及び γ553を精製し、 それぞれに対するウサギ抗血清を得て、 ウエスタンプロットを

行った pC抗血清では、 銅添加培養した藻体の粗摘出液で精製 pCに対応するバ

ンドがみられたが、 無添加洛饗した藻体の組抽出液ではみられなかった. c-553抗血

清では、 無添加溶養した漢体の粗抽出液で精製c-553に対応するバンドがみられたが、

銅添加培養した藻体の粗抽出液ではみられなかった. 前駆体に対応するバンドはい

ずれの場合もみられなかった. これは、 P C発現と c-553発現の銅による調節が、 共

に観訳よりも前の段階で行われている可能性を示している.

ラン漢の c-553発現の銅による調節段階についての報告はない. p C発現は、

ill豆d旦旦ヱE主issp.PCC 6803では翻訳またはそれ以後の段階、 一方、 色目恒三日 sp.

PCC 7937で'は転写段階で調節されているととが報告されている. 今回の結果は後者

に近い. 現在、 銅添加及び無添加で培養した藻体での PC及び E・553の翻訳可能な

mRNAの有無を、 無細胞銅訳産物の免疫洗澱の実験で調べている.

laE09 ランソウ光化学系 I

。清水徳朗、槍山哲夫、

理・生化、 1理研)

pS8A. pS8B 遺伝子のクローニング

池内昌彦 1、井上頼直 1 (埼玉大・

好熱性のランソウである SynechococcuSyulcBDUS DNAをラムダフアージベクタ A

-D a s hに組み込んだライブラリから、光化学系 1の 2つの大サプユニットをそ

れぞれコードする遺伝子、 p s a A. p s a Bのクローニングを行った プロープ

には、 名古屋大学遺伝子実験施設杉浦昌弘教授より分綴を受けたタバコ p s a A. 

psaB遺伝子を組み込んだ DNA断片を 32pで標議したものを用いた。 ポジテイブ

なクローンをい〈っか姶い、そのラムダフアージ DNAから p s a A. p s a B遺伝

子が入っている DNA断片をフアージミッドベクタにサプクローニングし、 ExoIII 

Hung bean nuclease で欠損体を作製してサンガ一法で滋基配列を決定した.

その結果、 p s a A， p s a B遺伝子聞の距障は 23 b pで、すでに報告されて

ーいる他のランソウ SynechococcuSsp. PCC 7002の 17 3 b p と比べて非常に短い

上に、 その部分に報告されている様な ORFは存在せずむしろ高等縞物のものに近

いことがわかった。 さらに、 psaAの N一末捕のアミノ酸菌列も、高等植物の

それに類似しており、全体として葉縁体型の配列に近いものであると考えられた。

復基菌E列から予想されるアミノ酸配列は高等植物およびランソウ PCC7002のも

のと高い相向性を示すが、 psaAに 5個、 p s a Bには 3個のシステイン残基が

存在することが特徴的である。
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laE10 光化学系 1psaC遺伝子の大腸菌での発現とその解析

。清水徳朗、橋本光広、楠山哲夫{埼玉大学・理・生化)

好熱性ランソウ s.vul Cllnusからクローニングした、光化学系 19kDaサプユニット
(subun1t VI I)の遺伝子 psaCを、 T7プロモータ/ターミネータの聞に入るよう

にベクターに組み込み、 T7RNAポリメラーゼを IPTGで誘導合成することの出来

る大腸菌JHI09(DE3)株に導入した。この菌株を 0.51HIPTG処理した後、 フレンチプ

レスで薗体を破砕・低速遠心で沈澱してくる画分を回収したところ、遺伝子産物は

この画分に含まれていて、電気泳動上で光化学系 Iの9kDaサプユニットと同じ位置

に泳動されることが、 ウエスタンプロットの結果から判明した。次に嫌気的な条件

下でこの沈澱を 0.5UritonX-100で可溶化し、直ちにホウレンソウ CP 1標品(大

サプユニットのみの反応中心)と混合して再構成をおこなわせた。 その結果、 メ

チルピオローゲン非存在下における、 430nlでの閃光照射後の P700再還元の半

減期は 1815から 100-150・sとなり、室温で放慣した場合の安定性も増大した。 .低温
EPR測定により、遺伝子産物に一種の鉄イオウシグナルが認められたが、再構成

したものでは ce n七 er -A， Bの存在を示す g=I.94， 1.92， 1.89， 1.86の位

置にシグナルがあらわれた。このことから大腸菌で psaC遺伝子産物は鉄イオウクラ

スターを配位した形で合成されていることが分かった。(EP  R測定にご協力頂い

た理化学研究所の弁上頼直-小野高明両先生に感樹いたします

laEll プラストシアニンとその"fusion"蛋白質の大腸

菌における発現

。日比野隆，岩崎行玄，石川浩，高倍昭洋

(名城大・理工・化学)

プラストシアニンの遺伝子は槙ゲノムに支砲され，分子サイズが 16.6kDa

のプレカーサーとして合成された後 2段階のプロセスを受けてチラコイド膜のル

ーメン側に輸送される(1) .我々は陣年の年会で，プレカーサープラストシアニ

ンが大腸菌で発現されること、大腸菌で発現し部分輔制したプレカーサープラスト

シアニンは in vitroの系でmatureプラストシアニンにプロセスでき

ることを報告した (2).今回，さらに鋼のアポ蛋白質への取り込みといくつかの

"fusion"蛋白質の作成について検討したのでその結果について報告する.

プレカーサープラストシアニンのDNAは 5i1ene pratensi sから単躍したもの

を用いた.プラストシアニンの検出はウエスタンプロッティングにより行ない，蛋

白質に銅が取り込まれているかどうかは 597nmの吸取， E S Rスペクトルによ

り検討した.Nー末端領域の欠落したプレカーサープラストシアエン mature

プラストシアニン，アズリンのシグナルペプチドをもっプラストシアニンについて

検討した.'これらの結果について報告する.

(1) Saeekens， S. et a1. (1986) Ce11， 46， 365・375

(2) Hibino， T. et a1. (1991) 8iochia. 8iophys. Acta， subaitted 
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laE12 光化学系1Iの隙素発生系に関与する 33-kd~ï ハ . 'J質の構造

解析べの試み -33-kdタンハ・ク質の大腸閣内での大畳発現

周!幼松 、小西智一 、 和田 1紋四郎¥渡辺 昭{名大・膜・

主化学制御、 l金沢大・理・生物)

光化学系1Tの椴素発生系に関与する 33-kd タンパク貨は結晶化されにくいため.

X線回析による情造の解析が難しい.そこでわれわれは NMR 法によって高次情造

の情報を得るために、円 N標識したタンパク質を合成することを考えた .ζ のため

には大腸菌でこのタンパク質を合成させることが必要であり、と ζ では、発現ベク

ターを使ったとのタンパク質合成系の作製を中心に報告する.

アラスカエンドウの a3-kd タンパク質の cllNA を鋳型にして、成熟タンパク質

部分のみをコードする配列(s )と通過ペプチトの一部分も含む配列(L )を PCR
によって噌婚したのごれらの産物をT1プロモーターを持った pF.T2cに組み込み‘

f7 RNA ポリメラーゼを産製する大腸墜!に場入した.多量の a3-kd タンパク質の発

現が SIJS-PAGE およびウエスタンプロデイングによって確認された。また、大腸閣

で合成されたとれらのタンパク質の移動度は、業縁体 33-kd タンパク質と同じこ

とが示された.さらに、大腸菌で発現させた 33-kd-Lはペリブラズムで、 33-kd-

Sは細胞内で、いずれも不溶休となっているととが観察された，現在、 ζ のタンパ

ク質の精製を試みている.

laE13 ユーグレナの酸素発生系 30kDaタンパク貿前駆休の

同定

.黒田育生，稲垣純子，山本泰 (岡山大・理・生物)

高等植物の光合成酸素発生に関与する光化学系 Eの膜表在性タンパク質(33， 

24，18 kDa) は核 DNAにコードされ、細胞質で合成された前駆体は業縁体膜、チラ

コイド膜を通過したのち、成熟型になることが知られている.最近、ユーグレナで

閉じく核支配タンパク質である LHCの前駆体が mRNAの翻訳産物より同定され、

この前駆体は成熟型 (27kDa) に比ペて非常に分子量が大きい polyprotein(207， 

161，122，110 kDa)であることが示された 1】.そこで我々はユーグレナの酸素発生

系の 30kDaタンパク賀について高分子前駆体の存在の可能性を検討した.まずユ

ーグレナ細胞より poly(A)+mRNAを分離鯖製し invitroで翻訳させた.続いて、

ホウレンソウの 33kDaタンパク賀の抗体を用いた免疫沈殿とフルオログラフィー

により前駆体の検出を試みた.その結果、分子量約 45kDaの前駆体を同定するこ
とができた.これは成熟型に比ペてかなり高分子ではあるが LHCの前駆体のよう

な超高分子前駆体ではない.また、ユーグレナの 30kDaタンパク質の mRNAは暗

条件生育細胞でも明条件生育細胞でもその量に大きな変化がないことが同様の in

vitro聞訳一免疫沈殿の手法ノで明らかになった.現在、細胞のパルスラベル実験に

より、 30kDa タンパク賓の前駆体の同定と前駆体の成熟型への移行のプロセスの

検討を行なっている.

1) Rikin.A. and Schwartzbach.S.D. :Proc.Natl.Acad.Sci.USA， 

85.5117-5121 (1988) 
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laFOl イネ培養細胞における植物体再生に及ぼす矯豊島裕要因の影響

草草原正義、 '11零孝保( (採)ナーサリー・テクノロジー)

演者らは、優良形貨を持つイネのクローン酋の大量生.i!l'!を目的とし、イネ懸濁熔豊島細胞からの効率的継

物体再生系の開発を行っている.先に固体培地上での再分化に及lます諸要因の影響について報告している

(77回育種学会}が、今回はより効率的な植物体再生系として期待される液体矯地での再分化系の確立を紙

みた.

イネ絡重量細胞の甥理事及び継代維持は松野ら(76回育種学会)の方法を若干改変し行った.すなわち、イネ
品種ササニシキ(Oryzasa且~ L. cv. sasanishiki)の完熱帯晴子の防総節分より生じたカルスから懸濁矯

豊島細胞をm等し、 1週間毎に継代し維持した.継代時には細胞塊の肥大を抑制するためナイロン飾を用い
て物理的に細胞塊を破砕し、 1000μ径以下の細胞塊を移植した(lgcell clusters/100ml皿ediua/500a1

flask) 0 分化の勝司事は200-1000μ径の細胞塊を用いた (20mgcel1 clusters/20皿1aedium/lOO・1flask). 
再分化持聖地中の成分及び矯費量条件を改変し分化に及ぼす影響を網ペ、以下のような知見を得た.

①再分化矯地中の成分として分化に対する影響の大きかったものとして、 auxinX cytoki nin、sucrose、

N03X NH4、浸透圧鯛節剤(sorbitol.aannitol)であった.総代総持に用いている熔地のauxin(2.4-D)
浪度を低下させることにより再分化が偲められたが、 auxinとしてNAA及ぴkinetinを添加することが

有効であった.21以上のsucroseは分化を阻害した o NH4温は阻害的であり、高N03・低NH4が分化を促

進した o sorbitolの添加は分化に有効であるが、異性体であるaannitolでは阻害的であった.

②矯費量条件としては熔地量/フラスコ容量が重要であり、 201111/100.1flaskに比べ 20・1/300・1flask 
が有効であった.

③分化続導後1-2週間で細胞塊の肥大、緑化が見られ、 3-4週間で11111¥程度の茎業の出現、 5-6週間で

10111111程度の幼植物体が薦められた.

以上のような検討結果から液体矯地中においても個体矯地での再分化率 (ca.100plantlets/20l1lg cell 

clus ters)と同等の再分化系が得られた.

laF02 低細胞密度下での積物培養細胞の噌殖組審

ーー コンディショニング効果の機補

坂野勝啓・松本万紀子・清田誠一郎・矢崎芳明

(農水省・生物研}

ニチニチソウ鳩餐細胞の低細胞密度下における細胞分裂・増殖限容の形鰻的特

徴の一つは、増殖初期における細胞のパーストである. 橋砲のリン酸濃度を高める

ことによって問機のことが高細胞傍皮下でも起きることが明らかになったので、 細

胞増殖に対する細胞密度・リン酸鴻度の関係を調べた. ニチニチソウ培養細胞は M

S t脅地 2ち・l中で 7 日毎に 3・1 を植えつぎ、 この時の初期細胞密度(約 4xl0匂 5/園1)を
基準密度とした. 実験で細胞密度を下げる時はその 112.1/4.1/8 とした. リン酸濃

度は MS矯地中の濃度1.25.Mを標準とし その 2.4.8倍を高リン酸処理区とした.

細胞の地殖は植えぎ後経時的に一定量の細胞懸濁滋を採取し、 プロトプラストとし

てから血球計算板上で計数して増殖曲線を婚き、 これを基に判定した. リン酸を標

準濃度として細胞密度を低下させると 1/4.1/8 の細胞密度で著しい増殖匝容がみら

れた. 初期細胞密度を基準密度としてリン酸濃度を噌加させたときには濃度の噌加

にともなって lag 期が長くなった. しかし細胞密度を下げたときの地殖阻害はそれ

に合わせてリン酸濃度を下げることによってほぼ完全に克服することができた. し

たがって、 リン酸は"負の"コンディショニングファクターであると考えられるが、

これが唯一のファクターであるかどうかは現在のところ不明である.
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培養細胞にお付るシキミ酸経路 11. 

一二次代謝との相関一
laF03 

作田正明.山田菜穂.清水碩(お茶の水大・理・生物)

摘1切において，シキミ骸軽路はタンパク質合成のみならず二次代謝系への芳香肢

yミノ酸供給系として重要む意味を持つ.このことよりヨウシュヤマゴボウ培養細

胞を用い，培養期聞におけるシキミ酸経践の代謝変動について二次代謝との相関と

いう観点、より検討を加えた.都代後，岡経路の鍵酵素であるOAIIPsynthase(3-

deoxy-I)・・arabino~heputurosonate-7-phosphate)の各アイソザイム (OS-Hn ， OS-Co)

および開 (chorismate mutase)の活性を経時的に測定した.その結果.OS-Coの

生重買および細胞当りの活性は共に対数増殖期の4日目と初期定常期の8日目の両

者にピークがみられるのに対し.OS情 Hn活性は8日目のみにピークがみられた.ま

たCHは定常期において活性の上昇がみられた.さらに，細胞内の遊魁芳香族アミノ

限量を測定したところ， Phe， Trpに比べlyr量は定常期においては極めτ高いレベ
ル(4)J mo I / 9 FW)にあるが，対数増殖期では著しく減少し(0.14}Jmol/g FH.> ，Pheとほ

ぼ悶レベルであった.これらの結果より，ベタシアニンおよび他の二次代謝産物の

生成とシキミ酸経路の代謝変動との相関について考察要る.

前提細胞系におりるシキミ階経路 111.

一拍物ホlレモンの影響一
laF04 

II.JUJ菜徳，作LU正明.清水傾{お茶の水大・理・生物}
ヨウシュヤマゴボウj活躍細胞を問い. Ô"P synthase ，chor i sma te lIIutase活性に

およぽす柏物ホルモンの影響について検討を加えた.通常の賠蓋条件(2，4-05}JH) 

から2，4-0を除いた場合(-2，4-1))及び.2，4・0存在下でGA3(1 OpH)を加えた場合

(+GA3)の各条件下で照義を行い，各ステージ(1，4，8日後)におりるOS-CO，os-伽
及び開活性を測定した.-2，4-0では， OS-Coの活性は殆ど影響を受付なかったが.

OS-Hn活性は.4日目ではコントロールの約1.5倍であった.また.CH活性も4日

目には1.3 1自に増加した +GA3では.細胞の肥大により.生重量当りの醇素活性は

減少するが，タンパク質，細胞数当りの活性に注目すると.OS-Co活性には各ステ

ージとも，顕著な影響はみられなかった.これに対し.OS-伽活性は.8日自に80

z以下に減少した.CHは， 4. 8日目に活性が増加し，さらに各ステージにおいて
r rpによる活性化率に大きな差異があったことより，二つのアイソザイム(C川.
CHII)のうち.特にC削がGA3により.影響を受りることが抵定された.

OS-Hn-は2，4-0.GA3により.CHI 'jGA3により.その活性が変動することより両

酔素ともにplastidに存在するアイソザイムに対し.植物ホルモンが影響を及ほし

ている可能性が示唆された.
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laF05 ブドウ培養細胞における PAL， C H S 11 R N Aの発現

1鋒川弘一、駒嶺 穆(東北大・理・生物)
高等植物における二次代謝の発現は一般に細胞滑殖とは背反する現象であると

いわれている。 これまでに演者らは細胞増殖の停止とともにアントシプニンを蓄積

するブドウ堵費細胞系を用いて研究を行い、細胞増殖の停止にともなう細胞内フェ

ニルアラニンプールの増大がトリガーとなって PAL、 CHSといったアントシアニン合

成系の酵素活性の上昇を誘導し、 アントシアニン合成を引き起こすという仮鋭を提

示した。 今回、 主主々はブドウ培養細胞系のアントシアニン蓄積に先立つ PAL、 CHS活

性の上界がどの織な段階で飼節を受けているのかを明らかにするために PAL、及び

CHS mRNA に対する cDNAをプロープとしたノザンハイプリダイゼーションを行い、 ぞ

れぞれの mRNAの蓄積量を経時的に飼ベた。 その結果、 通常の継代培養時、 リン酸飢

餓処理時に見られるアントシアニン合成に関連した酵素活性の上界は圃RNAの蓄積量

の滑加をともなっていることが明らかになった。 さらに、継代後 4日目に培地中に

フェニルアラニンを添加し、 アント.シアニン蓄積を誘導した場合についても PAL、

CHSの活性上昇は mRNAのレベルで調節を受付ていることが示された。 これらの結果

から、 ブドウ渚養細胞系におけるアントシアニン蓄積は細胞内フェニルアラニンプ

ールの増大によって誘導される PAL、 CHS・RNAの蓄積とそれに続〈酵素活性の上昇
によって引き起こされるということが示唆された。

laF06 ヒャクニチソウ単厳禁肉細胞の管状要素分化に特異的な

ペルオキシダーゼアイソザイムの解析

佐旗 康・杉山宗隆・駒嶺 穆(:東北大・理・生物)

管状要素分化のマーカーであるリグニンの合成過程の最終段階のヒドロキシシ

ンナミルアルコール類の量合を触媒すると考えられるベルオキシダーゼアイソザイ

ムの特定を試みた。研究にはヒャクニチソウ車厳禁肉細胞の管状要素分化実験系を

用い、 まず管状要素分化特異的ペルオ弁シダーゼアイソザイムの特定を行い、ぞの

アイソザイムの稽性質を解析しリグニン合成への関与の可能性を凝った。

細胞豊富から 3M NaClで抽出されるイオン結合性ペルオキシダーゼ画分において

分化に伴った顕著な活性上昇が認められた。そのアイソザイムパターンを Cathodic

native PAGEにより解析した。 経時変化及びホルモン条件を変えた実験から、対照

治地で培養した場合に検出される P1-P3の 3種のアイソザイムに加え、分化鶴導培

地ではさらに P4、 P5の 2積のアイソザイムがリグニン沈着の起きる時期に検出され

た。 また Percollを用いた段階的な遠心分般により来分化細胞を排除し管状要素を

集めアイソザイムパターンの解析を行った結果、 Pl、 P2、P5が管状要素に存在する

ことが示された。これらの結果から P5が分化特異的アイソザイムとして特定された。

さらに Pl吋 P5の諮性質を活性染色により調べた結果、 コニフェリルアルコールに対

する反応性は Pl、 P3が高<P5は低いことが示された。 これらの結果から、ペルオキ

シダーゼアイソザイム Pl、 P5がリグニン合成に関与する可能性について考察する。
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laF07 温度処理によるイネ培養細胞の同調化

野村港二、高橋清子、井上正保、増田清

(秋田県立農業短期大学・生物工学研)

培養細胞を用いた同調培養系は細胞周期や分裂機構の解析、染色体レベルでの

研究などに不可欠であるが、ぞれらの研究に用いる同調培養系は、操作がシンプル

な事、培養のスケールアップが容易な事、同棟に培養している複数の cellline闘
で再現性がある事などの点を満たしていなければならない。そこで、イネ培養細胞

を用いてそのような同調培養系の確立を試みた。

イネ(Qrn旦旦tiv旦L.cv. Bl ue Bonnetlの懸濁培養細胞は0.2"casein hydro-
lysate、1mgjl2，4-Dを含むRMS培地で、 250Cで3JlEm-2s-1の連続照射下、 90rpmの旋
回培養器を用いて培養し、 8日毎に100mlの三角フラスコに30mlの培地で継代維持し
ているものを用いた。同調培養を行なう一代前の継代時に300mlのフラスコで培地
量を 90mlとして培養した。継代後8日目の細胞をステンレス簡で段階的に誼過する
ことで細胞塊のサイズを揃えた後、 packedcell volumeで1.5mlの細胞を90mlの培
地に懸濁した。細胞は始め370Cという高温条件下で振置培養した後、 250Cで培養を
続けた。細胞塊のサイズと高温処理の時間について検討したところ、 177から250)lm
の細胞塊を用い24時間の高温処理を行なうことで二段階の同調分裂が見られること

が明かとなった。

イネ鵬懸濁培養細胞系におりる不定匪形成に伴うポリペプチド

パターンの変動laF08 
-小沢憲二郎・ Ling. Ding-hou t ・駒欄穆 (東北大・理学郎・生物、
a中国科学院撃南植物研究所)

イネ料値物の猪養細胞を用い隠形成のメカニズムを研究するには、不定限を高頻度

で大量にまた同調的に誘導する必要がある.その為には小さい細胞塊から不定阪を誘

導させることが重要であるが細胞塊が細かく、かっ高い不定限形成能を有する士宮養系

を確立することはイネか植物では図鍵であった.我却は約200μ ・以上の細胞焼から液
休中で不定駐を誘導できるイネ熔養細胞系を確立しているが 、 今回はより高領度にま

た、より多量に不定限を得るために 200μ ・以下の小さい細胞境から不定隆を誘導した.
高い分化能を持つことが宇IJっているイネ科継物の種間錐種 (Q主主主主呈主主iヱ旦 X 旦主主互旦
l atifoli a)の倦養細胞を用い、細胞塊が細かくなる条件を検討した。ついでこの条件
で矯養した時の分化能を調べた.通常の N6培地に対して KNO.を 1/3(943・g/1 ) 
(NH.) .SO.を2倍 (926・g!l)含む N6織地に、 2.4-D(1・g/l)、カゼイン加水分解物
(300mg/l )、プロリン(1l5011g!l)、 sucrose (30g/1lを加えた格地で培養すると、 10%
以上の細胞塊が 200μm以下になった。との 200μ ・以下の細胞塊を集めNAA(O.OI・g!l)、
4-PU (0. 5mg/l)、sucrose(30g/1)を含むN6熊地に移し 、 不定ft}分化を誘導したところ約
60%の分化 E容を示した.このようにイネ績聞雑種の小さい稽養細胞塊から高績度で多

畳に不定lIfを誘導することに成功した。

この系及び演者がすでに報告しているイネ Konansouの培養細胞の不定怪分化時のポ
リペプチドの発現の変化について 二 次元電気泳動を問いて調べた.その結果、分化に

伴い発現してくる 49kDのポリペプチドがあることがわかった。このボリペプチドは 2
つの熔養系で共に分化誘導後 7日自に検出され 、 分化が誘導されない熔養条件では検

出されなかった.またこれは Konansouの未熟匪でも検出された。このことからこのポ
リペプチドはイネ腐植物の不定限分化の分子マーカーである可能性が示唆された。
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laF09 ニンジン不定庇形成にともなう核蛋白の変動

増田 清・野村港二・清水真由美・井上正保

(秋閏県立腹業短大・生物工学研)

ニンジン(!!旦旦阜県皇旦金主旦IIL.)の不定怪形成過程で鱗蛋白の分子種組成が変動す

ることが示唆されているが、 その詳細な解析は来だなされていない。 その一つの理

由として腔分化を同調化することによって材料に量的な制約をうけるため、 純度の

高いクロマチンあるいは核の単般が因鍵であったことがあげられる。私逮は、 これ

までに多くの動植物で行われている核単隊法を、 小量(細胞容積 0.5ω1.0皿1)のニ

ンジン不定医に適用できるように改良し、 得られた核の蛋白組成について電気泳動

法によって解析したので報告する。 ニンジンの細胞培養と底分化の同調化は通事者の

方法によった。 核は、 細胞壁分解酵素による処理、 均質化と漉遇、 Triton X-I00 

を含む緩衝液による洗滞、 分画遠心、 Percoll密度勾配遠心などの手法により精製

した。 核の回収率は約 60%であった。 核蛋白 iま、 温基性のものについては希硫酸抽

出後、 一次元を酢酸ー尿素-Triton X-I00、 二次元めを SDSを含む PAGEで展開し、

酸一中性のものは IEF(pH4.0-7.0)-SDS二次元鴛気泳動によって分援し、 比較検討

した。 その給，果、 不定阪から得られた核蛋自の泳動像は、 2，4-D存在下で匠分化を

抑制して培養した細胞塊からのものと陽似していたが、 い〈つかの微量成分に量的

な差異が認められた。

laF10 体細胞緯種のミトコンドリア DN A 

本田秀夫 o平井篤志{名古原大. . .生化学術j御}
、トコンドリアの遺伝情織は通常母性遺伝を行い、 母観の DN Aがそのまま子

に伝わる. そこで細胞融合により人工的に 2種のミトコンドリア D N Aが存在する

網胞を作り、 その細胞がカルス、 縞物{本に~宵する過程でミトコンドリア D N A が

どのような変化をするかを遺跡することを試みた.

付利には~パコ.積物である ，¥'icofl，1nil ~ j tJlI ca と ，f. longs.1orffi I を用い、

細胞散合を行い、 その簿積カルスと鍵種捕物を得た. 微量の組鎗で解析するために、

全 D N ^を州出し、 ミトコンドリア遺伝子をプロープにして、 サザン法によりミト

コンドリアJ)N A を解析した.

その結果積物体では鎮の D N A をそのまま保符するのが多かったが、 カルスで

は 2 " D N A 間で組普えを起こした D N A を持つものが多かった.

a t p Aをプローフにその付近のミトコンドリア D N A を調べると、 N.glol/(.'oでは

l遺伝子だが、 ，1'. lants.1orrri Iでは at p A上での納轡えによる 4 積裏目の断片が得られ

た. そこで MIIカルスを調 べると ，V.t 1.1/1CO由来の断 片と N.lantsdρrf f i i由来の断片

が at.pA上で銀管えを起こし τいることが明らかになった. これは細胞融合により、

興穐ミトコンドリアが殿合すること、 正常な植物でミトコンドリア D N A が総省え

を起こす甥所で、 事量種 D N A も同じように綿嘗えを起こすことを示している.
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laFll 花紛プロトプラストの嶋糞と発芽

西原昌宏，伊藤道夫 I (名古屋大・理・生物、 a静岡大

・理・生物)

テッポウユリ花粉プロトプラストは繕餐すると細胞墜を再生し、花IH:::しての

鰻能 (.ft紛管伸長，生殖細胞分裂}を発現するととがわかっている.本研究では分

服した花粉プロトプラストを矯糞し、 Inv I t r。での正常な発芽を高率に..する条

件について詳細に検討した.綾地の浸透圧，ほう酸 Ca2・などの猿度を変化させ、

細胞聖堂再生，成長の4農相を鍍祭し、発費Fに対する影.を調査した.また、いくつか

の純子納物繍の花粉から分厳したプロトアラストの矯繁畿を検討し、JlLlJ!を孫渇す

るととをま定みた.その結果、花勝プロトプラストの熔糞，発芽には.浸透庄条件が

軍要な要素であることがわかった.浸透圧が適当でない繕婚では、被胞を発達し、

異常成長を示すプロトプラストが多〈みられた.テッポウユリでは、わずかな浸透

圧変化 (0.5M→O.45M. 0.55岡→ O.5川に対応して花紛管を伸長させた.また、再生

花粉の発芽 1ま、正常花粉の発芽と同様、ほう酸 Ca2・.度に彫'され、適当な潰度

で発芽および花粉管伸長に促進作用がみられた.テッポウユリ以外の花紛プロトプ

ラストの繕奏では、適当な浸透庄の発芽犠婚で花治管を伸長する種と制度胞を発途さ

せ異常成長を起こす種の両者が観祭された.い〈つかの種では、生殖細胞の分裂が

高率で起とり‘ 2つの繍鏑胞の形成がみられた.

ヤグルマギク 1音養締胞に含まれる非抱合型

プテリジンについて

武田 幸作・平野 明子(東京学芸大学・生物)

末岡 照美・加簾 節子(明海大・生化学)

プテリン化合物は、 動物では昆虫などの体色発現に関与しているほか、 芳香族

アミノ械のモノオキシナーゼ反応にかかわる補静素として作用するなど重要な役割

を持っていることが知られており、 多くの研究がなされてきている。一方、 純物の

プテリン化合物に関する研究は少なく、 その存在、 分布、 役割などについての知見

は非常に少ない。 しかしながら、 患近この物質についての植物での研究の必要性も

指摘されている。

本研究では、 ヤグルマギク嬬養細胞を用い、 プテリン誘導体(非抱合型プテリ

ジン)の定性および定量分析を試みた。暗所で培養した懸濁培養細胞から塩酸酸性

条件下で抽出し、 フロリジルまたは Dowex AG-501l(H・)カラムを用いて試料を調製し

た後、 o D Sカラム(5μ11， 4. 6 x 250冊冊)および溶媒として 3.5 田H リン酸カリ
ウム緩衝液 (pH 7.45)を用いて、 日 P L Cにより分析した。 その結果、 6-Carboxy-

pterin(Rt 田in 9.2)， Xanthopterin(9.6)， Neopterin(10.9)， Honapterin(J.4.8)， 

I s 0 x a n t h 0 p t e r i n ( 1 7 . 2)， P t e r i n ( 26 . 6)， 6 -H y d r 0 x y m e t h y 1 p t e r i n ( 32 . 4). 6 -H e t h y 1 

pterin(80.1)の 8種類のプテリン誘導体が検出同定された。定量分析の結果では、

PterinとIsoxanthopterin が多く含まれており、 それぞれ 47.6 および 37.6ng/g 

fr.w しであ:った。 また、 その他の 6 種類の含震はいずれも O.3~2 . 2 ng/g fr.wt. 

の範囲であった。
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laF13 苔類ミドリホラゴケモドキ培養細胞のエリシター処理による

セスキテルペン生成促進

。中河原俊治、 rl'村規尚、太田喜元 (PCCテクノロジ一山崎研)

苔類植物ミドリホラゴケモドキ CalYJフogeiagranulataの懸濁培養細胞は、その植物体と同等に

セスキテルペン、 1，4-Dimethylazulene( DMA )を主とする二次代謝化合物を産生する。

演者らはその培地にエリシターとして五酸化パナジウムなどを添加すると細胞内のDMA濃度

が増加することを見出だした。そこでこのようなエリシターがどのように作用し二次代謝化合物

の生合成能を高めるのかということを理解するために、この培養細胞を用いて細胞内の還元状態

維持系のエリシター処理に対する応答を測定した。

連続照明下、ロータリーシェーカーで前培養したC.granulata細胞に終濃度0.2mM Vp，又は
20mg%酵母グルカン画分を添加し、経時的に細胞内DMA濃度及び酵素活性の測定を行なった。

活性を測定した還元状態維持系醇素群は、G1ucose6-phosphate dehydrogenase， 6-Phosphogluconate 

dehydrogenase ( NADPH生成系)， Catalase， Ascorbate peroxidase， Ascorbate fi児eradical reductase， 

Dehydroascorbate reductase， Glutathione reductase等である。 その結果、エリシター処理によって

48時間以内にAscorbate骨 Glutathione還元系の活性が高まることが明らかになった。 また、

Glucoseを補給しながら培養すると、エリシター処理細胞のDMA漉度は約2.3倍の水準に達した。

これらのことから用いたエリシターの作用機作について考察を加えた。

laF14 プロムグラス培養細胞等の急速予備凍結及び緩速予備凍

結法による超低混保存

石川雅也 P.Tandon'， A. Yamagi shi2， 宮崎尚時 (農水

省・生物研 'NE-Hill Univ ・Ind i a. 2CENARGEN・Br a zj 1) 

植物細胞培養系の維持には、長期継代による特性の喪失、植継ぎの労力等の問題

がある。一つの解決法として液体窒素温度における超低温保存があるが、保存による

変異や選抜を避けるため高い生存率が望まれる。ここでは non-embryogenicなプロム

グラス懸濁培養細胞を用い下記の 2法により高い生存率を得たので報告する。

①緩速予備凍結法:次の条件が比較的高い生存率(約 80引を示した。凍結防御剤

は熊糖 :DMSO:Glycerol(=10:10:5何れも w/v%)の混液を用い、最終濃度の液に直接細胞

をいれ、 25・CIこて約 30分おいた後、 プログラムフリーザーを用いて冷却した(納氷潟

度 :-8・C.冷却速度:O. 3・C/min)0 -30・cにて 20分おいた後液体窒素に直接入れた。 40

・cのお湯で融解した後、 3U害総で室温で約 15分かけて徐々に希釈し、図形培地に樽継
いだ。 この条件はメロン不定怪や菌条原基でも有効であった(育種学会・ 91発表予定)。

②急速予備凍結法 :yeastや fungiでよく使われる方法(英国CM1等、保護刻 glyce

rol 10官、 フリーザー温度-35・C) から改変した。保護剤は熊糖 :Glycerol(=5:30; w/v 

%)を用い、細胞を直接入れ 5-10分置き、植氷をせず、 -30・cのフリーザーに直接入れ、

60分放置後v 液体窒素に浸潰した。融解は 40・cのお湯にて行い、 1M熊糖 tこて希釈後、

図形培地に置床した。この条件で 70-80%の生存を得た。 この方法は植氷(ー10・C)を行

うと生存率が極織に低下するため①の方法とは原理が異なると准測される。
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laGOl GENETICALLY REGULATED EXPRESSION OF 
GLUCOMANNAN IN RICE ENDOSPERM CELL WALL 
R. Zamorski.阿. Yano勢 andN. Shibuya 

Natl.Inst.Agrobio1.Res..Tsukuba. and叫lokurikuNat1.Agric.Exp.Stn..Niigata.Japan 

Our studies on composition of rice endosperm ce11 wa11 preparations obtained from 
vanous var・ietiesexhibited the phenomena of extreme1y different occurrence of man-
nose. This hexose comprised up to 12% of neutra1 sugars of cell wa11 preparations or 
it's content was negligible. Leaves. calli and outer tissues of the grains of mannose"-
positive varieties d1d not contain substantia1 amounts of mannose. Moreover. we ob-
served that older japonica varieties of Hokkaido origin. a10ng with some indica 
varieties. are more 1ike1y to revea1 high mannose content in the endosperm. The ex-
pression of ~~e .mannose-c?~taining polysaccharide. a ~ -1.4 1inked gl山 omannan. lS 
being contro11ed genetica11y. as resulting from a comparison performed among more than 
30 varieties that are genetically closely related. With the aim to elucidate the 
mechanism of glucomannan expression in rice plant we have decided to investigate a 
cross between Kasa1ath and Nihonbare (indica. mannose-positive. and japonica. mannose-
negative varieties. respective1y). For routine mass ana1ysis of who1e grains as well 
as flour made from 80% mil1ed rice simp1e methods of ce11 wa11 preparation have been 
deve10ped. The ana1ysis of 50 preparations of the F 2 grains revealed approximately 
equa1 negative. weak. medium and strong expression of a gene in the endosperm. The 
ratios Xy1/Man in preparations containing mannose. when grouped according1y， were 、 in
ratio 2.9 1.5 1， respectively， confirming additiona11y a classical way of expres-
sion. A population of backcross of F 1 plants with Nihonbare have been studied as 
we11. Plants with no glucomannan， a10ng with the ones where it occurrred in the grains 
were found. Because of genetic background. the mean mannose content in the 1atter 
preparations .was about half the one normally observed in well established varieties. 
A11 the resu1ts obtained until now show that 、tis very probable that glucomannan ex-
pression in rice endosperm cel1 wal1 is being governed by a single， dominant gene. 

laG02 
アヲピノガラクタンープロテインの組織内局在住

菊地純夫、大円向 光、 O 円谷陽一、橋本洋一、

金子康子 l、松島 久 1(埼玉大・生化、 1生体制御)

楢物組織に普遍的に存在する繍ー蛋肉質傾合体であるアラピノガラクタン

ープロテイン(A G P )は隣穣細胞問の認議、 相 E作用などで重要な役将!を果

たしていると考えられる。 AGPの構造上の特 f生の一つは連続した β・( 1→ 6 ) 

ーガラクトシル鎮である 1〉.本糖鎖構造を特異的に認識する抗体を用いて AGP

の組織内局在性を調べた.

β ー(1-+6) ーガラクトテトヲオースを牛血清アルブミンに結合した糖蛋

白買を合成し、 兎を免疫して抗血清を得た. 抗血清はダイコン各著書官から単厳

した AGPと反応するが他の捕物多繍とは反応しない。 E L 1 S A によるハプ

テン限止試験で抗 AGP抗体は AGPの側鎖の 3残纂以上の β ・( 1→ 6 )ーガ

ラクトシル榔位を認自民していることが確認きれた. 本抗体を用いてダイコン一

次被組織を免疫染色した。 イムノゴールド染色組織の電子顕微鏡による解併で、

AGPほ細胞間隙(マトリックス)及び原形質院に局在することが判った. ダ

イコン子葉から鰐製したプロトプラストは本抗体によって凝集を起こし、

AGPが原形質勝に存在することが確認された.

1) Tsu ・uraya et al. J . B i"o 1 . ~!!.豆旦~. 265 (1990) 7207 
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laG03 多絞緑諸事E阻止i旦皇旦旦旦主主皇におけるミクロフイプリル配向パタ

ーンと微小管骨格

水回 俊，奥回一雄(高知大.理.生物)

一般に植物における cortical聞icrotubule (HT)はセルロースミクロフイブリル (HF)と

平行に配向することによりその配向角度を制御すると考えられている。しかし、 Bood並皇

や ChaetomorDhaなどの海産多核性緑藻では、HFは規則的に縦償配向変換を繰り返すにも

かかわらずHTは常に一定方向(禁状体の長軸方向)に配向し、 HFの配向制御はこれらの植

物においてはあきらかでない。今回、発生中の恒旦亘leaプロトプラストにおける HTCyto-

skeletonの動態と細胞壁HF配向パターンの形成との関連性を調べた。 E回丘担且プロトプラス

トはその母細胞を傷つけることにより 23・Clhで形成される。母級胞に存在した長いHTはよ
れた状態でこの中に封じこめられるが、すぐに消失し代わりに短い rando聞な方向に配向す

る多数の短いHTが出現する。これらは数の増加とともに伸長し、その密度は2hで最高に達

する。ところが、 3-4h後にはその館度は低下し、 6-12hにかけてまた回復する。この問、

HT配向はrando聞から球形細胞の経線方向に向けて徐徐に変化し、 12hで完全な経線配向とな

る。細胞壁は 2h後から形成開始し、 このときのHF配向はrandolllである。ところが、 4・12hに

おけるHTの低密度時、及び完全な経線配向に至るまでの時期では、 HFはhelicoid配向を示

す。しかし、 HTの経線配向が完成された 12h以後では、HFは禁状体で見られるような直交配

向変換を呈するようになる。これらの結果をもとにMTcytoskeletonの動態がHF配向パター

ンに影響を与えている可能性を考察する。

laG04 
多核緑君事担旦il!!~旦旦i.l! tQ..t主主立IIの遊般原形質膜上におけるセ

ルロースミクロフィプリルの形成

水田 俊.奥田一緩.原因朋子(高知大.理.生物)

植物細胞から巨大な原形質膜シートを遊搬することは、植物の膜自体及びそれが介在

する諸機能の研究に好都合である。本研究は巨大多核性縁若葉Boergesenia包工並金三iiから巨

大原形質勝シートを無傷のまま遊厳し、そこに埋没するセルロース合成酵素複合体による

セルロースの形成を試みた。 Boergeseniaの禁状体は厚い細胞墜に後する薄い原形質層とそ

の内側の大部分を占める液胞よりなる。原形質分院して得た原形質層の原形質膜は多数の

長紬方向に配向する微小管で裏打ちされており、 Caイオンを含む海水等培養液中では微

小管が切断されるため膜は破填されその結果多数のプロトプラストが形成されるが、Ca

イオン欠如液中では膜は破壊されないので、安定した巨大原形質層を得ることが出来る。

禁状体先端部の原形質膜には多くのセルロース合成酵素槻合体が含まれているので、、この

部分の原形質層の原形質膜側をホルムパールでコートした電顕グリッドに張り付け、原形

質を併かに除去後培養し、 これを Pt-carbonで蒸着後観察すると、セルロース合成酵素複合

体及びそれにより形成されたと考えられるセルロースミクロフイプリル様傷造が見られた。

ミクロフィナリルは培養 1時間において観察され、それ以降では数の増加がみられないこ

とから、原形質膜にすでに埋没していたセルロース合成酵素複合体により形成されたもの

と考えられた。現在、複合体の寿命やセルロース合成に対する諸条件などについて検討中

である。
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タバコ f脅型軽細胞 BY-2の形態形成に対するジベレリン

合成阻待部jアンシミドールの影響

約四fn(者・小欠保亮1 終弁直樹倉石lJl.宝月岱遣え
(東京大・教養、 I広島大・総料、 4東京大・農}

ジベレリン合成阻害剤アンシミドールは、 一般に縞物詩官の伸長生長を抑制す

ると共に、横方向への肥大をもたらすが、作用機作については不明な点が多い。本

研究では、 その解析のために、 異質な細胞の集まりの情物2督官より解桁が容易とお

もわれる、均質な細胞集団タバコ培養細胞 BY-2を用いることを献みた。

BY-2は、 通常の濃度の百分のーのオーキシンで 1脅饗すると一方向に伸長し

た。その時の表層微小管とセルロース微繊維の方向を調べると、 伸長舶に垂直だっ

た。 この培地に 10 p p mのアンシミドールを加えると、 償方向に肥大した. しか

し 表明微小管とセルロース微繊維の方向は対照と変わりなく、 これらの方向では、

織力向への肥大は説明できない。

そこで、細胞墜の組成を検討したところ、 アンシミドールを加えたものでは対

照に比ベセルロース量が有為に少ないことがわかった. また、セルロース合成阻害

~f D B Nを加えたところ、 アンシミドールと問機に機方向へ肥大した.以上のこと

からアンシミドールは、 B Y -2においては、 セ Jt，.ロース量の仰僻IJ;をiIじて形態変

化をもたらしていると考えられる。

laG05 

laG06 茎切片のオーキシンによる生長誘導時の表皮及び内部組織細胞壁
の変化

若林和幸(香川大・教育)・桜井直樹.倉石膏(広島大・総科)

オーキシンによる高等植物の茎切片の生長には、表皮綴織が重要な役割を持つことが報告されて
おり、特に、表皮組織細胞壁のカ学的性質の変化が生長を市fJl却していると考えられている.しか
し、オーキシンによる表皮と内部組織のそれぞれの細胞墜の構造の変化については、ほとんど調べ
られていない.本研究では、貧化カボチャ芽生え下駐軸からの切片をIAAで処理した後、切片を表
皮と内部組織に分け荷組織の細胞皇室の組成変化を調べた.また、 I~C-グルコース (I~C -Glc)を用い荷組
織での細胞墜合成に対するIAAの影響についても検討した.

暗所、 26'Cで36時間水耕したカボチャ芽生え下降軸の伸長部位から lcmの切片を取り、 IO-S
MIAA中で処理した後、表皮と内部組織に分け、両組織の細胞壁をぺクチン、ヘミセルロースA.B
(HA.HB)、セルロースの画分に分けた.それぞれの画分の糖組成とHB函分については、 HPLCを用

いたゲルろ過の後、ヨード法によりキシログルカンの分子量分布を調べた.また、 I~C-Glc を用いた
取り込み実験も問様に切片を1M中で処理した後、表皮と内部組織に分け分析を行なった.
6時間のIAA処理で細胞壁の糠量では、表皮のHB商分の中性穂量が若干噌加していた他は、 IAA
の影響は見られなかった.一方、 HB画分のキシログルカンの分子量分布では表皮のキシログルカン
の平均分子量が約480kDaで・あったのに対し、内部組織では約210kDaであった.6時間のIAA
処理により表皮のキ'シログルカンの分子量の低下が促進されていた(約22%)が、内部組織では、分子

量の低下が抑えられていた.次に、I4C_GIcの取り込みでは3時間のIAA処理により、表皮のHBとセ
ルロースの函分への取り込み量が有意にt曽加していたが、表皮の他の薗分・内部組織ではほとんど
影響は見られなかっIた.また、切片への放射能の取り込み量にはIAAの影響が見られなかったこと
から、 IAAは茎切片中では、表皮のへミセルロースとセルロースの合戒を特異的に促進しているも
のと考えられた.
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laG07 慢性エンドウのジベレリンによる成長回復と細胞
a 壁多様類への影響

福原世津子.・桜井直樹・倉田信一・倉石膏-

J. B. Reid 1 広島大・総科、 lタスマニア大)

エンドウには GAで成長の回復する GA感受性慢性系統と、回復しないGA非感受

性媛性系統が知られている.GAによる成長促進機織については不明の部分が多い

ため、上記の媛性系統を用い 、GAによる成長の回復と細胞壁多事書類に及ぼす効果

を調べた.

GA感受性慢性 3系統は GA処理で節聞が正常系統と同程度以上に回復したが、

非感受性 3系統は 20--65%の回復にとどまった.しかし非感受性系統の生重量は

GA処理で 35--105%の回復を示し、 GAに反応し茎が太くなることがわかった.

ぺクチン、へミセルロース A、ヘミセルロース B(HB)，セルロース画分の細胞壁

穣量は感受性・非感受性とも GA処理で大幅に増加することがわかった.特に HB

画分のキシロース量が増加した.しかし、 GAによる生重量の増加と有意な相関が

あった HB歯分の構成単穂はフコース、ガラクトース、グルコースであった.

以上の結果より、従来GA非感受性と言われてきたエンドウ媛性系統も GA投与

により生重量の回復および細胞壁多事書類量の増加が見られることがわかった.生

重量と相関のあった HB酉分の成分はキシログルカンの構成成分であることから、

GAによる細胞の体積増加にキシログルカンの合成が関与している可能性が高い.

また GA感受性・非感受性系統のGAに対する反応性の遠いは、セルロース微小繊

維が、感受性系統では成長輸に対して直角に、非感受性系統ではランダムに配向

していることが原因と思われる.

laG08 細胞壁キシログルカン構造の制御機構 2 酵素反応機構の解析

吉富永るみ、桐野美津代、西谷和彦 〈鹿児島大・教養・生物〉

キシログルカンは、細胞壁マトリックスの主成分であり細胞壁の伸展性の調節機構におい

て重要な役割を担っている。アズキ、アベナ、エンドウ、マツなどでは、細胞の伸長生長の際

に細胞壁キシログルカンの分子量が変化す否。細胞壁中でのこの分子量変化は、細胞壁マトリ

ックスの再構築の過程を反映したものであると考えられる。この再構築の機構を明らかにする

ことを目的として、我々は、アズキ上粧軸細胞壁のアポプラスト中に存在しキシログルカンの

分子量変化を引き起こす酵素の単離及び反応機構の解析を行ってきた.

アズキ上旺軸切片から低速遠心分部法により調製したアポプラスト液中にはキシログルカ

ン(I¥OOk D a)及びキシログルカン断片〈数kDa)を高分子化させる酵素活性が存在した.

この酵素活性はHPLCで単一ピークとして得られた。その至適pHは5.4で、高い pH依

存性を示した。また、上旺軸の伸長停止部域に較べ、伸長部域に高い高分子化活性が見られた。

以上の結果から、伸長生長に伴う細胞壁の再構築にはアポプラスト中のキシログルカン:キ

シログルカン転移酵素が関与むていると考えられる。
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laG09 アズキ及びトウモロコシ細胞壁キシランの繰返単位の構造

。西谷和彦、 D.J.Nevins (鹿児島大・教養、カリフォルニア大)

キシランはキシログルカンとともに高等植物の一次細胞壁のマトリックスを構成する主要

なヘテロ多糖類の一つであり、その部分構造については多〈の知見が得られている。しかし繰

返構造の有無については来だ明らかにはされていない。

演者らは、最近ある種のへテロキシランを特異的に加水分解する酵素を枯草薗より単離し、

その基質特異性を解析した。その結果、この酵素はキシラン主鎖上のグルクロン酸を認識して

βト4Xyl結合唱E加水分解することが明らかとなった。 この酵素によりアズキ細胞壁キシラン

を分解すると単一のオリゴ糖 (X6GIcA )が主成分として得られた.また、トウモロコシ細
胞壁キシランからもX6GIcA構造単位を持つオリゴ糖が主成分として得られた。
以上の結果から、アズキやトウモロコシの一次細胞壁を情成するヘテロキシランはX6G
IcAを単位とする繰り返し構造を持つことが明らかとなった。

laG10 

Xylβ1→4Xylβ1→4Xyl s t-4Xylβl→4Xylβ1→4Xyl 
2 

(X6G IcA構造単位) ↑ 
GlcAα1 

オリゴサッカライドによる植物細胞墜 13-グルカナーゼの活性化

)林隆久、加藤陽治¥大住千栄子ー

{京大・木研、 1弘前大・教育、 2昧の素・中研)

植物細胞壁ヱンド・1，4-13-グjレカナーゼは、一次壁内膚面に存在し、オーキシンにより誘導さ

れ、キシログルカンを分解する。キシログルカンオリゴサッカライドが、 13-グルカナーゼを活

性化させ、エンドウ匪軸の伸長を促進することは、エンド・1，4-13・グルカナーゼおよびキシログ

ルカンが壁のゆるみに関与していることを強く示峻するものである。本研究は、オリゴサッカ

ライドによる βグルカナーゼの活性化機情をカイネティクスを用いて解明することを目的とし

た。

キシログルカンを基質として分解した場合、添加したオリゴサッカライドの濃度が高くなる

とともにVmaxは増加したが、 Km備は変化しなかった。このことは、βグルカナーゼに対する

基質とオリゴサッカライドの結合は、互いに干渉しない、非措抗的活性化であることを示して

いる。この酵素は、キシログルカンの置換されていないグルコース残基を認識して加水分解す

る。その際の βグルカナーゼのサブサイト構造に基ずく基質取り込みの機憎が、ミカエリス複

合体を取りやすくするためと推察した。また、各種オリゴサッカライドに対する Ka1直は、重合

度の高いものほど低い値を示したことから、重合度の増加とともに酵素に対する親和性が高く

なることが示された。
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laGll 茎切片のオーキシン誘導成長に及ぼすキシログルカン 9

槍の最多響

保尊隆E匹、 t曽岡芳縫(大阪市大・理・生物)

キシログルカン 9t構(X G 9、 Fuc，GaltXyI 3 Glc~) は、茎切片のオーキシン誘

導成長を阻害する作用を示し、繍能性オリゴ繍{いわゆる、オリゴサッカリン)の

1種であると考えられている. X G 9による成長阻害は、 1μMの 2. 4 - Dによ

って誘導されたヱンドウ第 3飾間切片の長時間の成長においてのみ報告されている.

そこで、実験条件を変えて成長に及ぼす XG9の最多響を調べたところ、 1 0 μMの

2. 4 -D存在下ではエンドウ切片の短時間の成臭も阻害されることがわかった.

ただし、この阻害作用は必ずしもコンスタントには検出できなかった.また、 XG  

9は、ヱンドウ節問、 アズキ上賂側、キュウリ下院制、オートムギ幼禁制切片の I

AA誘導成長には全く限書作用を示さなかった.スクロースやペニシリンの有無は

結果に最多響しなかった. X G 9と同繊の作用を持つといわれるフコシルラクトース

もエンドウ及びアズキ切片の 1A A誘導成長を阻害しなかった.

XG9によるエンドウ茎切片の成長阻害様式を二重逆数プロットにより解析し

たところ、阻害は反捻抗的であった.また、 XG9は 2. 4 - Dによる細胞壁のゆ

るみ(最小緩和時聞の減少}には最多響しなかった.以上のように、 XG9によるオ

ーキシン務導成長の阻害は必ずしも普遍的ではなく、また、阻害が起こる場合も、

いわゆる"アンチオーキシン"として働いているのではないことが明らかとなった.

laG12 トウモロコシ幼棄鞠切片のオーキシン務理事成長における

表皮の役割 ー β ーグルカン分解との関係

保鯵隆率、 D. J. Nevinst (大阪市大・理・生物、 t Un I v. 

California) 

オーキシンは、一般に、表皮細胞.の伸展性を増加させて、植物の伸長成長を

促進すると考えられている. 一方、 オーキシンは、イネ科植物の幼葉"では、細胞

豊中の(1→ 3).(1→4)ーβ司トグルカ ンの分解を促し、 これが細胞壁のゆるみと密接に

関係するという証拠が得られている. しかし、 両者の関係、すなわち、表皮細胞墜

における β ーグルカンの分解がオーキシン務導の直接的な原因となっているかは定か

でない. この点を明らかにするため、 同グルカンを特異的に 1111する抗体を線々な

方法でトウモロコシ幼棄繍切片に与え、 伸長成長に対する影響を調べた.

β ーグルカン認織銑休は外表皮をアプレードした幼業制切片のオーキシ ン誘導事伸

長を阻害した. しかし、内表皮をアプ レードした切片や全くアプレードしなか った

ものの伸長には最多響しなかった. この抗体より鋼製した Fab断片も同線の作用を

示した.幼業繍切片を縦にスプリットすると外向きの屈曲が起こり、オーキシンは

その周幽を阻容した. β ーグルカン認豊富抗体はこのオーキシンの作用を部分的に打ち

消した. また、間接貸光抗体法により、抗体が主として表皮細胞墜に取り込まれて

いることがわかった. 以上の結果より、 トウモロコシ幼葉"では、外表皮における

β-D-グルカンの分解がオーキシン誘導成長の原因となっていることが支持された.
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laG13 イネ幼葉繍の成長と細胞壁フェルラ酸

Kah-Siell Tan 、神阪盛一郎、保書事隆率、 f曽田芳鐙(大阪

市立大・理・生物)

細胞豊中のアラビノキシランのアラビノース側鎖にエステル結合しているフヱル

ラ駿がペルオキシダーゼによって酸化的カップリング反応を受けてジフェルラ酸に

なり、そのためにアラビノキシラン分子聞に架橋が構築されて細胞壁の仲良牲が低

下するという、いわゆるジフヱルラ酸仮設が提出されている (Fry1979). この仮説

の妥当性を水中、気中、および水中で，1気しながら育てたイネ(位I主主芝生主1主皐 L.

cv. Sasanishiki)幼業覇を用いて検討した.

イオ、幼葉"の伸長成長は水中で速く、気中では遅かった.また、水中で通気培養

するとその成長は著しく抑制された.細胞壁の伸展性は気中型、通気型幼葉町では

先端から基郡に向かつて低下し、 また加令とともに低下した.一方、水中型では細

胞壁の伸展性は先場郵と基衝で大きく、中ほどでは小さく、 またその値は加令して

も9日聞の橋養期A周中はほとんど変化しなかった.細胞獲の伸震性は幼業鞠単位長

きあたりのフェルラ酸およびジフェルラ酸量と相関していたが、セルロース景およ

びヘミセルロース量とは相関していなかった. また、アラビノースあたりのフヱル

ラ酸量は細胞壁の伸展性と相関していた. これらの実験結果は、水中型イネ幼豪華有

の速い成長は、水中でのジフェルラ酸の合成抑制によっていることを示唆している.
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一般講演

第 1日 3月28日(木) 午後の部

C会場 形質転換・貯蔵タンパク

D会場 酸化還冗・結合タンパク

E会場遺伝子・分化

F会場 細胞骨格・形態形成

G会場 電気生理・イオン輸送
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lpCOl 釧胞電気回転法による縞物プロトプラストへの DNA電気

海入過穫の研究

時長谷滋郎、角谷忠昭、千凹 貢 (京大 ・良・農化)

細胞電気阿転決Iま綱胞 1例のしベルで細胞の電気的性質を研究し得る手法である。本研

究では7電気穿孔法による柄物プロトプラストへの DNA導入過程を細胞電気回転法によって

定照的に解桁することを目的とした。

大麦(~.!..!旦坦旦re L. .cv.Goseshikoku)業肉細胞プロトプラスト 1個を牛胸腺 DNA(lOO

μg/III 1)を含むメディウム中に入れ、高電圧パルス(強度0-2.7kVc圃ー¥幅50-200μs)印加後

の回転速度の時間変化を調べた。

パルス印加および DNA存在という 2つの条件が満たきれた鳩合にのみ、パルス印加前

後に同転速度が一週的に上昇する回転速度上界現象が見られた.本現象はパルス電場強度の

問簡を示し 、回転速度のピーク備は電場強度と共に増加し、一定電場強度でパルス帽を畏〈

するとピーク1ftは高〈なった.回転速度上界時の種々の周波数におげる回転速度の時間変化

から、各周波数における回転速度はほぼ同じ則合で上昇し、回転スペクトルの形状は変化し

ないことがわかった。そこて DNAの電気導入に伴って起ごると考えられる種々の要問が開

転速度および回転スペクトルの形状に及lます影響を検討した.電気穿孔の際に起とると考え

られる腕コンダクタンスおよび腕容慢の綱大、細胞内イオンの検出による細胞表爾近傍のコ

ングクタンヌの上界を考慮すると、パルス印加後には回転速度の低下および回転スペクトル

の高周液側へのシフトが見られるはずである。このことから DNAの細胞内への取込みに伴

う綱砲表商近傍の局所的な粘牲の低下が回転速度上昇の主たる原因であると考えられる.

lpC02 酵母Saccharomyces笠並盟主における染色体編成の解析と

宿主ーベクタ一系の開発

。久富泰資.井上広一.新井正洋.井上栄一.壷井基夫〈福山大・生物工学〉

我々は、大多数の種がホモタリックな生活環を示す野生のSaccharomyces民酵母の遺伝解析系

を開発するモデルケースとして、 S.exiguusのホモタリック株に突然変異誘発処理を施し、ヘテロ

タリックな 1倍体株を分自Eすることに成功している。この5・竪当盟豆のヘテロタリック橡は、遺伝

解析が進んでいるS.cerevisiaeとは性的凝集も接合子形成も行わないが、 eフェロモンに関して

は互いに交叉活性を示す。そこで、これら 2種のSaccharomyces属醇母の染色体編成を比較する目

的で、 2次元パルスフィールド電気泳動法を開発し、その核型解析を行った。その結果、 S.cere-

註豆担豆は既に報告されているように16本の染色体DNAに分睡したが、 5・旦当盟豆は13本の染色体DNA
に分自監した。一方、染色体DNA長の総合計は、どちらもほぼ同じ約14Mbであった。

ところで、投荷は、 5・旦当旦旦豆のヘテロタリックなハプロイド徐にEMS処理をすることにより、
数十個の栄養要求性突然変異体を分隠し、得られた変異体を互いに交雑させて遺伝解析を行うと同

時に、染色体地図の作成を試みている。その中で、ロイシン合成系の遺伝子に関しては、 2つの遺

伝子〈並旦1.担旦2)を同定している。そこで、 E・笠当盟主における宿主ーベクタ一系を開発する目的
で、これらの変異を有する 2つのロイシン要求性像に対して、 5・空空豆豆笠のベクタープラスミ
ドであるYEpI3(S.cerevisiaeの2JlmDNAの複製起点とLEU2遺伝子を含む〉を用いて、プロトプラスト

形質転換実験を行った。その結果、非常に低い頻度ではあるが、 YEp13プラスミドは並旦2変異体を
Leu+縁に転換できることがわかった。また、 Leu+に転換した l株について検定したところ、 YEp13

プラスミドは、 S.笠話盟主のleu2変異体の中でマルチコピーの状態で存在し、 5・盟主豆豆笠を宿主
にした場合と同程度の安定住を示すことがわかった。
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lpC03 医事母s.. cerevisiaeの染色体DN̂長の人為的変動

依田彰・大城清樹・柳下信治・久冨泰資・・壷井基夫

(徳山大・工・生物工学〉

我々は隊母臼ccharo町vceS住民単民国宣の減数分裂並びに胞子形成に欠績を持つ突

然変異体を多数分厳している.これらの染色体DNAを解析した結果、同じ銅線から単

厳された突然変異体であるにも関わらず、検により第 3番染色体DNAの長さに差異が

見られた。親株は450Kbであるのに対し、突然変異体では 350Kb、 530Kbの畏さを示す

ものが多くみられた.しかし、第 3番染色体以外では差異が見られなかった.この

第 3番染色体の長さの変動をもたらした原因を探るため、第 3番染色体長が350Kb、

370Kb、 450Kbである 3株種のホモタリック株の胞子を紫外線処理を行い、任意に単

離したコロニーを解析した。その結果、第 3番染色体DNAが450Kbの株では約65%のも

のが350Kb、 530Kbに変動したが、他の 2株では変動が見られなかった.次に、長さ

の異なる第 3番染色体を持つ繰同士が正常に交維できるかどうかを調べるために、

350Kbと450Kbの菌株を胞子一胞子媛合させたところ、雑穫を得ることができ、どの

雑種も 350Kbと450Kbの 2本の第 3番染色体を保持していた。これらの鎗穫は胞子を

形成したので、その四分子商事析を行ったところ、 2つは 350Kbの第 3番染色体を持っ

ていたが、・残りの450Kbの第 3番染色体を持つ胞子クローンの多くでは、 450Kb以外

に350Kbや530Kbの染色体も保持していた。

lpC04 パーティクルガンによる植物細胞の高頻度形質転換条件

の検討

服部悦子，重本直樹，問中俊憲，佐綴茂，山下稔哉，清

水克哉，関原明¥入船浩平，森川弘道(広島大・環・純

物 J京大 ・農)

我々は，圧線空気圧を駆動力とするパーティクルガン装置の開発及び遺伝子導

入，発現について研究してきた。パーティクルガン法は多〈の繕物細胞(核・オル

ガネラ)の形質転績が可能な.有用な遺伝子導入法である。今回は，~質転換効率

に影得を与えるパラメーターの検討結果などについて報告する。

①(綜)徳力の金粒子(真球状・変形真球状)と. Alfa Che・社のもの(奥球

状)とを比べた。(稼)徳力のものでは，金粒子の分布パターンの偏り(中央付近

が密)は大きいが GUS遺伝子発現効家(X-Gluc及び HUGを用いたアッセイ)は

変わらないか，むしろ高いことが分かった。 ②プロジェクタイルの加速圧力を変

えてタバコ培養細胞に GUS遺伝子を導入し. HUGを用いて GUS アッセイを行った。

その結果， X-Glucを用いた結果とは異なり. GUS活性は加速圧力に殆ど依存しない

か，高い圧力(-200 kg/c聞りではやや低下した。@導入した GUS遺伝子を発現

しているタバコ培養細胞では.調べた限り殆ど全ての場合，核内に金位子が認められ

た。このことから，本法により遺伝子は核内に直緩尊入されているものと推定され

た。
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lpC05 シロイヌナズ、ナのアグロバワテリウムを介しt:志頻度形
質転換系について

*'、問ー仁て岡田靖ヰてあ村令虫，，1.2 (基笠研・宣伝子
発互理統御? 京大・王重・生物物理2 ) 

三/ロイヌナズナは、イ也の高等植物に比べ¥椴ゲノムサイズが極めて小ざL、1ミめ、
下DNAのような眠長ロのマーカーを導入するごとにより、高L、確率て、挿入実然、変異体、

が得られると考えられる(下DNA~ヲヅヰンゲツ。そして、通常の方法て、は解析が因
艇な形筒形成むどに関わbi宣伝子のつローニシゲ、ヒ織主解析が可能である.
下町サAヲッキシゲの基にむる7ゲロパヴ子リウムを介しfご再三質島換法は、シロイ
ヌナズ、ナで¥効率ゃ再現性に明し、改善すぺき点ザヲヲい。

我々 は、再三質量E換Lこ用いる品種、組担様、 7ゲロd、'7テリウムに注目し、種ミの組
合わせから、恥質転換の頻度を求めた。結累的に、 Wo.SSilew sk ijo..の駐軸に対し、
EHAI01を掲凌主せt:とき、 qO0/.以上が1カ月以内に苗条を形点するごヒを見い
畠し任。ヌ、晶、島現世を有するZとる確かめた。

得らすtt:こ形質転換体の種子は、抗生物質を含む培地で、 19くがメンデJ/.，.の法則に
従い、正常に成長するるのと黄化する6のに分離しれ。ヌ、サザニJ縛析(124個体)
から、核ザソムl:挿入されt:下防~A(ま、 1""'+コピーのるので全体のQ2 0/0 を占め、
平拘コピー教は、 2.15て‘あった。
神入突然変異体の有力なイl財舗についても合わせて報告する。

lpC06 トウモロコシの転移因子主♀/旦乏を導入したトランス

ジェニックタバコの作出

杉田耕 一，宮崎 力，守屋美加山岸理恵，守屋 寛

飯田 滋 (東京理科大・基礎工薬)

我々は、 トウモロコシの丘三三/旦立をタバコを含む異種縞物に導入し、転移因

子の転移機構の解析を行うと共に、転移因子を悶いた高等植物遺伝子のタッギング

法の開発を目指している。 このため、転移因子企玉三や旦立が転移に伴って切り出さ

れると、 ハイグロマイシン耐性遺伝子が活性化されるようなプラスミドを作製し、

タバコのプロトプラストに PE Gを用いた直接法により導入し、形質転換体を分隊

してトランスジェニックタバコを作出した。このとき、 自律性転移因子主♀をもっ

プラスミドはそれ単独で、 また、 非自律性因子旦立は、 Acの転移酵繁遺伝子を発

現させるプラスミドと一緒に導入した。その結果、 サザン法及び PC R法により解

析を行ったところ Acにおいては、丘三三の切り出しと共に新たな部位への再掲入が

みられるクローンが大部分であった。一方、旦乏では、 切り出しはみられるものの、

湾掬入の起こっていないクローンも見っかり、 両者の聞で遣いがみられた。現在、

再生した縞物倒体において種子繁殖を行い次世代における転移因子の安定性につい

て検討を行っている.
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lpC07 
トランスジェエックイネにおけるフォスフイノトリシン

アセチルトランスフエラーゼ(ピアヲホス耐性遺伝子)

の発現

土岐精一‘ 野尻宙平 1、後藤文之、 島田季一、 内宮 1噂文

(北大・理・植物、 1明治製菓薬総研)

フオスフイノトリシン (phosphinothricin: PPT; 除草剤jビアラホスの類似化合物)

はグルタミン酸のアナログとしてグルタミン合成醇棄の活性を阻害し植物細胞内に

アンモェアを蓄積させ、 その結果植物体を枯死させる。演者らは PPTをアセチル化す

ることにより解著書化する酵素(フォスフイノトリシンアセチルトランスフエラーゼ

phospbinothricin acety!-transferase: PAT) の遺伝子(b a r; S treptomyces 

h ygroscopicu sに由来する)を単子葉植物であるイネに導入することを試みた。

形質転換は co-transformati on法によって行った。すなわち barを保持するプラス

ミド(pUC-PAT) とハイグロマイシン耐性遺伝子を有するプラスミド(p C H) を混合

してエレクトロポレーションを行い、 ハイグロマイシンで形質転換植物体を選鉱し

た。 さらに、 抗 PAT抗体を用いたウエスタンプロッティングによって c0 -t r a ii' 5 f 0 r mし

た個体の選択を行った。 Coーtransformした個体についてはサザン法・ PA Tの醇索活性

を検討した. この結果、 co-transformationによってピアラホス耐性遺伝子は効率良

〈イネゲノム中に導入されること、 また、 導入された遺伝子はイネ植物内で正しく

翻訳され、 また翻訳産物は酵素活性を持っていることが示された. さらに形質転換

体のピアヲホス、 PPTに対する耐性の検定結果について報告する。

lpC08 トランスジェニックイネにおける外来 DNA の組み込み様式の

解析

後藤文之、土岐精一、内宮博文 (北大・理・植物)

IJt子葉材1物に対する遺伝子導入は、アグロパクテリムを介した方法が適用できないためプロト

プラスト等への DNA の間接導入法が用いられている。しかしながら前桜導入法による形質転換休

における外来 DNA のゲノムへの組み込み様式、遺伝等に関しては解析例が限られている。

本研究で hygro田ycin 耐性遺伝子 (hph)を持つプラスミド (pCH) をイネ(品積;ヤマホウシ)

プロトプラストにエレクトロポーレーションし、 20皿g/lhygromycin Bで選抜することにより得

られた形質転換植物体を用いてこの点に関して検討した。形質転換植物体のDNAをサザン法によ

り解析したところ、すべての個体において hphの構造遺伝子部分はゲノム上に完全な形で組み込

まれていることが確認された。さらに、組み込まれた外来 DNAの後代での分艇について調べた。

すなわち、これらの個体から得られた種子を hygromycinBを含む MS培地に置床し、分離比を

調資すると共に生存個休について、サザン法によりバンドパターンを解析した。これらの解析に

より、得られた形質転換イネは、いずれの場合も複数の外来 DNA 断片が組み込まれていること、

導入された DNA断片は安定に子孫に伝達されていることが確認された。さらに耐性の発現に関与

している DNA断片は lから 2コピーであることが示唆された。
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lpC09 形質転換タバコにおげる 2'-G US、 35S-GUS遺伝子発現の

比較

加In泰明 北海道農業試験場

アグロバクテリウムにより桶物に導入された遺伝子は原則としてはメンデルの法

則にしたがって後代に伝達され遺伝子発現がおこる。遺伝子発現の水準は形質転検

された再生個体ごとに;患がみられ、 これは外来遺伝子の発現が植物ゲノム上の搬入

佼震によって周辺領械からそれぞれ呉なる影響をうげるためとする解釈がある。 ま

た、導入遺伝子産物の量や活性の水準=は植物の生育環境、 生理的条件にも依存する

であろう。

形質転換タバコでは、 35S-GUSキメラ遺伝子の発現は、 形質転換体作成の実験区

ごとに差がみられ、 また、 個体ごとの差異も著しく後代での遺伝子発現が再生偶休

fH:代と異なるものが含まれていた。 これに対し、 1.2-GUS遺伝子では葉の GUS活

性はほぼ基準値もしくはその二倍の備であった。それぞれ 50-1 0 0の再生倒体

についての結果である。 これらの結果から、 アグロパクテリウムによる T-DNA

抑入においては、 外来遺伝子の発現レベルが挿入部位に依存するという意味での位

向効果は顕著ではなく、 :l5S-GUS遺伝子発現にみられた個体間差異は別の原閃によ

ることが考えられる。 また、 イネ貯蔵タンパク質遺伝子プロモーターと GUSによ

るキメラ遺伝子の種子での発現では鯛休ごとの差異はみられたが、 花序の内部での

混と登塾過程での変化が大きく、 この場合も位霞効果によるものとは考えにくい。

lpC10 試験終内事長写における縞物i宣伝子発現の超コイル+構造依

存性

O山崎健一.今問葵旅(名古展大学農学館〉

柄拘遺伝子も、他のE気候生物の遺伝子と同織に核内ではヒストンと結合しており、

転写され忍時にはクロマチン情造から部分的に解放されているため ONA 自身は超コ

イル徳造を有しているので、線状 ONA断片を聖子‘写鋳型として用いる通常の試験管内

転写とは、状況を異にしている。 198!l年以来の研究において、転写領域にグアニン

残寒を含;tない ONA断片(G フリー配列〉をプロモーター下涜に婦人した閉環状帝王

写鋳型を用いて、 これを GTPを除いた反応液中で転写させることにより、紐コイル

構造を持ったIlN̂ の正確な転写を観察することに成功した. また、この閉環状転写

鋳型!に ONA トボイソメラーゼ lを1乍悶させることにより、超コイル術進を失った

弛緩型閉環状転写鋳型を作成し、その転写活性を超コイル型の場合と比較した. す

~と、プロモーターとして、 アグロバクテリウムの TC7プロモーター. Ca門Vの

3SSプロモーターのいずれをもちいても、一定の盗濃度における転写鋳型の転写効

率が、 その高 i欠1構造に大きく形饗されることが明らかとなった。現在、弛緩型開環

状 ONA tこ、 ヒストン、 ヌクレオソームアッセンブラー、 ON̂ トボイソメラーゼ l

を作用させミニクロマチンそ形成さぜたものを転写鋳型とした転写実験者E行なって

いる。今後、 より被内に近い状況を再現すること~念頭に膏きながら遺伝子発現調

鮒の帯電機解明に迫りたいと考えている。
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lpCll アサガオの花の絞りにトランスポゾンが関与しているか?

宮崎 力、稲垣善茂 1、笠原基知治、守屋 寛人

飯田 iU 東京理科大・基礎工、 1薬}

トウモロコシの殺粒やキンギョソウの花色の絞り積様の形成は、 トランスポゾ

ンによりアントシアニン色素生合成系の遺伝子の発現が調節された結果であること

のt知られている。アサガオの花色の絞り模様も同様に未知のトランスポゾンの関与

する色素生合成系遺伝子の調節によるのではないかと考えて、新たなトランスポゾ

ンの探索と、 トランスポゾンにより調節されるアントシアニン色素生合成系の検索

を行った。

まず我々は、 すでに単脱されているいくつかのアントシアニン生合成系遺伝子

の c0 N Aをプロープとしてサザンハイブリグイセーションを行い、絞りアサガオ

と全色アサガオにおける色素生合成系i宣伝子の情造を比較検討した。

その結果、調べた絞りアサガオには、 ジヒドロフラポノールー 4ーレダクター

ゼ(0 F R )遺伝子に約 7K b断片が何人されていた。そこで全色及び絞りアサガ

オのゲノ 'ムより oF R遺伝子のクローニングを行い、 その構造を明らかにすること
を試みている。今後、 この約 7K bの得入oN A断片がトランスポゾンであるか、
また、 o F R遺伝子の発現調節にどのように関与しているかを検討して行きたい。

lpC12 炭化水素成分の生合成に関わる遺伝子の単般にむけて

ーアラピドプシス突然変異の検索一

大隅照子、 R.F.Whittier、柴田大輔 (三井植物バイオ研〉

地球規模での C 02温度の上昇が大きな社会問題となっている。 われわれは地

球規機での C 0 2循環サイクルにエネルギー源をもとめ、 構物において、 化石燃料

に代わるエネルギー資源の開発研究を始めた。 特に、 クリーンな燃焼資源として窒

素やイオウを含まない炭化水素成分の植物による生産を目標としている。

炭化水素成分は多岐にわたり、 しかも、 遺伝子レベルの妓術を用いて研究開発

を進める上では、 その生合成経路の生化学的な研究は充分には行なわれていない。

そこで、 アラピドプシスをモデル植物として用い、 突然変異続発処理個体の中から

炭化水素成分の生合成に関わる変異を有する個体を得て、 変異した形貨の発現に関

わる遺伝子座を染色体上にマッピングして、 その位置情報を用いて遺伝子の単般を

行うことを計画している。炭化水素成分のうちでメパロン酸経路で主主合成されるテ

ルベノイドはユーカりなどでは実用的燃料として用いる研究がなされている。 そこ

で今回はアラピドプシスに含まれるテルベノイドを分析した。約 1カ月間生育させ

たアラピドプシスの葉を水酸化カリウム溶液中で加熱してから、 ヘキザンで抽出しー

ガスクロマトグラフィーで分析したところ各種のステロールが検出され、 これを質

量分析 (GS/MS) で分析したところ、 2種はコレステロールおよび日ーシトス

テロールであることが判明した。 これらはアラピドプシスの業を一枚もちいて検出

することが可能であった。現在、 E M Sで突然変異務発処理した個体の M 2世代を

育させ、 そのステロールの分析を行いメパロン酸経路に突然変異を引き起こした

いの検索を行っている。
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lpC13 イネ笠旦旦Z遺伝子のクロ一二ング

石川緑、島田浩章 〈三井業際植物パイオ研究所)

笠旦三Zは、植物のデンプンのうちアミロース分子の合成を行う UDP-glucose 
starch glycosyl transferaseをコードする。 この配列は、すでにトウモロコシ、

オオムギにおいてその塩基配列が明らかにされているので、これらのデータを参考

に PCRを行い、イネ旦住L 配列の増幅を行った。この結果得られた約 1K bの配列

は、 トウモロコシやオオムギの担旦工配列と非常に高い相向性を示した(1)。 そこ

でこの断片をプロープとして、イネ盟主主遺伝子全体のクローニングを行った。イ

ネゲノム DNAを数種の制限酵素で切断し、サザンプロット分析を行ったところ、

笠旦Zは EcoRI で切断した場合、約6Kbの断片とハイブリダイズすることが明らか

となった。そこでイネゲノム DNAを EcoRI で完全に切断し、 SephacrylS-1000を

用いたゲル漣過法により 4-8Kbの断片を含む画分を翻製し、 入9t 11によるミニゲ

ノムライブラリーを作製した。次にこれを用いて、プラークハイブリダイゼーショ

ンを行い、 53個のポジティプクローンを得た。 PCR分析の結果、これらは笠担Z配

列を有することを確認した。さらにこれらのうちの 1つを pUC19にクロ一二ングし

た。制限酵素切断パターン、塩基配列の解析などの結果から、得られたクローンは

イネ主主主工遺伝子の全コード領域を含んでいることが明らかになった。

(1) Shimada. H. and Tada. Y. (1991) Gene. in Press. 

lpC14 サツマイモ葉柄における塊恨主要タンパク慣遺伝子の シ

ョ輸とオリゴ繍エリシターによる発現続導の解析

。、大g複雑章、 中村恭子、 中村研三 (~大・農・牛.化)

サツマイモ潟板に多量に存存するスポラミンと β ーアミラーゼは、 通常の裁熊

楠物体では潟恨以外の縛首に殆ど存在しない. これら塊領主要タンパク質遺伝子の

発現は必ずしも務官特異的に見られるものではなく、 サツマイモ葉一葉柄をショ開

処理すると業と葉柄にスポラミンと β ーアミラーゼが多量のデンプンと共に蓄積し、

これら 3者の積積縁海は類似した ショ椅濃度依存性を 示す. 一方、 ショ傭以外にも

{寄 寓誘導エリシターとして知られるポリガ ラ クツロン酸(P G A )やキトサン限 定

加水分解産物の供与によってスポラミ ンや β ーアミラーゼの喬績がデンプンの諸積

を伴わずに誘渇される。 これ月の誘導はいずれも mRNAレベルで見られるが、 シ
クロヘキシミドを用いた実験から、 ショ繍や PGAによるこの 2種のタンパク質遺

伝子の発現誘導には、 いずれも4聖 E旦.Y.JIに合成される制御タンパク貨が重要な役割を
拘っていると推定ぎれている。

スポラミンは多重遺伝子族に支配され、 縫恨で発現しているのと同じメ ンバー

がショ繍によって誘導されるが、 今何我々は、 PGAによって務導されるメ・ンパー

もこれとほぼ同ーであることを明らかにした。 また、 ショ繍によるスポラミ ンとβ

ーアミラーゼ遺伝子の発現務潟にはカルモジュリンインヒピターである W -7によ

って阻害される情報伝達系が関与している可能性が示吸された.現在、 ショ明書と P

GAによるこの 2績の遺伝子の発現誘滞への Ca 2・ーカルモジュリン系の他の各種

阻害 ~J の効果を解析中である。
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In situハイプリダイゼーション法による

サツマイモ塊観主要タン パク質の遺伝子発現の解析

武問真、神山康夫 1、中村研三(名大'.・生化、

-1¥ J.、・ '1資・

サツマイモ i海恨の 主要タンパク質であるスボラミンと βーアミラーゼの遺伝子は

純情縞物体では塊綬特異的な発現を示すが、葉、葉柄においても高調限度ショ納やポ

lpC15 

リガラクチュロン酸(PGA)によってその発現が誘導される.このうち、シ g鰭による

清導系ではデンプ ンの務械を f下っているのに対し、 PGAによる誘導系ではデンプン欝

摘を伴わない.

我々は、免疫組織化学的手法や insituハイプリダイゼーシ gン法を用いるこ

とにより、スポラミンおよび βーアミラーゼ遺伝子発現の細胞特異性を明らかにし

ようと試みた.抗スポラミ ン抗体、抗 βーアミラーゼ抗体、 およびFITC結合二次抗体

を用いた免疫組織化学的な観療から、i鬼線組織ではデンプンを蓄積しているのと阿

仁柔純織細胞にスポ ラミン、 βーア ミラーゼが蕎織する ことが示きれた.ショ舗で処

flj! Lたサツマイモの葉および葉柄組織の l司定包埋切片を用いて、 insituハイプ 1)

タ'イゼーションを行ったところ、葉柄の維管東系や柔組織、業緑組織、あるいは薬

の葉肉細胞などにおいて、 広〈スポラミン田RNAの奮積が認められた. PGAで処理した

葉、葉柄についても insituハイブリダイゼーションによる解析をしたところ、シ

胃繍処理した場合と同じ組織でスポラミン町RNAが検出された.

サツマイモs-アミラーゼ遺伝子5・上流域に結合する核タンパ

ク質因子

0石黒澄衡、椛本明浩、加藤麻理子人中村研三 (名大・農・
生化、 1現・ピアス)

サツマイモの塊根においてs-アミラーゼはスポラミンに次いで多量に存在するタンパク質

であり、その遺伝子の発現様式もスポラミン遺伝子の場合と類似している。演者らは、スポラ

ミンおよびβ・アミラーゼ遺伝子の発現制御機構を明らかにすることを目的とし、両タンパク質

遺伝子の5・上流域に結合する核タンパク質因子の解析を行っているが、今回はかアミラーゼ

遺伝子の5・上流域に結合する因子を検出したので報告する。

ショ結処理により s-アミラーゼやスポラミン遺伝子の発現を誘導したサツマイモ葉柄より

核を単離し、核抽出液を調製した。ゲルシフトアッセイや DNaseIフットプリンティングによ

って解析した結果、この核抽出液の中には、すでに報告している因子 SP8BFの他にも p・アミ

ラーゼ遺伝子の5・上流域に結合する因子が複数存在することを見いだした。このうちの一つ

の因子 RBFは、 5・CGTCACGTCACG3・という反復配列 (Rbox)部分を認識して結合していた。

RBFはカリフラワーモザイクウイルス (CaMV)35Sプロモーターに存在する 5寸GACG3・配列

にも結合すること、また、コムギヒストン遺伝子の転写因子 HBP-1bや CaMV35Sプロモータ

ーに結合するタバコの転写因子TGA1aがRboxを認識して結合することから、 RBFはHBP・1b

lpC16 

やTGA1aと類似の因子であると考えられる。
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loC17 サツマイモ βーアミラーゼ欠鍋変異株の解析

林浩司、中村恭子、 中村研三 (名大・集・生化)

ザツマイモ(高系 14号)の βーアミラーゼ(分子景約56000)は塊綴特異的に存存ーし、

その会可溶性タンパクの約5%をしめている.この遺伝子はハプロイド当り単一コピ

ーによって支配されており 、 その発現{ま縫線形成にともなって活性化きれるほか、

、シロ楠や傷害誘導物質であるポリガラクツロ ン般による人為的誘導条件下で葉柄な

どでも活性化されることがわかっている. 一方、 甘〈ないサツマイモとして開発さ

れた劣性 β-amy変異をもっ九系116写の嫌綬には、大羽らによって βーアミラー

ゼポリペプチドが検出きれないことが明らかにきれている.

本研究では、 この変異+止を}円いてシロ繍やボリガラクツロン般による βーアミラ

ーゼおよびスポラミンの誘滞を解析した.その結果、いずれの誘導系の場合にもス

ポラミンの誘鴻は正常に起こるのに対して、 βーアミラーゼの誘導は認められなか

叶た. これらの結果i立、この変異がスポラミンと βーアミラーゼを共通に認織寸る

閃子に生じているものではないことを示している.また βーアミラーゼはハプロイ

ド~り単一コピーによ っ て支配きれてることから徳造遺伝子自体に変異が生じてい

るこ と・も考えられる. よって九系116号サツマイモからゲノム DNAを抽出し、ゲノ

fツクサザンハイブリダイゼーションによる解析を現在行ウている.

lpC18 トランスジェニック植物におけるダイズ種子貯蔵

タンパク質遺伝子発現の栄費量条件による制御
車

。績回優美、藤原徹、内蔵省、米田好文、茅野充男

(東大・農学部、事遺伝子実験施般)

ダイズ種子貯蔵タンパク質の一つである 7Sタンパク貨は、主に α¥ α、 Hの3
つのサプユニットからなるが、 ダイズ来熱子葉のi旦己主ro培重量系において熔地に L-

メチオニンを添加すると、 s -サプユニットのみ発現が抑制される.我々は、 この発

現抑制の織構を解明するためにトランスジェニック継物を用いた糸の確立を目指し

た。 s-サプユニット遺伝子で形質転換されたトランスジェニック・ペチュニアの来

黙子房を 8.411"のL-メチオニンを含む寒天熔納で矯糞し、培養種子中のタンパク質

及びRNAを解併した。 その結果、 L-メチオニンにより s-サプユニットタンパク賞、

圃RNAともに蓄積が抑制されていることが確認された.次に、 s -サプユニット i宣伝子

プロモーター領域(転写開始点より 5'上流側約 1k b) とs-グルクロニダーゼ(GUS) 
構遭遺伝子との融合遺伝子で形質転換されたトランスジェニック・ぺチユニアで問機

の実験を行なったところ、 レメチオニンにより GUS活性が低下した. さらに、 9・サ
プユニット遺伝子プロモーター領域と GUSとの融合遺伝子で形質転換されたトランス

ジェニック・アラピドプシスを 1困問 L-メチオニンを含む水緋被を与えて栽培したとこ

ろ、種子における GUS活性が低下した。以上より、 トランスジェニック植物において

もダイズと同様にレメチオニンによる導入遺伝子の発現抑制がみられること、 及ぴ

この制御は主に転写レベルで起こることが示された.
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トランスジェエック・アラピドプシスにおける

ダイズ種子貯蔵蛋白質遺伝子発現の変異練を用いた解析

。内藤哲、後叢弘爾、被図鑑美、書林浩昭、寧茅野充男ア

米国好文 (東大・遺伝子実験施政、寧農学部)

ダイズの 75種子貯蔵蛋白貨の 9・サプユニット遺伝子はメチオニンによりその発現

が抑えられるが、 α サプユニット遺伝子は変化しない(前習慣題参照).この現象に対し

て遺伝学的アプローチを試みるため、細胞内の遊園EメチオエンiJt書留加したアラピドプシ
ス変異繰の分障を行なった.メチオニンのアナログであるヱチオニンは細胞に取り込ま

れると毒性を示す.突然変異務起処理を絡した 112種子をエチオニン存在下で発芽させ、
エチオニン耐性変異株を数株分隊した.得られた変異は野生型に対して優性であり、栄

釜成長期のロゼット業は野生型繰の数十僚の遊磁メチオニンを含んでいた.一方、結実

剣ではロゼット業の遊建メチオニンは少なく、茎頂部:&び果実に集積していた.

s -反ぴ αヘ遺伝子プロモーターと fJ-グルクロニダーゼ(GU5)僧遭遺伝子との融合
遺伝子(Pβ ・GU5、Pα，-G U 5と略記)を持ったトランスジェニック・アラピドプシスと変
異練との1"1種子で GU5の発現を調ぺた.ヱチオニン耐性変異練{♀}とPfJ-GU5練(念}と
の1"1種子では対照1"1種子に比べて GU5活性がおよそ 1110に抑えられていたのに対して、

Pα ， -GU 5株{念}との1"1では有意な差はZ認められなかった.一方、峰雄を逆にした受鍵
ではいずれの場合も有意な差は見られなかった.これらの結果より母体から転流したメ

チオエンが β・遺伝子の転写を仰えると考えられる.本研究で得られたエチオニン耐性ア

ラピドプシス変異練は 9・遺伝子の発現制御のみならず、 アミノ織の生合成やその転流に

対しても遺伝学的解析をするのに有用であると考えられる.

lpC19 

過性好アルカリ怜細簡の空豆豆型チトクロム玉三酸化静素と

生育 p Hで変動するチトクロム立との反応性

湯本 勲.福森義宏.山中健生(東工大・生命理工)

通性好アルカリ性細菌 E主主ill旦!YN-2000;からは、 1分子中にヘムゑ.ヘム三.プ

ロトへム各 l分子を有するがチトクロム主主 s 成分を含まない呈co型チトクロム♀駿

化静素が得られている 1) 一方、この細菌には 2種頬の♀型チトクロム{チトク

ロム c-55 2とチトクロム c-553) が存在し、とれらの債は、この細菌を pH 10で熔

養したときに pH8で熔養したときと比較して非常に多くなる. チトクロム三 -553

の分子園置は 10.500、等電点は 3.9. pH6-8における中点酸化還元電位は +0.087Vであ

る.このチトクロムは呈co型チトクロム三酸化酵素と反応し、その反応はポリー L-

リジンの存在により非常に促進される. これに対して、チトクロム ε-552にはと

のチトクロム三酸化静素と反応しない. 従って、 E豆♀i上L旦!YN-2000の呈豆旦型チト

クロム玉三酸化静素への直接の電子供与体はチトクロム♀ -553であると恩われる.

このチトクロム三酸化隊素は‘ウマのチトクロム♀ (等電点 10.5.中点酸化還元電

位 +0.255V)とも速やかに反応する!!豆三ill旦!YN-2000の生育 pHが高いときにチト

クロム c-553の量が非常に増大するととは、電子伝達を活発にしてアルカリ牲にお

lpDOl 

ける ATPの合成のための膜電位を形成するのに必要であろう.

l)Qureshi， M. H.. Yumoto. 1.. Fujiwara. T.. Fukumori， Y. & Yamanaka. T. 

(1990) J. Biochem. 日1. 480-485 
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lpD02 非光合成組臓におげる電子伝達系 ( 3 ) 組織特異的

FNRの免疫学的研究

みヶ崎進、近線湾、和田敏四郎 (金沢大・現・生物)

ダイコン及びホウレンソウの棋から精製されたフェレドキシンー NA D P +還
元酵素 (R-FNR)はそれらの業に存在する L-FNRとは明らかに異なる分子

穏であった。

ダイコンの R-FNR及び L-FNRに対する抗体(それぞれR-FNR抗体

及び L-FNR抗体)を作製した。 R-FNR抗体は R-FNRの活性を特異的に

阻害した。 L-FNR抗体は L-FNRの活性を特異的に阻害した、また過剰量の

L-FNR抗体は R-FNRの活性を 10%阻害した。

ダイコンの R-FNRと L-FNRをウエスタンプロット解析したところ R-

FNR抗体及び L-FNR抗体はそれぞれR-FNR及び L-FNRとよく反応し

た。更にダイコン、エンドウ、ダイズ及びトウモロコシの根と葉の組抽出液、ゼニ

ゴケの培養細胞及びスピルリナの粗抽出液をウエスタンプロット解析した.

被子植物において、線にはR-FNRが、葉には L-FNRがそれぞれ存在し

た。また、ゼニゴケにも R-FNR抗体と反応する分子種及び L-FNR抗体と反

応する分子種が確認された。

黄化した植物体における FNR分子種のウエスタンプロット解析の結果を報告

する。

lpD03 ダイコン・ 7.T. t，.ドキシンの複数成分について

。西村まゆみ (キシダ化学・研究課}

長井 潔.先浜 I宮子.車両 勝光 (神戸大 理-生物)

ダイコン幼縞物から既報(1 )により潤 Fdを州日iし.疎水性及びイオン交!喚 HP

LC分析を行ったところ、疎水性 IIP I. Cでは疎水性の低い順に Fdl~FdJVの 4 成分が見

出された e この 4成分はイオン交換 HPLr.では 2成分ずつ 2つのピークに分かれて溶

出した(前にドd111・1V、後ろに FdI .11) • Fd-lIl を除く各成分は植物型 Fd特有

の吸収スペクトルを示し、 NADPIl-チトクロム C 還元系において電子伝達活性を示す

ことを確認した. 4成分の存在量比は生育段階により変動し、成熟植物においてお

官による絡遣が認められた(下表) .以上により Fd 1へ 1Vは分子種の異なる 4つの

Fdと考えられ、トウモロコシ幼植物での観察(2 )を裏付ける結果となった。

(1) Sakihama， N. 晶 Shin， M. (1987) Arch. siochem. Biophys. 256. 430-433. 

(2) Kimata. Y. & Ilase. 1. (1989) Plant Physiol. 89. 1193-1197 

発 牙 f愛 成 事免 植 物
2日 4日 7日 12日 葉 m.地上部 線 ・地下部

Fd ) ( " ) 1. 32.6 32.8 ち2.9 ち2.6 弓9.9 6.7 2.6 
11 54.5 31.9 38.7 弓7.0 35.3 48.9 70.7 
1 J 1 12.9 21. 2 。 。 。 35.5 24.9 
1 V 。 14. 1 8.4 10.4 4.8 8.9 1.8 
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lpD04 イネグルタチオン逓元静素アイソザイムのm製
。森IIJ貫入、丑丸敏史、柴坂三領夫!辻 笑夫

(京都大・理・鏑生研、'岡山大・資生研)

flt々 はイネ水中芽生えの酸素適応過終においてスーパーオキシFジスムターゼ (S0 D)アイソ
ザイムのそれぞれが異なった費的変動を示すととを認めたので、同僚のととがグルタチオン還元骨警

察 (GR)でもみられるかどうかを調べる目的で、銑休を作成するためGRの精製を試みた.

GRの精製』ζ関しては、いままで米ぬかからは 2種類以上のアイソザイムの存在は報告されてい

ないが() )、ホウレンソウ豪からはIonoQカラムにより 2種のアイソザイムが分障され、ぞれらは

2・， 5・-ADPSepbaroselζ特異的に吸務すると報告されている(2) .今回、我々は米ぬかからADP

SepbaroselC吸着および非吸着の2つの活性画分を得たので報告する.

米ぬか粗嫡出績を硫安分画(30-90"飽和硫安)後、 DEAE-Sepbarose (0司 500・IKC 1)、 Phe町)-
Sepbarose (33ル0"飽相続安)、ハイ Fロキシアパタイト (5-60・Mリン酸緩衝液}によるカラム
クロマトグラフィーを行った.ζの後に、 ADPSepbaroseカラムに通すと、吸着しなかった両分に

もGR活性が見られたので、 ζれをMatrexRed A (0軸)M KC 1)で分蘭すると、さらに2つのピー

クに分継された.ζれら 2つの両分と、 ADPSepbarose吸着後溶出 (0.)-)0・MNADP， )0011 KCI) 
させた画分は、さらにHiLoadQ Sepbaroseおよび HiLoadPbeny¥ Sepbaroseを用いたHPLCによ

って続製中である.

(1) lda aad Morita (1911) .A!.L .B.且L旦旦旦 35:1512-1549
( 2 )問中ら(1990) 日本積物生理学会1990年度年会講演要旨集 p. 221 

lpD05 イネ・アスコルビン椴ベルオキシダーゼ・アイソザイムの締製

丑丸敏史・ ~J、111鍵 1 集板三微長・浅間洛三.辻英夫

(京大・理・植生研、l..体工食研、S聞大・資生研)

一つ前の..演褒旨4ζ述べたのと阿じ目的で.アスコルビン償ベルオキシダーゼ (APX)の繍製を以み

た.

3匹の耳障では.APXは2組のアイソザイムが存在し..縁体局在のもの (APXII)は分子M34k

DaのIi自賛であるζとが知られているが (Chen and Asada. Plant Cell P 

hys I 0 l. 30: 937-998. 1989).細胞質局在のもの (APXI)はまだ同定されてい

なかった.今回..ft与はイネ録集からAPXIをm製する ζとができたので報告する.
.~n. 米ぬかより繍製を鼠みたが、 活性がほとんど検出できなかったので.イネ録耳障よりm製をfj っ

た.磁1i分画 (30-90% 飽和}後. Phenyl SepharoseCL-4B(33-0% 

飽組硫安).DEAE-Sepharose CL ・6B(0-300mM KCI)により分画した.

DEAE-Sepharoseの段階で、 APXIとIHζ分織できた.APX Iはさらに.日 i L o.a 

d Q Sepharosc lIPをmいたlIPLCにかけた後， native PAGEで綿製を津め
た結果， .SDS-PAGEで噂ーのパンl'(26kDa)として得られた.APX I 1に関しても， Il I 

Load Q Sepharose HP， HILoad Phenyl Sepharose IIP， 

native PAGE等により籾製中である.
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lpD06 チャ薬アスコルピン酸ペルオキシダーゼアイソザイムの

精製と性質の比綬

・尼子 克己、 浅間 治二 〈京大・食研)

アスコルピン椴 (AsA)を特異的な電子供与体とするアスコルピン敵ベルオキシ

ダーゼ (APX)は、葉緑体での H20 2消去に関与している。 APXは葉ではペルオキシダー

ゼ活性の大部分を占めるが、 HRPに代表される他の植物ベルオキシダーゼよりも極

めて不安定なために、その分子的性質が明らかになっている例は少ない。すでにチ

ャの禁から葉緑体に局在する APXが単隊されている (Chenand Asada. Plant Cell 

Physiol.. 987-998. 1989)が、今回はその精製の高収率化、およびサイトソル存在

型のアイソザイムの単般を試みた。

精製は硫安分画の後、疎水、ゲルろ過、イオン交換、ハイドロキシアパタイト

の各クロマトグラフィーをこの順で行った。イオン交検の時点で、分別定量法{前

年会発表}によりサイトソル型アイソザイムと判定される活性を、低イオン強度の

フラクションに隣接した 2本と、高イオン濃度のフラクションにプロードな 1;本のピ

ークとして得た。このことは APXに少なくとも 3つのサイトソル型アイソザイムが

存在することを示唆している。現在これらの単雌を行っている。また葉緑体型アイ

ソザイムについては、精製過程を高速化することによって収率を 5-6倍に上げるこ

とに成功したのでこれについても述べる。

lpD07 らん豊臣ベルオキシダーゼの性質

。三宅親弘 浅田浩二 〈京大食研)

光合成生物では、 C02固定に使われなかった過剰な光エネルギーは、酸素のー電子

還元へとリークし、その結果、生体畿である 02.H202が生成する。この光生成する

H202は、アスコルピン陵 (AsA)ベルオキシダーゼ(A P X) により消去される。高等繍

物と異なり、らん君臨の APXの酵素的性質はこれまで研究されていない。本研究では、

s ynechocyst i s 6803 の APX活性の性質を調べた。
方法〉対数櫓殖期後期まで生育させたらん穣を他出液(50 圃MK-P buffer. pH7. O. 

1圃MAsA. 0.1・MEDTA. 201 sorbltol)中で破砕し、組抽出波を得た。この溶液を
Sephadex G-25カラムへ通し、タンパク賞画分と低分子園分に分け、それぞれにつ

いてベルオキシダーゼ活性を調べた。

結果)タンパク質薗分で、アスコルピン酸、 NADHを基貨とするベルオキダーゼ活性

が検出され、このベルオキシダーゼ活性は、 O.4 聞M KCNにより阻害された。また、

この APXは、 AsAがない条件下では速やかに失活する不安定な醇素である。 現在、

APX精製条件を検討中である。 GSH. Cyt Cを基質とした場合、ベルオキシダーゼ

活性は検出されなかった。また、低分子園分にもアスコルビン酸を基質とするベル

オキシダーゼ活性が存在することを見いだした。
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lpD08 ソラマメfJでのDOPA代謝に対する過般化水素と光の影響

高浜手i"JI夫.I鬼木F年幸 (九州術大・生物、 1化字)

ソラマメの葉肉細胞ではペルオキシダーゼと3.4-dihydroxyphenylalanine(閲PA)が液胞内に存在する。

また、厳離した液胞に過酸化水素を加えると、 DOPAが敵化され、 その酸化はKCNで抑制される。これらの結

果は閃PAが液胞内で過費量化水素の代謝に関与し得ることを示唆している。しかし、液胞には現在までのとこ

ろ過般化水素形成反応が知られていないので、細胞内の液胞以外の部位で形成された過酸化水素が細胞内で

の問問機化に関与している可能性がある。細胞を用いてDOPAのようなフェノール性化合物の階化を追跡して

いく場合、これらの物質のペルオキシダゼ による階化以外に、フェノ ールオキシダゼによる酸化の可

能性もあるので、この両者の酸化反応を区別する必要がある。そこで、フェノ ールオキシダーゼの特異的阻

害1初であるトロポロンの凶PA酸化に対する効果をいくつかの条件下で調ペた。

ソラマメ葉無細胞抽出液にDOPAのみを加えた場合、 DOPAの酸化が見られた。この般化はトロポロンで完

全に抑制された。過酸化水素存在下でのソラマメ葉抽出液によるDOPAの酸化はトロポロンによって約 20% 
促進された.セイヨウワサビペルオキシダ Fゼによる過酸化水素存在下でのDOPAの酸化もトロポロンで促進

された。これらの結果から閃PAの酸化にペルオキシダ ゼが関与する場合、トロポロンはその酸化反応を促

進できることを示している。そごで、ソラマメ葉を光照射した場合、 DOPAレベルの変動に対するトロポロン

の影響を調べた。メチルピオロ ゲンの存否と無関係に、トロポロンはDOPAの光酸化を促進した。過酸化水

素による閃PA敵化も卜ロポロンで促進された。準離した葉肉細胞での光によるDOPA酸化もトロポロンで促進

された。これらの結果はソラマメ葉あるいは葉肉細胞での叩PAの酸化にペルオキシダーゼが関与しているこ

とと同時に葉緑休で発生した過酸化水素が液胞に拡散していくことができることを示唆している。

lpD10 
大腸菌グルタチオンレダクターゼ遺伝子を導入したタバ

コの活性酸素ストレス耐性

宵野光子，久保明弘，佐治 光，名取俊樹，田中 浄，

近藤矩朗 (国立環境研)

オゾンなどの大気汚染ガスや除草剤パラコートによる植物の傷害には、活性酸

素が関与すると考えられている.一方グルタチオンレダクターゼ(G R )は、 NA

DPHの還元カを利用して酸化型グルタチオンを還元型に変える反応を触媒する醇

素であり、活性酸素ストレス耐牲に霊要望な役割を果たしていると考えられる.その

遺伝子を植物に導入して細胞内の GR活性を変えることにより、これらのストレス

に対する植物の耐性が変化することが期待される.植物の GR遺伝子はまだ単舷さ

れていないので、大腸菌 GR遺伝子を入手しタパコ(S R 1 )に導入した.これら

の形質転換体と子孫において、大腸菌 GRの存在と、 GR活性が対照に比べて明ら

かに高いことが確認された.植物の GRは主に葉緑体内に存在するが、葉緑体外の

存在も示唆されている.本実験では、大腸菌 GRは葉緑体ではなく細脂質基質に存

在すると思われる.形質転換体と対照{ベクターのみを導入したもの}をオゾン暴

露したところ、両者聞の可視傷害の程度及び光合成活性には、有意な差は認められ

なかった一方これらの業片のパラコート処理の結果、形質転換体の可視傷害の程

度が対照よりも低いことがわかった.従って、大腸菌 GRが植物の細胞質基質内で、

パラコートによって生じた活性酸素の解毒に際し有効に働いていると考えられる.
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lpDll キュウリ幼首リポキシゲナーゼの生長と関連した消長

松井健二、入江真理、梶原忠彦、畑中顕和 (山口大・

農・..化)

リポキシゲナーゼ (LOX)は高度不飽和脂肪般に酸素添加する酵素であるが、植物

での生理的役割は来解明である.本E事繁は植物の殆ど全ての組織に存在しているが、

ダイズ、 スイカ、 イネ、更にキュウリ等多くの種子積物では特に発芽数日後の幼苗

において一時的に強〈務導される。我々は幼苗におげる本酵素の機能を解明するた

めに、 キュウリを材料にその誘導・分解機備を明らかにすることを試みた.

キュウリ種子を 14 hrPJl10 hr暗下 25Cで発芽させると子葉、O!柏、椴の各器官で

LOX 活性は縁導され、発主f6日目をどークにその後急速に減少した.暗所で成長さ

せた子葉でも LOXはほぼ同時期に強〈誘導されたがその後の急速な活性減少はみら

れなかった.乾燥種子の段階で目玉軸を切除したものも問機に強〈誘導されるが、 そ

の後の活性減少はみられなかった。このことは子葉 LOXが上程軸成長に付随したシ

グナルによって合成から分解へと転じることを示峻する。また、発芽 6日目の幼箇

を更に細か-<分けると陸"では子葉に近い方が、 また線では先端に近い方が活性が

高〈、 LOXは細胞分裂、伸長の盛んな細胞に多〈発現していることが示唆された.

一方、視 LOX は抗子葉 LOX抗体と交差反応したが、 至適pH'等の性質が異なっていた

ため器官特異的なアイソザイムであると考えられた.

lpD12 
クラミドモナスのArylsulfatase生合成の調節要因

。佐々木孝行. (¥岩普I¥l. R. K. Togasak i I (新潟大・理
・生物インディアナ大・生物)

単細胞練習Eは様々な環境ストレスに適応する能力を有する。低cO2条件に対ーする
carbonic anhydrase(CA)、無機リン酸塩の欠乏に対する phosphataseおよび無機硫
酸溜の欠乏に対する arylsulfatase(AS)の合成などはその例であり、これらはいづ
れも細胞外に局在して環境中の欠乏要因の不足を補う。本研究では、 so.=欠乏条件
における、 arylsulfataseの誘導の調節要因やその機構についての解析を試み、以
下の結 果 を得た 。
(1) 数績の Chlorellaや Senedesmusにおいては、 soぺ=欠乏による細胞外ASの誘導は
み られず、 Chlamydomonasreihardtiiにおいてのみ、その酵素活性の誘通事がみら
れた.
(2) 酢酸無添加培地でso.=欠乏条件にした場合、 ASの誘導には光照射が不可欠であ
り、それは DCMU添加で阻害された。 一方、酢酸添加熔地では暗中でも酵素誘導が
みられた。
(3) High-C02-requiring mutantである cia-3(細胞内CAを欠き、細胞外CAと無機炭
素濃縮機繕を有する)およびcia-5 (細胞内CAのみを有し 、細胞外CAと無機炭素
濃縮機構を欠 く)では、低 (O.03%)C02条件ではAS誘導はみられず、高 (3%)C02の
供給が必要であった。
これらの結果は、 ASの誘導には光合成もしくは従属的なエネルギーおよび物質
の供給が必要であるが、光シグナルは不必要であることを示している。
但) 高cO2供給下およびso.=欠乏条件下で 6時間ASを誘導させた後、低cO2条件下に
移したところ、 so.=欠乏条件下であるにもかかわらずASの誘導は抑制されCAの誘
導が開始した。これは低cO2とso.=欠乏の両条件が同時に与えられた場合は、ASよ
りも CAの合成を優先することを示している。
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lpD13 クラミドモナスカーボニックアンヒドラーゼの構造解析

石田きらみ、福湾秀畿、宮地重逮 1、武蔵尚志(J巨大、

応微研、 I ~来・海洋バイオテクノロジー研)

Cl!la.ydo.onas細胞表周カーボニックアンヒドラーゼは、大サプユニ、y ト(L8)、

小サプユニット(88)各 2倒から構成される糖蛋白質である.生合成過程の解析及

び cDNA、ゲノム DNAの温差配列から、 CA蛋白質は U~ の・ RNA によってコードされてお

り、 L8と88が結合した前駆体として合成され、 N末嫡側のシグナルペプチドの切断、

精鎖の付加及び L8と88聞のいくつかのアミノ酸残基の切断除去を受げた後、細胞外

に分泌されると考えられている.しかしながら、 LLと88聞のどの郎分が切断除去さ

れるのか、又、糖鎖結合アスパラギン残基、サプユニット聞を架橋するジスルフィ

ド結合の位置は不明であった。

主として、アミノ酸配列決定及びアミノ酸組成分析による解析の結果、 L8内の鰭

鎖結合コンセンサス配列中の 3つのアスパラギン残.はいずれも糖修飾を受げてい

る事、前駆体の LLと88の聞からは、 35アミノ駿残基が切断除去される事を明らかに

した。叉、 LS問(または L8内)、 L8と88聞を架橋するジスルフィド結合形成システ

イン残基を同定した.

lpD14 
大豆の 重金属結合タンパク質の精製と性質

鈴木宏 ー郎、 茅野充男(東大・股・農芸化学)

メタロチオネインは低分子璽の システインを多く含む金属含有タンパク質で、生

体内において重金属の毒性を軽減するなどの役割を持ち、 幅広い生物種に存在して

いる。 植物においては、 フィトケラチンが発見されているが、晴乳類タイプの遺伝

子からの直被の転写産物としてのメタロチオネインの存在は明確でない. 本研究で

は、 大豆を材料として用い、 その JR刺より CU，Zn含有タンパク貨の精製を行い、 そ

の性質を明らかにすることを目指している.

大豆積子を水に浸し、膨潤させ、 JJ:f.輸を採取後、 それよりタンパクを抽出し、 エ

タノール，クロロホルムを用い粗分画した. エタノール 57-78%沈澱額分を再溶解

し、 ゲル濃過 (Sephadex G-75) を行った. 流Wi夜について CU，Zn濃度を測定し て3

個のピークを確認した.分子量約 17kDのピークを回収し、 Sephadex G-25 を用い、

buffer交換し、 つパレントクロマトグラフィーカラム(Th iopropy 1-Sepharose 68) 

にかけた 0.3M酢酸アンモニウム(pH 5.5、 1M NaC1) で洗浄後、 50mM Tris-HC1 

(pH 8.0、 1M NaC1， 50mM DTT)で添 11¥した。 Cu‘Zn濃度の商い浴H¥i頭分からタンパ

ヶf'tの約製を行い、 そのアミノ隙配列について検討している。
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lpD15 
フタパネゼニゴケ培養細胞におけるモリブデンコファク

タータンパクの存在について

西崎孝弘，滝尾進，桝井秀雄，佐藤敏生 (広島大・理・

組物)

現在知られているモリブデン酵素はニトロゲナーゼを除いて、モリブデンコフア

クター (Mo-co)と呼ばれる共通の補酵素を持つ.このMo-coを定量する方法として

Neurospora crassaのMo-co欠損様である nit-1mutantの硝酸還元酵素(NR)のア

ポ酵素と Mo-coを再構成させ、その酵素活性からMo-coを定量する方法が知られてい

る.フタパネゼニゴケ (Harchantiapaleacea var. diptera)のカルス培養細胞を用

いてMo-coを定量したところ、モリブデン酵素からKo-coを遊離させる処理(還元状

態での熱処理)を行なわない時にもMo-c0が検出された.ごのMo-c0は Sephadex

G-75を用いたゲル漉過により、 31kDa付近のタンパクとして存在していた o Mo-co 

自体は分子量が 1000以下であるごとから、このタンパクはMo-coをアポ酵素に運ぶ

キャリアータンパクであると推定した '0 ホウレンソウ、アカバンカピ、大腸菌、脱

窒光合成細菌においても同様の結果が得られ、このMo-c0キャリアーと推定される

タンパクが植物界に広く分布していることが示唆された.大腸菌においてKo-c0の

NRへの挿入に関与していると考えられている FAタンパク (35kDa)を欠損した

Chl B mutantにも、このキャリアータンパクの存在が示され、このキャリアータン

パクは FAタンパクとは異なるものであると推定された.

lpD16 脱窒光合成細菌のDHSO還元酵素の局在におけるモリブデ

ンコファクターの関与

桝弁秀雄・深潮康子・佐蔵敏生(広島大・理・植物)

脱窒光合成細菌 Rhodobactersphaeroides f. s. d enitrifican sの Dilethyl-

sulfoxide呼吸末鏑還元酵素(DHSOR)はモリブデンコファクター (Ho-co)を 1分

子持つペリプラズミック静素である.この醇紫は分子量84kDaの前駆体として合成

され，細胞膜を透過して82kDaの成勲体となる.前回この11M送にはそリプデンが

必要であることを示した.本実験ではDHSO呼吸欠領変異綜を分厳して，その変異綜

のHo-coを定量しDHSORの膜鮪送と Ho-coのアポ酵素への婦人の共役の関係を翻ベた.

DHSO呼吸欠損変異稼はクロレート抵抗性株として得， Ho・co は Neurospora 

crassa nit-l稼の硝俊還元活性の再織成によって調べた.前駆体と成煎体の解析

はイムノプロッテイングで行なった.得られた変異様は 1. Ho-coの生合成の変異

と思われるもの， 11. クロレート非存在下では Ho-co.酵素活性共に正常なもの，

111.その他，に分げられた. 1 {ご属する菌徐では前駆体が細胞質や細胞膜に蓄積し.

成黙体への変換が抑制されていた.その細胞膜に蓄積した前駆体の大部分は細胞質

側に残っている-ことが proteinaseK処理によって示された.これは前駆体の麟繍

送が抑制されているごとを意味する.これらのことからHo-coのアポ酵素への郷入

と膜給送が密接に共役していることが示唆された.
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lpD17 オシロイパナ由来リボゾーム不活性化蛋白質 (MA P) 

は自身のリボゾームをも不活性化する

ji-阿二郎、羽深典之、宮野雅司，増田 税、小岩井晃
( J T生命研)

種々の植物よりリボゾーム不活性化蛋白質 (R1 P) が得られており、リシ

ン、トリコサンチン、 PAP等が良〈知られている。我々は既にオシロイパナ由来
RIP (MAP)のcDNAをクローニングし大腸菌内で発現させた。またMAP
は大腸菌のリボゾームも不活性化する唯一の R1 Pであることも明らかにした。

今回オシロイパナよりリボゾームを単離し， MA Pの持つNーグルコシダー
ゼ前性 (25SrRNAのー箇所の特異的アデニンを引き抜くこと)について検討
したのでその結果を報告する。オシロイパナより単離したリボゾームをアニリン処

理後電気泳動したところ、新たなバンドが認められ、その抽出段階において既にM
APにより特異的アデニンが引き抜かれていることがわかった。 MAPの認識する
特異的アデニンは、原核および真核生物で完全に保存された 12塩基中にある。オ

シロイパナの rRNA中でこの領域を含む部分を PCR法でクローニングし塩基配
列を決定後、 r R N Aの塩基配列を決定することにより確認したところ、オシロイ
パナで もこの領域が完全に保存されていることが明らかになった。

オマロイパナのリボゾームは細胞が破壊された状態では自身の R1 Pにより

不t，¥性化を受けるわけで、オシロイパナは通常MAP前駆体のシグナ Jレ配列を利用
しこれを局在化させることにより、その活性を免れていることが示唆される。

lpEOl ショ糖により活性化される r0 1 C遺伝子

プロモーター領域の解析

内宮博文、 広瀬哲郎、 菅谷純子1

(北海道大学・理・植物 、1筑波大学・生物科学)

我々はRiプラスミドのrolC遺伝子が単子葉、双子葉植物の師部細胞で特異的に発

現する事を報告した。本研究では r0 1 Cプロモーターの発現調節に関与する外的シグナ

ルを調べる目的でレポータ一遺伝子を有するトランスヅェニックタバコ植物を用いて種々

の解析を行った。その結果ショ糖により誘導されるシスのDNAエレメントが本プロモー

タ一上に存在する事を見出した。すなわちタバコのseedlingを O.4Mのショ糖を含んだ培

地でインキュベートすると経時的にrolCプロモーターの活性化が認められた。しかし

同じモル温度のソルピトールで処理した場合、促進効果は認められなかったことより、浸

透圧ではなく、ショ糖の代謝が関与しているものと考えられる。またレポーター遺伝子で

あるGUSの活性変化のタイムコースを検討したところ、約24時間のラグフェーズを経て

GUSの活性が上昇する事が明らかになった。文、ショ糖処理したseedlingを器官ごとに

分け、 GUS活性を測定したところ、主として子葉や脹軸においてショ糖による誘導が確

認された。次に5'上流を欠失したプロモーターを用いて同様の実験を行ったところー192bp

まで欠失させた変異体でショ糖による誘導が認められた。その近傍にはATに富んだ配列

が存在し、ポテトのクラスーIパタチン遺伝子プロモーターの一部と相同である事が示さ

れた。
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lpE02 イネにおける rol仁プ口モーター結合タンパク刊の視機

関列

松木吏弓、金谷 潔、加藤教¥内宮縛文 t

〈筑波大生物、 3 北大型植物〉

我々は、単子葉植物であるイネにおける rolC遺伝子プロモーターの転写制御に

関する研究を進めている*プロモータ}のトランスジヱニクイネにおける発現に

関しては、すでに報告した.本研究では、イネの rolC遺伝子の組織特異的な発現

に関わる調節因子を検出する事を目的に、ゲルシフト分析によって rolCプロモー

ター領場と特異的に結合する核タンパク質の検出を行った.葉、 およびカルスより

抽出したいずれの核タンパク質中にも、特異的 DNA断片〈転写開始点(+1)より -94

bp から +23bpを含む〉と結合する因子が検出された.そのタンパク質が結合す-'5

塩基配列者E決定するために、 DNase Iフットプリント法を行った.その結果、薬と

カルス双方の核タンパク質中に -76から-66の領場を DNase Iの分解から保殺す

る因子が存在することが示された. さらに上涜域の DNA断片についてゲルシフト分

析を行ったところ、棄の核タンパク質からは、結合因子が検出されたが、カルスで

は検出されなかった DNase Iフットプリント法の結果、 -203 から・164の AT含

量の高い領場が DNase Iの分解から傑絡されあことが示された.イネにおいては

rolC プロモーターの発現が糞で強〈カルスではほとんど見られないことから、この

領犠に結合する核タンパク質が正の転写因子である可能性が示唆された.

lpE03 ニンジン培餐細胞の核タンパク質にみられる遺伝子プロモーター

結合能

鈴木東弘・加藤教之・内宮間文(北大・理・楠)

我々は、すでにRiプラスミド rolC プロモーターに結合する植物核タンパク質の存在を、種々

の捕物や器官を用いて報告した。本研究では、 rolC 5'上流域の一本鎖DNAに結合するタンパク

質の存在を示唆するデータが得られたので、報告する。

まず、ニンジン培養細胞(カルス又は不定匹)を液体蜜索中で磨砕し、 0.251ショ繍を含むバッ

ファー (pH7.9)を用い、遠心後粗核画分を得た。つぎに、 O.51 (NH.) z 50.を含むパッファーでタン

パク質をお寺山した。硫安塩析後、沈殿物をバッファーに懸濁し、 O.IMKClを含むパッファーで透

析したものを、核タンパク質として用いた。

rol C 5・上流場(約130塩基対)を熱変性した後、急冷したものをプロープDNAとしてゲルーシ

フト検定を行なった。その結果、プロープDNAを熱変性した場合には、熱変性を行なわないものに

比べ、新しいDNA-タンパク質の複合体が認められた。また、各種DNAとの競合実験により、認めら

れたDNA-タンパク質の綾合体は、そのDNA断片に特異的であることが示唆された。

さらに、そのタンパク質との結合領域を含む一本鎖DNA(Top strandと Botto田 strand)を調整

し、ゲルーシフト検定を行なったところ、一本鎖DNA結合タンパク質の存在が明らかとなった。

現有、このタンパク質が認識すると恩われる場茶配列や高次構造について解析を行なっている。
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ニンジン E・bryogenicCell Protein (ECP31)のcDNAクロ
ーニングと発現の解紡

。滑末知宏、 篠崎和子¥篠崎一緯¥ 佐際忍、 鎌田筒、

原田宏(筑波大・生物、 3 理研・遺伝子解析)

ECP311ま不定値形成能を獲得したニンジン婚養細胞(E・bryogenicCell) に多〈
存在し、底発生の遂行とともに消失してい〈細胞内蛋白質である (PlantPhysiol. 

1991)0 今回投々はニンジン E・bryogenicCellから cDNAライプラリーを作成し、 EC
P31をコードしている cDNAを単雌した.プロープとしては、 銀分的に決定された ECP

31のアミノ被配列をもとに合成オリゴヌクレオチドプライマーを作成し、 cDNAをテ

ンプレートとした PCRにより僧幅された 600bpのフラグメントを用いた.単向Eされた

cDNA はシークエンスの結果、 256アミノ酸をコードしており、 その建物の分子量は

26.1 kと算出され、 これまでにプロテインシークエンサーを用いて決定された ECP31

のアミノ磁を総て有していた.得られた cDNAクローンの配列でデーターペースとの

相向性の検察を行ったところ、 ワタの LEA(Late Elbryogenesis Abundant) . D34と

高い相向性を持っていることが判明した(塩基配列のレベルで48%、 アミノ酸配列の

レベルで 62%)0 これは LEAD34のホモログが他の織物で単隠された愚初の例である.

又、 ニンジン植物体を使って Northern810t Analysisを行ったところ、 ECP31・RNA
は、 ワタの渇合と問機に、 種子発生の後期に多〈検出された.

lpE04 

イネ目度遺伝子ーー組織特異性および種子畳黙過程に

おげる発現ーー

平野 1曹之、 佐野芳!t (国立遺伝研)

wx鹿はイネ種子H乳中のアミロース合成を支配している. 里旦座の表現型やi宣

伝子型は容易に判定できるため、 高等檎物の中では遺伝学的解析に遣した遺伝子座

である.我々はイネ wx隆の遺伝子をクローン化するとともにこの遺伝子産物(Wx 

タンパク質)に対する抗体を調慰してきた。 本年会では、 組織特異性と種子畳黙過

程におげるイネ笠主座の i宣伝子発現について報告する。

組織特異性に関しては、 隆乳(種子)および花粉(箭)で特異的に発現してい

ること、 花紛における発現量は H乳の約2%であること、 特異性は転写レベルで制御

されているごとなどが明らかになったo H乳と花粉とは機能も発生学的起源も全〈
異にする報官であり、 その被相も通常の体細胞とは異なり 3nとnである. この明らか

に分化している二つの細胞で笠旦座遺伝子の発現のスイッチがONになり、 他の体細

胞で OFFになる分子的メカニズムは非常に興味深い。

イネの旦旦座は種子畳黙過程において、 時期特異的に発現していることが明か

となったo wx座の転写産物は受紛後 13-18日目で最も多〈存在し、 23日目以降では

ほとんど検出されなかった。 イネ種子の完黙には約 40日要するが、 Wxタンパク貨は

7日目から 20日日頃までにほぼ直線的に著書積された。 これは転写産物が大量に存在す

る期聞に相当するとともに、 デンプン両分が直線的に増加する期間とー致した。
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lpE06 

ヒャクニチソウ

ヒャクニチソウ管状要素分化に特異的に発現する遺伝子

の解析

出村 桁・禍 m裕穂(東北大・理・生物)
(Z i!!旦i亘旦1旦包亘旦~ L. cv. Canary bird) の芽生えの第 一 葉か

ら機械的に単離した業肉細胞は、 オーキシン(N A A) とサイトカイニン(B A ) 

を含む分化情地で培養するごとにより高頻度 (30-40%) かっ同調的(培養開

始後 5 5時間から 7 0時間)に管状要素 (tracheary element:TE) に分化する.

との実験系では、 培養開始後 48時間自に形態的な細胞の変化に先立ち、 分化

に特異的なタンパク質が合成される。 我々はとのような管状要素分化の初期に合成

されるタンパク質をコードする遺伝子の単般を考え、 培養開始後 4 8時間自の細胞

の poly(A)φRNA から cDNA library を作製した. この cDNA library を用い、 分

化培地及び BA 濃度を 1/1000 にした非分化培地で 4 8時間培養した細胞の po!y

(A)' RNA からプロープを調製して differential screening を行った. その結果、

分化細胞で強く発現する 5種類の遺伝子を cDNA として単雌することができた。 と

の cDNA からプロープを調製して分化過程におけるとれらの遺伝子の発現パターン

をノーザンプロットハイプリダイゼーションにより解析した. そして、 いずれの遺

伝子の IIRNA も分化熔 I也で培養した細胞でのみ、 t脅養後 4 8時間目頃から大量に蓄

積されるととが明らかになった。 現在、 それぞれの cDNA の塩基配列の決定を行っ

ているとご .ろである。

lpE07 ヒャクニチソウ管状要素分化におけるチュープリン遺伝

子の発現

吉村敏彦、 高瀬恭子、 出村拓、 福岡裕穂{東北大・理・

生物)

ヒャクニチソウの芽生えの第 一 葉から機械的に単隙した葉肉細胞は、 オーキシ

ン(N A A) とサイトカイニン(B A )を含む分化培地で培養するととにより、 高

頻度かっ同調的に管状要素に分化する。 との管状要素分化に微小管が重要な役割lを

果たすが、 微小管買は分化過程で顕著に増加し、 との糟加が構成成分であるチュー

プリンの合成の調節により制御されているごとをすでに報告した. 今回我々は分化

過粍におけるチュープリン mRNA の発現慣の変動を調べるとともに、 ヒャクニチソ

ウのチュープリン遺伝子の単磁を試みた.

分化培地及び非分化培地で 1音饗した細胞から IIRNA を単離し、 シロイヌナズナ

の s1チュープリン遺伝子をプロープとしてノーザンハイプリダイゼーションを行

った。 その結果、 分化誘導細胞で多量のチュープリン mRNA が発現するととがわか

り、 その発現は培養後 48時間目以降強くな った. 次に分化培地で 48時間培養し

た細胞の poly(A)'RNA をもとに作製した cDNA ライプラリーから、 先のプロープを

伺いてチュープリン cDNA をもっクローンのスクリ ーニングを行った結果、 策終的

に 7個のポジティプクロ ー ンを単降することができた。 制限酵素地図の比較から 3

積の異なるチュープリン cDNA が存在するごとがわかり、 との時期に少なくとも 3

種のチュープリン mRNA が発現していることが明らかになった. 現在、 cDNA の趨基

配列の決定を行っており、 とれも合わせて報告する.
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lpE08 Tiプラスミドtmr遺伝子プロモーターによる発現特性の

解析

。猪口雅彦、斎宮晃、近藤弘清(岡山理大・生物化学)

Agrobacterium tumefaciensによって植物ゲノム rl'に導入される、Tiプラスミドの
T-DN A領域の遺伝子は当初、他 ~I'. 物由来であることなどから、構成的発現をする

ものと信じられていたが、近年いくつかのT-DNA遺伝子の発現について、組織特

典性や発生時期特異性などが示された。このことは、 T-DNA遺伝子も植物側の調

印因子(trans ・acting factoけによって認識される調節領域配列(cis-acting factor) 

を持つことを示すと考えられる。 T-DNA遺伝子のうち、植物ホルモン合成系の酵

素をコードする tms(オーキシン合成)及びtmr(サイトカイニン合成)の両遺伝

子座は形質転換組織内の両ホルモン含量を上昇させるが、各々のホルモン含量は、

tms及びtmrを同時に導入した場合に比べ、各々の遺伝子座を単独で導入した組織

内の方が高いことがタバコなどで報告されている。石川等の報告1)によるとニンジ

ン形質転換組織ではオーキシン量は一定となるが、サイトカイニン含量はタバコと

同様の変化を示し、 tms遺伝子による tmr遺伝子の発現制御が示唆される。そこで

我々は、 tmr遺伝子のプロモーター領域を s-glucuronidase(GUS)遺伝子に結合し

た融合遺伝子(Ptmr-GUS)を作成し、タバコ及びニンジンに導入して発現特性を解

析している。今回我々は、タバコ形質転換体におけるPtmr-GUSの発現の組織特異

性について報告する。 "K.Ishikawa et al. Plant Cell Physiol. 29:461・466(1989) 

lpE09 Enterobacter cloacaeのIAA生合成遺伝子の単離

0古賀仁一郎，足立尭，日高秀目 (明治製菓・生物科学研)

インドール酢酸 (1AA)は最も代表的な植物ホルモンであるにもかかわらず、

その主なIAA生合成経路であるインドールピルビン酸を経由する経路は未だに解

明されていない。これはこの生合成経路の中間体であるインドールピルピン酸とイ

ンドールアセトアルデヒドが非常に不安定なためである.

生育の良好なキュウリの根圏から分隠された Enterobactercloacaeは、 トリ

プトファン (Tr p)の代謝産物としてIAAを生産することが確かめられた.こ

の菌は、 Trp添加液体培地において1mg/mlにも及ぶ多量のIAAを生産し、そ

の生合成経路はインドールピルビン酸を経由する経路であることが示唆された。そ

こで、この生合成経路を解明する目的で EnterobactercloacaeからのIAA生合

成遺伝子の単磁を試みた。その結果、 IAA生合成経路の第2ステップであるイン

ドールピルピン酸デカルポキシラーゼをコードする遺伝子の単離に成功したので、

この遺伝子と IAA生合成の制御機作について報告する。
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